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プロローグ





「あれは……。メ、メイドさん？」

　山やま根ね勇ゆう治じは、ものすごい勢いで目をまばたかせた。

　メイド服を着た女性が、セミロングの髪をなびかせつつ、腕を組んだ直立不動の体勢で、ゆっくりとなだらかに、川の上流からすいーっと流れてくる。

　自宅から徒歩五分の位置にある、お気に入りの土手。今日も学校が終わるとそのままやってきて、制服のまま仰あお向むけに寝そべって現実逃避していたのだが、のほほんとした気分は一気に吹き飛んだ。

「……なんだあれ。どうなってんだ？」

　土手から見下ろせる濁った川は、それなりに川幅もあり、底までは二メートルくらいあるはずだ。それなのに、彼女はボートに乗っているわけでもいかだに乗っているわけでも川が凍っているわけでもないのに、赤く染まり始めた空をバックに、しっかりと川の上に立っている。

　――メイドさんと目が合った。ような気がした。

　その刹せつ那な、川を流れてきたメイドさんがぽっかり消える。

「ありゃ？」

　夢か幻まぼろしか見間違いか。立ち上がって、何度も何度も目を擦こする。

　しかしもう、川の上にメイドさんの姿はない。土手の下に広がる粘土質の川岸に人影はなく、背後に広がるグラウンドから野球少年たちの元気いっぱいの声が空そら々ぞらしく聞こえてくるだけ。

　疲れているのだろうか。だってどう考えても川の上流からメイドさんが流れてくるなんておかしいしありえないしそんなの変だ。

　――魔法じゃあるまいし。

　身体からだを伸ばして息を吐き出したら、右肩に少し痛みが走った。数日前に怪け我がをした箇所で、まだ握力が戻らない。そろそろ家に帰って、治療の続きをしてもらおう。

「すいませーん、ちょっと道をお訊ききしたいんですけど」

「ぬおわあっ!?」

　いきなり背後からだるそうな高い声で話しかけられた勇ゆう治じは、驚きのあまり傾斜のついた土手につんのめるように倒れてそのままゴロリと一回転しつつ横に転がって、へんてこりんな体勢になった。

　痛む右肩を押さえながらずばっと敏びん速そくに顔を上げれば、そこには白いぱんつ。

　厚底パンプスに、むちっとした太ふと股ももまで包む白いニーソックス。その先の、ふんわりしたミニスカートの下に集まるフリルの向こうに、大人っぽいレースの白いぱんつが。

　勇治はくわっと目を見開き、口元をだらしなく開いた。ぱんつのしわから目が離せない。半月くらい前に同じようなシチュエーションで酷ひどい目に遭ったばかりだし、関かかわると厄介な事件に巻き込まれそうな嫌な予感もするのだけど、どうしても目が離せない。

「大丈夫？　道を訊きたいんですけど」

　その場に膝ひざを揃そろえてしゃがんだ白いぱんつのメイドさんは、首をかしげながら勇治の顔をまじまじと見る。

「えっ？　……いや、はいっ！」

　ぱんつを覗のぞいていたことがバレて叱しかられるんじゃないかと思った勇治は、とっさにその場に正座し、メイドさんから目をそらしてもじもじした。

　――って、メイドさん？

　視線を戻したら、確かに直立不動で川を流れてきたあの不思議なメイドさんに間違いない。フリルの装飾が過剰な黒いワンピースの胸元は谷間が見えるほど広く、ふんわり膨らんだスカートは短く、腰にレース飾りのついたエプロンをつけ、カチューシャを頭に乗せている。軽くウェーブのかかったセミロングの赤い髪に、二重の眠そうな瞳ひとみ。胸に赤い宝石をはめたペンダントを下げ、軽く化粧をしていて大人っぽい。

　そして、なんとなく、どことなく、エロい。

　勇ゆう治じはでろりと鼻の下を伸ばした。

　いやそうじゃない。勇治は首を振る。このひとは、いったいなにものなのだろうか。

「……あ、あのう。さっき川を流れてきませんでした？　こう、腕を組んで」

「そうよ。それでキミを見つけて、跳んできたの。派遣先の家がどこにあるのかわからなくて、ずいぶん前からいろんなひとに道を訊ききまくってるんだけど、みんな教えてくれないのよね。噂うわさ通り都会のひとって不親切だわー」

　口を曲げて、不満そうにそんなことをいう。

　いや、どう考えてもおかしいし普通逃げるって。川からこの土手まで数十メートルもあるのに、軽く跳んだっていわれても。ここは確かに東京都だけど、区内じゃなくて西の方だから、山もあれば川もあれば牛の糞ふんも香る田舎っぽいところなので都会とはいえないし。

　そんな風にいろいろと突っ込みたくなったが、メイドさんのむちむちした胸の谷間にペンダントが挟まっているのが気になって仕方がない。

「あれ？　もしかしてこの格好、おかしいかな？」

　勇治の視線に気づいたのか、肩を寄せて自分の衣装をチェックする。

「い、いやあのその……。メ、メイドさんなんすか？　可愛かわいいっすね、その服」

「ありがとう！　これって私の自作なのよ。褒ほめてもらえて嬉うれしいわ、っていうか褒めてもらったの初めてよ！　キミっていいヤツね！」



    

  
    
      



    

  
    
      　弾はじけるような笑顔で、メイドさんはぐいっと勇ゆう治じに身体からだを近づけてきた。大きく開いた胸元から黒いブラジャーらしきものがちらりと見えて、よりいっそう興奮した勇治は鼻の穴をおっぴろげて鼻息をぷひー。

「そう。私はメイドなの。それでね、田た中なかっていう家に住み込みで働くことになってるんだけど、家の場所がわからないの。この辺りだと思うんだけどね。知らない？」

「た、田中!?　……どちらの田中さんっすか？」

　田中という姓で思い浮かんだのは、最近の悩みの種ダントツナンバーワンである親友の顔だった。でも田中なんて姓はありふれているから、まさかあいつのことではないだろう。

「どちらっていわれても。地球人の田中さん。人間の田中さん。日本人の田中さんよ、田中さん。田んぼの田に、中間テストの中。人呼んで田中さん。ズバリ田中さん」

「田中田中って連呼されても……。この町内には田中さんいっぱいいますよ？」

　勇治がそういうと、彼女は驚いたように身体を引き、目を丸くした。口元がわなわなと引きつるが、どこか嬉うれしそうだ。

「さ、さすが都会ね！　田中さんって、いっぱいいるんだ!?」

「……都会じゃなくても、田中さんはいっぱいいると思うんすが」

「ううん。私のいた山奥の田舎には、田中さんはひとりもいないわ！」

「ど、どんだけ山奥なんすか……」

　そうとうな田舎ものなのだろうか。どこからどう見てもそうは見えないし、今風のメイド服を着ているので、なんだかギャップがある。訛なまりだってない。

「そうかー。田中さんはいっぱいいるのかー。なんだか都会に出てきた、って実感が湧いてきたわ。あ、それでね。私の派遣先の田中さんは、高校二年生の男の子がいる田中さんなの。キミも高校生？　だったら知ってるでしょ？」

「オレも高校生っすけど、高校つってもたくさんありますよ。都立とか私立とか」

「学校もいっぱいあるんだ！　都会っぽい！　田中さん凄すごい！」

　メイドさんは手を叩たたき、満足そうにうなずいた。

「田中さんは凄くないと思いますが……。で、その田中さんの住所はわからないんすか？」

「それがわかってれば、ひとに訊きいたりしないわよ。田中さんがそんなに多いとは思わなかったし」

「マ、マジっすか……。じゃあ、他にヒントはないんすか？」

　額にある傷跡に手を触れながら、勇治は肩を落とす。だんだん頭が痛くなってきた。

「田中一かず海み」

「……はい？」

「ええとね、田中さんの家にいる高校生のひとり息子の名前がね、田中一海っていうの。漢数字の一に、海って書くのよ」

　勇治はあんぐりと口を開けた。このあたりに住んでいる同い年の田中一海といえば、小学校から付き合いがある親友で幼なじみの田中一海で間違いないだろう。

「あれ？　その反応。もしかして、知ってるの!?」

「し、知ってますよ。親友っす。こっから歩いて十分くらいかな」

「本当に!?　やった！　じゃあ、案内してくれる？」

「オ、オレがっすか？」

「そう、キミ。そこのキミ。キミしかいないじゃない。ダメ？」

「い、いや。……ええと。……わ、わかりました。案内します」

　なんとなく放ほうっておけないので、諦あきらめて頷うなずいた。学校以外で一かず海みと逢あうのはちょっと嫌いやなのだが、家の前まで案内するだけならいいか。

「ありがとう！」

　メイドさんが嬉うれしそうにすたっと立ち上がったときに、白いぱんつがちらりと見えた。そのせいで勇ゆう治じはもうかなり大変なことになってしまって、正座を崩すことができなくなってしまう。

「ふふふ。サービスしたかいがあったわ。ただ見されたんじゃ、わりが合わないから」

「……え？　じ、じゃあ、わざと？」

　その答えは、意地悪そうな笑顔とウィンク。

　ということは、とてもそうは見えなかったけど、あれはいわゆる見せパンという見られても恥ずかしくないやつだったのか。そう思ったら、急速に萎なえてきた。しかしながら、いい眺めであったことに変わりはなく、こんな嬉しい罠わなだったら何度はまってもいいなとか思いつつ、勇治はのそりと立ち上がる。

「……と、ところで、あのう」

「なに？」

　このまま一海の家まで案内してお別れ、というのはちょっと寂しい気がする。せっかくなので、このメイドのおねーさんともっと親しくなりたいなと下心が働いた。

「お、お名前はなんていうんですか？」

「田た中なか一海」

「んぐ。いや、そうじゃなくて……。ええと、オレは山やま根ね勇治。高校二年生っす。生まれてから一六年間、ずっとこの辺に住んでます。……で、あなたのお名前は？」

　勇気を出して、それでも少し遠慮がちにそういった。

「私の名前？　……あ！　お友達になってくれるの？」

「も、もちろん！　オレでよければ」

「やった！　都会って初めてだから、心細かったのよ。誰でもいいから相談に乗ってくれるお友達が欲しかったの！　じゃあ、自己紹介するわね。私の名前は、代だい田た香か織おり。二一歳。出身地は、とある地方の山奥にある名もない村」

「名もない村ってなんすか……」

「勇治君、か。嬉しいな、初めてのお友達ができたわ！　スケベそうだけど、贅ぜい沢たくはいってられないわね。じゃあ勇治君、よろしく！　遠慮なく遊びにきてね！」

　ぎゅっと、両手で手を握られる。

　こんな可愛かわいいおねーさんとお友達になれたのは嬉うれしいけれど、このひとのご主人様になる一かず海みとは逢あいたくない。

　それはそうと――

　とてもとても気になったので、頭を疑われるのを覚悟で訊きいてみることにした。

「……あの、だ、代だい田たさん？」

「なあに？」

「もしかして、未来から歴史を変えに飛んできたとか、魔導師だったりとか、そういうのじゃないっすよね？　あ、いや、さっき川に浮いて流れてきたの見たんで……」

　ここでニヤリと不敵な笑みを浮かべられても困るのだが、楽しそうな笑顔を浮かべられても困ってしまう。

「まあ、その辺はシークレット、ってことで！　ほら、少しぐらい秘密があった方が、魅力が増すでしょ？」

　バシッとウィンク。

　勇ゆう治じは、思いっ切り渋い顔をした。



    

  
    
      


第一章　因果律の影響





　　　１



　トントントントンと、リズミカルな音が台所から聞こえてくる。

　勇治は寝覚めから、憂ゆう鬱うつな気分だった。

　暖かい朝の光がカーテンの隙すき間まから差し込んできて、本当なら清々しい気分で目覚めているところだったのに、居間のソファに毛布一枚で寝ている理由を思い出すと自然にため息がこぼれてしまう。右肩だけじゃなく、腰とか首とか若干痛い。ここ最近はずっとこんな感じで、台所から聞こえてくるリズムがちっとも心地よくない。

「きゅわあああん！」

　ドタドタドテドカンと、派手な音が悲鳴とともに廊下の方から聞こえてきた。

「ち、ちょっとるりかっ!?　大丈夫？」

　ぱたぱたとスリッパを鳴らして、セーラー服にエプロンを着けた那な奈なが、包丁を持ったまま台所から廊下に向かう。

「おはようございまーしゅ、那な奈なさん。お腹なか空すきましたー。むにゃむにゃ」

　足を滑らせて階段から落ちたるりかは、お尻しりをさすりながら立ち上がる。

「まったく。朝から驚かさないでよ。大丈夫なの？」

「だいじょうびゅでーしゅ！　お腹空きましたー」

　忙しげな那奈に連れられたるりかが、片手に茶トラ模様の子猫をぶら下げ、眠そうに目を擦こすりながら居間に入ってきた。いつもはポニーテイルにしている明るい色の髪の毛を下ろし、那奈に借りたサイズの合わないだぶだぶのパジャマを着ているけど、胸のあたりだけぱんぱんに隆起していてゆさゆさ揺れている。

　勇ゆう治じはこっそり毛布から顔を出すと、ノーブラに違いないその見事な揺れを確認して、鼻の下をでろりと伸ばした。朝のせいもあり、身体からだの一部はすでに硬直済みである。

「じゃあ、るりか。カーテン開けて、そこの寝ぼ助を叩たたき起こしてくれる？」

　台所に戻った那奈が、少しハスキーな鼻にかかった声で指令を出したが、るりかは欠伸あくびをしながら「はあい」と答えたのに、窓の方ではなくて台所の方へ鼻をくんくんさせながらふらふらと流れて行く。

「こっちじゃなくて、居間のカーテンだよ。朝ご飯もうすぐできるから、ちょっと待ってなさい」

　那奈にそういわれたるりかは名残惜しそうに「はあい」と返事をして、食卓の自分の席に予約とばかりに子猫を置き、よだれを拭ふきながら居間の方へ歩いてきて、ざざっとカーテンを開けた。

「うーん、いい朝です。今日も一日、頑張りましょーう」

　腕を伸ばし、高くてか細くて少しビブラートがかかっている声でそういうと、なにかを見つけたのか、いそいそと窓を開けて外を眺める。

「もう登校している学生さんがいます。部活の朝練というやつかなあ。……いいなあ、学校。いいなあ、部活。わたしも行きたいなあ」

　足をぶらぶらさせながら、そうつぶやいたのが聞こえた。しばらく物欲しそうにしていたが、ため息をついて窓を閉め、勇治が寝ているソファに半開きの目を向ける。

「師匠。朝です起きてくださーい。今すぐ起きてくださーい。起きてくれないと朝ご飯が食べられません。お腹ぺこぺこです。とっとと起きてくれないと困ります。ていうかもう問答無用で叩き起こしますね！」

　寝ぼけているのか、るりかはそういうが早いか腕を回して細い指で器用に印を結ぶ。すると彼女の頭上に、金属バットのような氷のミサイルが出現した。

「《アイスミサ――」

「ぬおわあっ！　起きた、起きたぞおおお！」

　生命の危機を感じた勇治は、がばっと飛び起きる。しかし身体の一部が硬直したままであり、パジャマの股こ間かんのあたりがテントのように張り出しているのに気づいたのは、顔を赤くしてわなわなと震える“〝氷結の魔導師”〟が、魔法のミサイルを発射した後だった。

「ど、どこを起こしているんですか、師匠の変態スケベダメ人間!!　もう死んじゃえ！　《アイスミサイル》！」

「ぎゃあああ!!」

　氷のミサイルの直撃を受けた勇ゆう治じは、ソファごと派手な音をたてて後方にぶっ倒れた。



　――未来は変わり、二〇年後、世界が滅ぶことは回避された。

　半月ほど前、お気に入りの土手で寝そべっていたら巨乳の少女に命を狙ねらわれたのだが、彼女は二〇年後の未来から滅ぶ寸前の未来を変えるために《時空移動》という魔法でやってきた“〝氷結の魔導師”〟だった。なんで勇治が殺されなくてはいけないかというと、魔法が一般的になった二〇年後の未来で全人類を死滅させるという恐ろしい禁断魔法《最後の審判》を使ったのは親友の田た中なか一かず海みであり、彼が世の中に絶望して世界を滅ぼそうと決意した原因というのは、勇治が彼を裏切ったから。

　結局なんだかんだあって、るりかの任務は完かん遂すいされた。

　一海の部屋に突然現れた謎なぞのノートを狙い、魔法を軍事利用しようとする八やつ菱びし電気の虻あぶ川かわという女に妹の那な奈ながさらわれたが、るりかの活躍により助け出すことができ、この事件で勇治が一海を深く傷つけ、絶望させることはなくなった。

　――しかしその代償に、勇治にはふたつの悩みが追加されることになった。

　もともと勇治は、悩みをひとつ抱えていた。

　それは、血の繋つながっていない妹の那奈のこと。

　勇治は、幼い頃に父が再婚した女性の連れ子であり三ヶ月しか歳としが離れていなくてクラスメイトでもある義妹いもうとの那奈のことが、好きだった。

　家族としてでも妹としてでもなく、ひとりの異性として。

　物心ついたころから意識はしていたけど、血は繋がっていないとはいえ妹なのだから付き合うなんて変だし、幼い頃からずっと情けない姿を晒さらしてきたので、なるべく考えないようにしていたのだが、一海が那奈に告白して付き合うことになったと勘違いしたとき、自分がどれだけ那奈のことを好きだったのかということを思い知らされた。だけど自信がまるでないので告白できない。やはり兄としては好きだが異性としては対象外だとか苦笑混じりにいわれるような気がしてならない、ああどうしよう。そんな悩み。

　追加された悩みのうちのひとつは、るりかを世話しなくてはいけなくなったこと。

　驚くべきことに、“〝氷結の魔導師”〟である彼女の師匠であり、《時空移動》という禁断魔法を使って彼女を過去に送り込んだのは、未来の勇治だったのだ。まだとても信じられないことだが、二〇年後の勇治は“〝時空の魔導主師”〟と名乗っていて、魔法対策部隊という公的な機関で偉い地位にいるらしい。

　そんな未来の関係性もあり、行く当てのないるりかを放ほうっておく訳にはいかず、家に置くことになった。一度は家から追い出したこともある那奈はるりかのことを微妙に嫌っているようだったが、さすがに十五歳の身寄りのない少女を河原で生活させるわけにもいかないし、魔法で虻あぶ川かわから助けて貰もらったこともあるので、渋々承諾してくれた。

　しかしるりかは、未来を変えようとする人為的な干渉に対して生ずる因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応とやらで、今朝も階段から転げ落ちてきたが、些さ細さいなことから致命的なことまで、一日五回の不運が襲いかかるようになっていた。一緒にいるだけでその影響は勇ゆう治じにまで波及し、右肩を骨折したのも、不運に襲われたるりかを助けるために負ったものだった。これからも彼女は様々な不運に見舞われ、その影響で生活をしっちゃかめっちゃかにされてしまうに違いない、ああ頭が痛い。そんな悩み。

　追加された悩みのふたつ目は、親友の一かず海みのこと。

　一海は、勇治のことが好きだった。

　もちろん田た中なか一海は男子であり、だからこそ勇治は悩んでいるのである。

　どうやら彼は、かなり前から勇治のことを恋愛対象として意識していたらしい。そしてつい先日、なにを思ったのか突然告白しようとした。身の危険を感じた勇治は全力疾走でその場から逃げ出したが、あの場にあと一分でも長くいたら、間違いなく、十六年の人生で初めての愛の告白をいただいていただろう。男子から。

　冗談じゃない。ずっと一海は那な奈なのことが好きなんだと思っていて、あいつなら仕方がないと一度は那奈のことを諦あきらめたのに全然違っていて、彼はいつも勇治のことを見ていたのだそれはそれは熱い想おもいを胸に秘めながら。

「ごめーんお前とは付き合えないだってオレは女の子が好きなんだもーん男なんて嫌いやだ」

　と軽くいえれば楽なのだが、無む下げに拒絶するときっと深く傷つき酷ひどく落ち込んで人生に挫折し世を儚はかなみ世界を恨み魔法の研究に逃げて二〇年後に全人類を死滅させる《最後の審判》を使ってしうまうに違いない。なにしろ一海は、誕生日を忘れていたというだけで家に引きこもって出てこなくなるくらいナイーブなので、全人類を死滅させなかったとしても自殺とかしかねない、ああもうどうしていいかわからない。そんな悩み。

　この合計三つの悩みのせいで、勇治は朝から憂ゆう鬱うつにならざるをえないのだった。



「そして真面目まじめな高校生であるオレは、毎朝学校に行かなくてはならず、そこで必ず一海と顔を合わせなくてはいけないのだ。ああもうどこか遠い世界に逃げ出してしまいたい」

「ん？　なにいってるの、ゆーじ」

　隣を歩く那奈が、不思議そうな顔で勇治を覗のぞき込む。

　朝から嫌味なくらいいい天気で、梅雨時にもかかわらずぽかぽかと暖かかったが、勇治の気分はどんよりとしていた。肩を落とし、ときおり深い深いため息をつきながら、川沿いの遊歩道をゆっくり歩く。ふたりが通う高校へは、家から歩いて二十分ほどだ。

「一海だよ。あいつ、なんでオレのことを好きになったんだ？　……男どうしなのに」

　鼻に貼られた絆ばん創そう膏こうを気にしながら、仏頂面でそういった。頭がガンガン痛むのは悩みのせいだけではなく、るりかの魔法の直撃を喰くらってひっくり返って床に打ち付けたせいでもある。

「そーゆーの、関係ないと思う。性別とか、境きよう遇ぐうとか。……ゆーじは、本当に全然気づいてなかったの？　一かず海みくんの気持ち」

「当たり前だろ。だってあいつは男だぜ？　オレはノーマルだっつの」

　那な奈なにいわれて思い出してみると、心当たりがぼろぼろ出てくるので困る。一海のあのときのあの言葉、あの仕草、あの表情。勇ゆう治じは額の前髪との境目にある三センチくらいの傷跡を触る。なにか困ったことや悩んでいることがあると、いつもそこに手が行ってしまうのが彼の癖くせだった。

　悩みのひとつである那奈は、今日も綺き麗れいだった。シャンプーのいい香りがする黒いショートカットの髪がそよ風に揺れ、透明感のある黒目がちの瞳ひとみは魅力的であり、愛あい嬌きようのある口元は可愛かわいらしく、色白の肌はさらさらで、細く華きや奢しやな肩を見ると思わず抱きしめたくなる。るりかみたいに巨乳ではなく、はっきりいうとこれはもうかなりぺったんこの胸をしているのが非常に惜しいが、それは今後の成長に期待しよう。

「なあに？　ゆーじ」

　じろじろ見ていたら、薄く頬ほおを染めた那奈が照れたように肩を当ててきた。

「い、いや、その……。お、お前は知ってたんだよな、一海のこと」

「一海くんが、ゆーじのことを好きだったってこと？　……ん。知ってたよ」

「なんで隠してたんだよ。教えてくれてもよかったじゃねーか」

「……だって、もしもゆーじが付き合ってもいいっていったら、嫌いやだったんだもん」

　那奈はうつむきながら、口をへの字に曲げて小さな声でそういった。

　さもありなん、と勇治は思う。兄にカノジョができるのならわかるが、兄にカレシができたとなるとこれはもう異常な事態であり一大事であり普通じゃない。那奈は同性愛に理解があるような言動をするけど、やっぱり実際にそうなってしまうと困るのだろうと、勇治は勝手に理解したつもりになった。

「学校に行きたくない。くっそ。るりかの魔法で気絶したままだったらよかったのに」

　るりかは、未来からマロンという名の使い魔を連れてきていた。茶トラ模様の子猫のような姿をしたロボットで、“〝時空の魔導主師”〟である未来の勇治の魔力を封じた魔宝石を仕込まれていて、なんと魔法を使うことができ、勇治の肩の怪け我がを治してくれている。同じ魔法で、今朝の顔面の怪我も治してくれた。余計なことを。

　八やつ菱びしの工場跡地で気を失った勇治たちが無事逃げ出せたのも、実はマロンの魔法のお蔭かげだった。ロボットのくせに、るりかよりも役に立つ。

「そんなこといわない。昨日は大丈夫だったじゃない」

「昨日は昨日だ。今日はなにかがあるかも知れない。嫌な予感がするんだ」

「大丈夫だよ、一海くんだって、ゆーじに嫌われたくないって思ってるから」

「……そ、そうか？」

「ん。時間をかけて、ゆっくりと。ね。焦りは禁物」

「なんじゃそりゃ」

　あっという間に学校に到着。昇降口でうわばきに履はき替え、憂ゆう鬱うつな気分のまま階段を上ると、教室の手前でぴたりと立ち止まる。

「ゆーじっ！　男らしくないぞっ！」

　躊ちゆう躇ちよしている暇もない。那な奈なに腕を掴つかまれ、引きずられるまま教室に入った。

「那奈!?　ま、まだ心の準備が……」

「おはよう、一かず海みくんっ！」

「おはよう、那奈ちゃん。……勇ゆう治じ、おはよう」

　窓からそそぐ朝あさ陽ひに照らされた一海は、不安そうな顔で勇治を見る。色素の薄いさらさらヘアーがきらきらと輝いていて、やたら眩まぶしい。

「お、おは！　よう！」

空元気で挨あい拶さつを口にしたものの、一海の切れ長で二重の細い目を直視できない。勇治は視線をさまよわせながら自分の席に行こうとしたが、一海の唇くちびるを見ると思い出したくない過去の記憶まで蘇よみがえってきそうになり、どうしても耐えられなくなった。

「ト、トイレ！　漏れそうだ！　うお、膀ぼう胱こうぱんぱんだぜ！」

「ちょっと、ゆーじっ！」

　くるりと背を向け、那奈を避けて廊下に逃げ出す。鞄かばんを持ったままトイレもなにもないと思うのだが、とにかく一度冷静になって対策を考えた方がいい。

　どかっ！

　勢いよく廊下に出たところで誰かにぶつかってしまい、勇治はぐるりと縦回転するとそのままコマのように弾はじけ、窓側の壁に衝突したのち、ばったりと顔面から倒れた。

「むぎゃあっ！」

「あっ！　だ、大丈夫ですか、師匠!?」

　痛めていた右肩と潰つぶした鼻のどちらをさすろうかと悩みながら悶もん絶ぜつ。そんな勇治の腕に、冷たい小さな手が触れた。

「……は？　師匠だと？」

「あっ！」

　がばっと顔を上げると、勇治の横で胸をゆさりと揺らしながら慌あわてて立ち上がったのは、ポニーテイルの小柄な女の子。

「る、るりか!?」

「……もう見つかってしまいました」

　悪戯いたずらが見つかった子供のように、半笑いでうつむいて上目遣いで勇治を見ているのは、間違いなく“〝氷結の魔導師”〟だった。

　廊下を歩く生徒たちが、長なが袖そでのブラウスにミニスカートという私服姿のるりかを、不思議そうな顔で眺める。当然ながら、二〇年後の未来からきた彼女はこの学校の生徒ではない。華きや奢しやで小柄だから、中学生にしか見えないし。

「な、なんでお前が学校にいるんだよ!?」

「それが、よくわかんないんですけど、学校に行かないといけないような気がして……」

「ちょっと、どうしたの、ゆーじ？」

　教室から、那な奈なが顔を出した。

「いや、こいつが……」

「えっ!?　る、るりか？　どうして学校にいるのよっ!?」

　チャイムが鳴った。慌あわただしく、教室に生徒が集まる。

　勇ゆう治じと那奈も、流れに乗って席に着く。

　るりかも、席に着いた。

　白髪交じりの髪をオールバックにした頭が固いことで有名な厳いかつい顔つきの担任の先生が、出席簿を持って入ってくる。

　起立。礼。着席。

　――あれ？

　勇治は、違和感を覚えた。窓際の席から、廊下側の席に座る那奈と目を合わせる。冷や汗が流れた。隣の席で、一かず海みも不思議そうな顔をしている。

　ゴクリ。

　勇治は唾つばを呑のみ込む。おそるおそる背後に視線を向けると、そこに私服姿のるりかが座っていた。大きな目をぱちくりとまばたかせて。きょとんとした顔で。窓際の一番後ろが勇治の特等席のはずだったのに、彼の席のまた後ろにるりかの席が飛び出している。そこには、昨日まで席は用意されていなかったはずだ。

　――なんだ？　なにが起こったんだ？　これはどういうことなんだ？

　あれだけ一海のことを避けていたのに、すんなり自分の席に着くことができたのもおかしいが、もっとおかしいことが起きている。なにか、逆らえない不思議な力が働いているような気がして、ぞっとした。

　担任が、出席を取り始める。

　出席番号八番、田た中なか一海。一海は当惑しながら返事をした。

　出席番号一九番、山やま根ね勇治。勇治は震える声で返事をした。

　出席番号三六番、山根那奈。那奈は困惑げな顔で返事をした。

　出席番号三七番、山根瑠る璃り華か。るりかは元気よく立ち上がって返事をした。

　えーと。

　勇治は、くわっと目を見開いた。

「な、なんだとおおお!?」

「ええーっ!?」

「ねえ勇治、どういうこと!?」

　勇治と那奈と一海は一斉に立ち上がって、驚きよう愕がくの声をあげた。るりかは周りを見回しながら、口に手を突っ込んでおろおろしている。

「コラー！　どうした山根！　田中！　山根妹一号も！」

　担任が、出席簿でバシンと教きよう卓たくを叩たたく。

「い、一号!?」

　勇ゆう治じは、裏声で叫んでしまった。

「お前の妹一号が那な奈なで二号は瑠る璃り華かだろ？　頭でも打ったのか？　山やま根ね。ただでさえ頭が悪いんだから、大切にしろよ。それから二号！　お前、なんで私服なんだ？　あとで職員室にこい！」

「は、はひっ！」

　背筋を伸ばしたるりかが勢いよく手を挙げて返事をしたら、クラス中が爆笑した。



　　　２



　昼休みになると、お弁当を持って屋上に向かう。食いしん坊のるりかは、ちゃっかり那奈が用意していたお弁当を持参していて、「お弁当～、お弁当～、銀シャリたくさんお弁当～」と、自作の歌まで唄うたっている。彼女の話によると二〇年後の未来はあまりいい世の中ではないらしく、食事はサプリメントの錠剤とカンパンが主食のようで、お米のご飯を異様に嬉うれしがるのだ。

　相変わらず昼休みの屋上は騒そう々ぞうしかったが、今日はフェンスわきの日当たりのいいベンチが空いていたので、四人で並んで座った。勇治の左に一かず海み。右に那奈。その向こうに、るりか。

　勇治は、不機嫌だった。四時間目に先生に当てられ、答えられずに叱しかられたのだが、その直後、るりかがあっさり正解を答え、その次に当てられた那奈も当然のように正解を口にしたので、「しっかりしろ、兄貴」と先生にからかわれた。兄の面めん目ぼく丸つぶれである。

　意外なことに、るりかは頭がよかった。

　るりかに問い質ただすと、魔法対策部隊に入隊する前に高校レベルの学習は済んでいたようで、外国の人間とチームを組んで作戦を遂行する必要があるために英語もマスターしていたという。勇治は、心底ガッカリした。

　しかもそれとなくクラスメイトや教師に聞き込みをしてみれば、るりかは帰国子女の秀才であり、一五歳で本来学年がいっこ下の彼女は、飛び級で高校二年生として編入されたということになっていた。

　妹の那奈は成績優秀だし、親友の一海も学校を休みがちのくせして成績がいい。せっかく落ちこぼれの仲間ができたと思ったのに、るりかまで優等生だったとは。

　こういうときに限って、因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応が現れない。黒板が倒れるとか、椅い子すが壊れるとか、なにか不運があってもいいはずなのに。

　ぶつぶつ不満を垂れながら、那奈の手作り弁当をベンチに置く。右手がまだ上う手まく動かないから、ナプキンに包まれた弁当を開くのも苦労する。やっと包みをほどくと、左手でも食べられるように、プラスティックのフォークとスプーンがついていた。

「それにしても、どうなっちゃってるんだろうね。あたしがゆーじの妹一号で、るりかが二号だなんて。クラスのみんなも受け入れてるし」

　膝ひざの上にお弁当箱を置いて、那な奈ながため息をつく。

「確かに、ゆゆしき事態だな」

　那奈のいう通り、クラスの中にるりかを不審に思っている生徒はひとりもいなかったし、そもそも出席簿に名前が載のっていることからしておかしい。

「なんでもいいじゃないですか。学校に通えるようになって、わたしは嬉うれしいです！」

　勇ゆう治じたちの疑問を意に介さず、るりかはのんきな笑顔を向けながらお弁当箱のごはんをぱくり。クリスマスと誕生日が同時にやってきたみたいに楽しそうである。

「少しは不気味に思えよ。つか、学校なんて行かないで済むんだったら行かない方がいいと思うんだがなあ」

「……ねえ、勇治。るりかちゃんってなにものなの？　この前は、どこか異世界から僕たちを助けにきた魔法使い、っていってたよね？　違うの？」

　病人のように白い肌をした一かず海みが、不安そうに目を細め、細い指で勇治の袖そでをそっとつまんだ。

「あ、いやその。なんつーか……」

　勇治は言葉に詰まった。ナイーブで傷つきやすい一海には、彼が二〇年後の未来で世界を滅ぼそうとしたことを話していなかったし、るりかが未来からきたということも話していなかったのだ。説明を求められたとき、適当にごまかしたつもりだったが、こんなことになってしまったからには、ちゃんと説明しなくてはいけないような気がする。

「どうかしたにゃか？」

「ぬおわっ!?」

　突然ベンチの下から声がしたので、勇治は意表をつかれて危なくお弁当箱をぶちまけながら背後に倒れるところだったが、ギリギリのところでなんとか踏ん張った。

「はれ、マりょン？　なんれこんなほころにいるんでふ？」

　ご飯を食べる手を休めないるりかにそういわれて、彼女の使い魔ロボットのマロンは首を振ってため息をつくと、ごそごそとベンチの下から這はい出てきた。

「……酷ひどいにゃ、るりか。今朝学校に行く途中でボクを落っことしていったにゃ！」

「あれ？　そうらったっけ？　むぐむぐ」

「そうにゃ！　そにょあとすぐに、待ち伏せしていたファブニールに襲われて、大変だったんだにゃ！」

　るりかの前で小さな腕を振り上げながらぷんすか憤いきどおるマロンは、ボロボロに汚れていた。ファブニールというのは彼の宿しゆく敵てきであるカラスの名前であり、なぜか目の敵かたきにされているらしい。きっと朝から散々な目に遭ったのだろう。

　那奈が慌あわてたようにマロンを抱き上げ、さっとベンチの後ろに移動させる。二本足で立ち日本語を喋しやべる子猫を生徒たちに見られたら、いくらなんでもまずいだろう。尻しりを軸にベンチの上でくるりと回り、フェンスに向いてマロンを囲む。

「またファブニールか。因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応のせいだろうな。お前も大変――」

　勇ゆう治じはそのことに気づいて、はっとした。

　そうだ、それしか考えられない。

「わかった！　もしかしてるりかは、因果律のせいであーなっちゃったんじゃないか!?」

「るりかがどーなっちゃったのにゃ？」

「どーもこうもねえよ。るりかがオレの妹にされてた。そんでもって、クラスメイトだ。クラスのやつら、誰も疑問に思ってない。担任もだ！　出席簿にまで名前が載のってた。過去が変わっちまったとしか考えられない。因果律がやったんだ！」

「ほ、本当にゃか!?」

　マロンは、その場にぴょんと跳び上がった。

「嘘うそじゃねーって！」

「そうなのかな……。どう思う、マロン？」

　那な奈なは眉み間けんにしわを寄せながら、ぷるぷると身体からだを震わせるマロンを見る。

「な、なんてことだにゃ。可能性のひとつとして考えていたにゃが、本当にそうなるだにゃんて……」

「ど、どういうことだ？」

「因果律の融ゆう合ごう反応だにゃ！　因果律が歴史の整合性を取るために、るりかを今の世界に溶け込ませようとしているんだにゃ。因果律が取り除こうとした異分子が抵抗して一定期間生き残ると、今度は掌てのひらを返したように受け入れようとするらしいんだにゃ。つまり、因果律の拒絶反応が、因果律の融合反応に変わったんだにゃ！」

　額に手を当てて、マロンがそう説明する。この使い魔ロボットは、ご主人様と違っていろいろなことに詳くわしいし頭の回転も速い。

「融合反応？　未来と一緒に過去まで変わっちゃうのか？」

「結果的にそうなるにゃ。矛む盾じゆんが生じないように、因果律が過去を操作するんだにゃ。きっと学校の書類とか住民票とかも、すでに書き換えられているはずにゃ。るりかが五年後に生まれることはなくにゃり、一五年前に生まれたことになるんだにゃ。るりかが今の世界に存在したという証拠が、次々に現れるに違いないにゃ。これから起こる少し変わった事象は、すべてるりかを受け入れるために用意されたものだと思って間違いはないにゃ！」

「す、すげえな、因果律って……」

　少し変わったことといえば、昨日出で逢あったメイドさんだけど、あれはさすがに関係ないだろうな、と勇治は思う。そういえば、昨日は一かず海みの家の前まで案内したところで逃げるように立ち去ったのだが、代だい田たさんはうまくやっているのだろうか。

「……るりかの母親って、誰になるんだろ？」

　ぽつりと、那奈がそういった。彼女の隣に座るるりかは、まったく話を聞かずにお弁当に集中している。まるで他ひ人とごとだ。

　勇ゆう治じの本当の母親は、彼が物心つくまえに病死していた。その後父が再婚した相手が那な奈なの母親で、そのひとはふたりが一〇歳になった秋に失しつ踪そうしていた。るりかが義妹いもうととして追加されたとなると、それからまた父は再婚したということだろうか。家に帰ったら見知らぬ継まま母ははが待っていたらどうしよう。

「……深く考えないことにしよう」

「ねえ、マロン。過去が変わってしまうとしたら、それがもともとそうだったってことになったら、あたしたちの記憶はどうなるの？　あたしたちの記憶まで変わっちゃうの？」

「うーん。……にゃんともいえないにゃ。今は大丈夫でも、将来的にはそうなってしまう可能性もあるにゃ」

「マジか……」

　記憶が改かい竄ざんされるだなんて、なんだか気味の悪い話だ。勇治は顔をしかめる。

「……ねえ勇治。話が見えないんだけど。未来って？」

　今まで二本足で立ち日本語を喋しやべる子猫を見て硬直していた一かず海みが、震える指で勇治の腕をつついた。

「ぬ？　あ、すまん。説明がまだだったな」

「うん。僕だけ、なにも知らないんだね……」

　寂しそうな顔で、一海はうつむく。

「そうじゃねーよ。那奈だって、ずっと信じてくれなかったんだ。それで喧けん嘩かもしたし。とても信じられるような話じゃねーんだ。別に仲間外れにしたわけじゃないぞ」

「う、うん……」

　勇治がそういっても、一海は悲しそうな顔のまま。

「今日のお弁当も、美お味いしいです！」

　額の傷を触りながら、忌いま々いましげな顔でるりかを睨にらむ。早くもお弁当は佳か境きように入っており、実に幸せそうだ。悩みなど、なにもないに違いない。勇治は、段々ばかばかしくなってきた。テキトーなことをいってお茶を濁してしまえばいいや。もうどうなっても知らん。

「えーとな。実はるりかは、二〇年後の未来からきたんだ。マロンは、るりかの使い魔。ロボットなんだけどな」

「えっ!?　み、未来から？」

「そう、未来から。……事故だったんだ。未来の世界では魔法がかなり広まっていて、オレも“〝時空の魔導主師”〟とか名乗っているらしい。で、オレが実験で使った《時空移動》の魔法に、間違って飛び込んじまったんだよあのバカは」

　ぶふっ！　とるりかが吹き出した。

「だ、だれがバカでふか!?　勉強できないダメ人間のくせに！」

「お前は黙ってろ！　で、だな。本当は現在にいないはずのるりかが、ここにいる。そこで因いん果が律りつ、ってやつだ。この因果律が……。えーと、なんだっけ？」

「歴史の整合性を取るために、るりかを今の世界に溶け込ませようとしているの」

　膝ひざの上に広げたお弁当をつまみながら、那な奈ながそう補完してくれた。

「そうそう。そういうこと。因いん果が律りつのせいで、なんか未来と過去と現在が微妙に変わってしまったらしい。よくわかんねーけど」

「……ほ、本当なの？　その話」

　勇ゆう治じとマロンは、揃そろってうんうんと頷うなずいた。

「信じられないだろ？　だから、今まで話さなかったんだ」

「だ、だって、未来からきただなんて……。矛む盾じゆんが生じるよ！」

「その矛盾をにゃくすために、因果律が過去を変えようとしてるんだにゃ」

「信じたくなかったら信じなくてもいいんだぜ。まあ、二〇年後の未来で、お前が発見した魔法が広まってるだなんて、信じられないだろうけどな」

「ぼ、僕が発見した魔法!?　……じゃあ、この前るりかちゃんが使った魔法は――」

「おう。未来でお前は“〝到達者”〟って呼ばれてるらしいぜ。全部の魔法をマスターしてるんだってさ」

「本当に!?　ぼ、僕の発見した魔法が……」

　一かず海みはあんぐりと口を開け、ぷるぷると身体からだを震わせる。

「まあ、そういうことだよ。弁当食べようぜ。あー、腹減った。……って、おい！」

　もう自分の分を食べ終わったるりかが、ベンチに置いた勇治のお弁当を狙ねらって手を伸ばしていた。その手を、バシッ！　と叩たたき落とす。

「きゃん！　師匠のケチ！　ちょっとくらい、いいじゃないですか！」

「黙れ大飯食らい！　オレの分は、絶対にやらん！」

　るりかに背を向けて、お弁当をガードする。那奈の手作りの美お味いしいお弁当を、るりかになんて譲るものか。

　勇治の隙すきを窺うかがってるりかの箸はしが鋭く伸びてきたが、勇治は的確にるりかの箸をフォークで捕らえ、素早く振り払う。

「ああっ！　ウィンナーください！」

「やらん！　お前には、なにひとつとして、やらん！」

　そう威い嚇かくしてから弁当に顔を近づけ、ガフガフとご飯を口に流し込む。

「……もっと味わって欲しいんですけど」

　苦々しい顔で、那奈がつぶやいた。

　るりかを足で追い払うと、いつも以上に白い一海の顔がすっと近づいてくる。

「ね、ねえ、勇治。それじゃあ、あの僕のノートも、未来の勇治が送ったの？」

「ノート？　……ああ、あのボロいノートか」

　マロンの耳が、ぴくりと立った。悔しそうなるりかは那奈にたしなめられて、ベンチに座らせられている。

　一海の部屋に突然現れたという、魔法の呪じゆ文もんが書かれたノート。その筆跡は間違いなく一海のもので、偏執狂的にびっしりと文字が書かれていた。那奈が虻あぶ川かわに誘ゆう拐かいされたのも、そのノートが原因だった。

「どうかな？　まあ、ありえなくはないな。理由はわからんが」

「僕のノート……。もしかして、まだどこかに残っているんじゃないかな？　そんな気がするんだ」

　うつむきながら唇くちびるを噛かんで悔しそうな顔をしたので、勇ゆう治じは一かず海みの細い腰をぐいっと片手で抱いて少し揺すった。

「おい、一海。ノートは虻あぶ川かわが持ってたんだぜ？　るりかの究極魔法の暴発で、八やつ菱びしの工場にあんな大穴が空いたんだ。無事なわけがない」

「そうだけど。……その前に、虻川が脱出していたとしたら？　彼女には、部下がいたはずだよ。そのひとの手に渡っているかも知れない。いや、親父おやじの手に渡っているかも！」

「親父さんから、なんか連絡とかあったのか？」

　虻川の背後には、一海の父親がいた。世界的に有名な家電の大手である八菱電気のお膝ひざ元もとで、極秘に軍事兵器を開発しているという。彼は、虻川とともに魔法を軍事用の兵器として売り出したいらしい。恐ろしい話だ。

「……特にないけど。ないからこそ、そう思うんだ。あのノートは、まだ残っている」

「考えすぎだって。オレが断言してやる。ノートは、消えた。なくなっちまった！」

　気休めではない。勇治は、本気でそう思っていた。

「う、うん。……ごめん、勇治。僕がノートに固こ執しつしていたせいで、那な奈なちゃんを危険な目に遭わせてしまったのに。勇治の肩だって……」

「んなことはどうでもいいよ。ていうか、あれは元々お前が書いたんだろ？　だったら、これからお前が書けばいいじゃねーか。お前が魔法を研究しないと、辻つじ褄つまが合わない。るりかの魔法だって、使えなくなっちまうかも知れないぞ」

　そういいながら、勇治は首をかしげる。過去が変わり、るりかが未来からきたんじゃないなら、あの魔法はどうなるんだ？

「……そ、そうだね！　あれは、僕が書いたんだから」

　やっと一海の顔に表情が戻ったと思ったら、頬ほおがほんのり赤く染まった。腰を抱く勇治を見て、二重の細い目を更に細くし、愛おしげな笑みを浮かべる。

　本能的に危険を察知した勇治は、一海の腰から手を放して身体からだを引いた。

「ねえ、るりか。二〇年後のゆーじって、結婚してるの？」

　ふと、那奈がそういった。

　二〇年後といったら三六歳である。まだ想像もつかないが、きっとシブイ親父になっているに違いない。子供のひとりやふたりいるだろう。愛人とかもいたりして。勇治は未来の自分の姿を勝手に思い描き、うんうんと頷うなずく。

「師匠でふか？　……バリバリの独身ですよ。スケベなくせに甲か斐い性しようなしです！」

　那奈におすそわけを貰もらっていたるりかは、ウィンナーを頬ほお張ばりながら苦々しい顔をした。

「……マ、マジかあああ!?」

　片手で頭を抱え、鼻水を飛び散らせながら、勇ゆう治じは絶ぜつ叫きようする。ショックだった。自分の暗い未来に、失望した。二〇年間ずっと独身という現実は、いくらなんでもつら過ぎる。

「わたしのことも、ちっとも気づいてくれません」

　るりかは口を尖とがらせて、恨めしそうに横目で見ながらそういったが、勇治は気づかない。ほっとしていた那な奈なの顔色が変わり、ギロリとるりかを睨にらむ。

　ばさっと羽音がして、黒い影が目の前を通り過ぎた。

　なにごとかと思って晴れ渡った青空を見上げると、マロンを掴つかんだカラスの姿が見えた。

「……マロン」

　るりかには因いん果が律りつの融ゆう合ごう反応が起こっていたが、マロンはまだ因果律の拒きよ絶ぜつ反応に悩まされているようだった。

「みーつけた、ご主人様！」

　聞き覚えのある、だるそうな高い声。

　振り向くと、屋上の入り口近くで、黒いメイド服を着た女性が手を振っていた。ウェーブのかかったセミロングの赤い髪に、二重の眠そうな瞳ひとみ。緩ゆるい笑顔で、こちらに向かって歩いてくる。

　学校に似合わないその可愛かわいい姿を見て、屋上にいた生徒たちがどよめく。特に男子生徒たちの鼻の下が、揃そろってでれりと垂れた。

「……だ、代だい田たさん!?　なにしにきたんですか！」

　勇治が反応するより先に、困こん惑わくした顔で一かず海みが立ち上がる。代田は歩みを止め、革かわの財布を差し出した。

「ご主人様、お財布忘れてったでしょう。お弁当も持って行かなかったし、お昼買えなかったんじゃない？」

「……僕の財布？　べ、別にいいのに。食欲なかったし」

　財布を見ながら、一海は動どう揺ようする。

「ダメよー。成長期なんだから、しっかり食べないと！　キミもそう思うでしょ？」

「えっ？　……ええまあ。そうっすね」

　突然笑顔で同意を求められたので、勇治はへらへらとそう答えたのだが、その瞬間、那奈と一海が一斉に睨んできたので、びっくりしてベンチから落ちそうになった。

「と、とにかく、そんな格好で学校にこないでくれますか？　ご主人様、っていうのも止めてください！」

「えー。だって私は、あなたのメイドですし」

「もう帰ってください！」

　乱暴に財布を受け取ると、一海は無む下げにそういい放ったが、代田は笑顔のまま受け流し、ベンチに座る友人たちを順番に眺める。敵対的な目で睨む那奈。勇治のお弁当を虎こ視し眈たん々たんと狙っているるりか。なんとなく頬ほおを染めて半笑いの勇治。

「ご主人様、仲良くやってるみたいね。ちょっと安心したわ」

「帰ってください！」

「はーい。じゃあみなさま、ご主人様のことよろしくね！　夕飯のお買い物に行ってきまーす」

　勇ゆう治じに向かってウィンクをして、代だい田たはくるりと背を向けた。その刹せつ那な、レースのついた短いスカートがふわりと揺れ、白い布がちらりと見えた気がして、勇治は小さくガッツポーズをした。

「……ゆーじ」

「はいっ！　見てません！」

　那な奈なの冷たい声に、思わずそう答えてしまった。なにを考えていたか丸わかりだなと思って慌あわてて口を隠す。代田の大きなお尻しりが揺れるのをじっくりと鑑賞したいけど、当然そんなことはできない。実に残念だ。

「あのひと、昨日うちにきた新しい家政婦さんなんだけど、変なんだ。気に入らない」

　一かず海みは財布をズボンにしまい、不機嫌そうな顔でどすっとベンチに座る。

「そ、そうか？　まあ、普段からあの格好でうろつくのは変だな」

「昨日うちにくるとき、道に迷って誰かに案内してもらったらしい。誰だろう。余計なことをしてくれる」

　それオレなんだけど、とはいえない勇治。

「……でも、いいひとぽいじゃんか。財布届けてくれたし」

「そんなことない！　だって、彼女に派遣を依頼したのは親父おやじなんだ。おそらく、僕のことを監視するつもりなんだ。八やつ菱びしのスパイだよ！」

「な、なぬ!?　……考えすぎなんじゃないか？」

「間違いないよ。この財布だって、僕の部屋にあったはずなんだ。厳重にロックしてあったのに、どうやって入ったんだ……」

「マジかよ……」

　そう聞いて、勇治は少し罪悪感を覚えた。確かに彼女は出で逢あったときからちょっと変だったし、一海の家まで案内したのはまずかったのかも知れない。

「隙すきありです！」

「ぬおわっ!?　て、てめえ！　返せコラ！」

　油断していた。ベンチに置いた弁当箱を、るりかに強奪されてしまった。勇治は立ち上がり、弁当箱を持って逃げるるりかを猛もう然ぜんと追いかける。

　勇治が座っていた場所に、ぶすっとした顔の那奈が移動した。

「邪魔が入って残念だったね、一海くん。いい感じだったのに」

「……う、うん。そうかな」

「ずるい」

「え？　ずるくないよ。那奈ちゃんだって、ずるしてるんじゃない？」

「るりかがいるもん。あのコも、たぶん……」

　そんなふたりの様子に気づかない勇ゆう治じは、屋上にいる生徒たちにはやし立てられながら、るりかを追い回す。本気で腹が立つ。本気で腹が減っているのだ。

「ぬおおお！　待てえええるりかあああ！」

「待てといって待つ泥棒はいません！」

「なぬ!?　じゃあやっぱりおめーは泥棒じゃねーか！　弁当泥棒！　ベンドロ！」

「むぐむぐむぐ、おいちいできゃああんっ！」

　どてっ。ばしゃ。

　なにもないところでいきなりダイナミックに転んで大切なお弁当の中身をぶちまけやがったので、勇治はそのままるりかを踏んだ。
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「るりかー。久しぶりに部活に顔出さない？」

　放課後の教室。健康的な小麦色の肌をした髪の長い青あお木き真ま奈な美みが、白い歯が目立つ笑顔を見せながら、勇治の後ろの席で窓の外を眺めていたるりかの肩をぽんと叩たたいた。休み時間に話をしにきていたから、どうやらこのクラスメイトの女子はるりかの親しい友達という設定になっているらしい。

「はい？　ぶ、部活ですか？」

「そう。テニス部！」

　帰り支度をしていた勇治は、背後の席でるりかがどんな表情を浮かべているのか、もう見なくてもわかった。ただでさえ面倒なことになっているのにさらに面倒が上乗せされるような予感がしたので、頼むから断ってくれと天に祈りつつ振り返れば、やっぱりるりかの顔は眩まぶしいくらいに爛らん々らんと輝いていた。

「師匠！　この世の中には、部活というものが存在します！」

「そうか、よかったな。でもダメだ。帰るぞ」

　鞄かばんを閉じ、興奮気味の妹二号の言葉を無視し、何ごともなかったかのように立ち上がる。

「そういえば、なんでるりかは山やま根ねのことを師匠って呼ぶの？　兄妹なのに」

「なんでもいいだろ、青木。こいつは部活には出ない。るりか、帰るぞ」

　勇治は、この眉が太くて声がでかくて遠慮がなくて体育会系ですと全身でアピールしているような青木という女子が、若干苦手であった。那な奈なとも親しくしていたから、知らない仲ではないのだが、なにか見透かされた上で楽しまれてるような気がして気分が悪い。

　隣の席の一かず海みはもっと苦手にしていて、あからさまに嫌いやそうな顔をして背中を向けた。

「しーしょーうー!!　部活です部活！　わたしは部活がしたいんです！」

　勇治の耳を引っ張り、至近距離で叫ぶ。

「ぎゃあああうるせえ！　オレは帰宅部だ。お前も帰宅部だ。帰宅部は帰宅部の誇りをもって、全身全霊の気合いを込めて、思いっ切り帰るぞ！」

「そんなのダメです！　ダメ人間のすることです！　どうせ学校終わっても、土手でぼーっとしてるだけじゃないですか。青春丸損です！」

「オレの勝手だろうが！」

　クラスメイトが、またか、といったように冷やかしの声をあげる。「妹を大事にしろよ」とか、「いじめるなよ」とか、まるでもうずっとそうであったかのような台詞せりふだったので、勇ゆう治じは気味が悪くなって顔をぴくぴく引きつらせる。

「山やま根ねー。過保護になるのもいい加減にしなよ。妹離れしな？」

　青あお木きはニヤニヤ笑いながら馴なれ馴なれしく肩を組んでくる。勇治は邪険に振り払った。

「こっちにはこっちの事情があるんだよ！」

「どうしたの、ゆーじ？」

　鞄かばんを持った那な奈なが背後からやってきたので助けを求めようとしたが、それより先に青木が動き、那奈に近寄って親しげに肩を組んだ。そんなに肩を組むのが好きなのかお前は。

「那奈ー。あんたのお兄ちゃんは、妹二号を片時も放したくないみたいだよ。いくらなんでも怪あやしいわよね。どうなの、そこんとこ？　むふふふふふ」

「変な声出さない。青木、るりかを部活に誘ったの？」

「そう。るりかは乗り気なのに、このデキの悪いお兄ちゃんが邪魔するの」

「う、うるせえええ！　悪かったな、デキが悪くて！」

「きゃあーん、こわーい。じゃあるりか、待ってるからね！」

「はーい！　必ず行きます！」

　無責任に白い歯を見せながら手を振って教室から出て行く青木を勇治は憎々しげに睨にらんだのだけど、彼女はまるで意に介していない。

「……因いん果が律りつとかいうやつは、本当に意地が悪いぜ。るりか、帰るぞ」

　るりかは夢見る少女のような顔をしてうっとりと微笑ほほえんでいた。

「わたしはテニス部の部員だったんですね。わたしはもう、すっかりこっちの世界の住人なんです！」

「まあ、……そうみたいだな」

「そうなんです。未来を変えるという任務は終わりましたから、もう師匠を殺そうとはしません！」

「そ、そうか。ありがとう」

「はい！　だからわたしはやりたい放題なのです。自由奔ほん放ぽうなのです。今まで我慢していたことを、憧あこがれていたことを、夢に見ていたことを、未来ではできなかったことを、実現させるのです！　だから、一緒に入部してください！」

「な、なんでオレが!?　絶対にお断りします！」

　勇治は目を剥むいて、断固として拒否する。ただでさえ振り回されているのに、部活まで付き合ってられるか。

「るりかだけ部活に行けばいいんじゃない？　ゆーじ、かえろ？」

「お、おう……」

　那な奈ながすっと手を差し出した。

「ダメです！　那奈さんは、ご飯の支度とかあって忙しいですけど、師匠は暇ひま暇ひまなはずです！　部活で青春すべきです！」

　るりかが両手でぐいっと勇ゆう治じを突き飛ばしたので、目的を失った那奈の手が所在なさげにふらふらする。

「痛えな！　オレだって、暇じゃねーんだ！」

「じゃあ訊ききますけど、帰ってからなにするんです？」

　るりかは勝ち誇ったように不敵な笑みを浮かべ、大きな胸を揺らした。

「うぐ……」

　反論しようとして、勇治は言葉を失った。今日は良い天気だからお気に入りの土手に寝そべってぼんやりするつもりだったが、鼻で笑われそうなのでいえない。他になにかそれっぽい趣味みたいなのはないかと頭の中を探してみるも、やりかけのゲームとか何度も読み返したマンガとか、思い当たるのはどれもこれもバカにされそうなものばかり。

「ほーら、なんにもないじゃないですか。師匠は無趣味過ぎなんです。今のうちに、なにか趣味を持っておいた方がいいに決まってます！　一緒に部活しましょう。素敵な汗を流して、青春を謳おう歌かするのです！」

　そういって、るりかが飛びかかってきた。右肩をかばうように避けようとした勇治は背後から掴つかまってしまい、細いくせに力のある腕で顔面をぎゅうぎゅう締め付けられる。背中に密着する柔らかい胸の感触を堪たん能のうしていられない。息ができない。もの凄すごく苦しい。手加減してない。まずい。死ぬ。

「むぐおおおっ！」

　勇治は必死になってるりかを振りほどき、床にひざまずいた。

「げほげほっ。こ、殺す気かお前は！　オレは怪け我が人にんだぞ！」

「いうことをきいてくれないのが悪いんです。部活くらい、付き合ってくれてもいいじゃないですか。わたしは、師匠と一緒に部活したいんです！」

「こ、このわがまま娘め。親の顔が見てみたいぜ！」

　勇治がそういうと、るりかはしらけた顔で勇治を指さした。

「じゃあ一かず海みくん、かえろ？」

　なにかいい返そうと思ってギリギリ歯ぎしりをしていたら、那奈がそういって一海の手を取った。

「お、おい那奈。オレを見捨てるのか？」

「なにそれ。勝手にすればいいじゃない」

　ぷい、と顔を背そむけて那奈は歩き出す。

　なんだか急に不機嫌になったような気がする。昼休みに、弁当を邪険に扱ったのが気に入らなかったのだろうか。勇ゆう治じには、それくらいしか思い当たらない。

「……それじゃあ勇治、頑張ってね」

　なぜか一かず海みまで不機嫌そうな顔をする。ぷいと顔を背そむけ、那奈を追いかけるように教室から出て行ってしまう。

「ちょっ！　待っ！　……マジかよ」

　無慈悲な妹と親友である。

　しかしふたりの背中を見送りながら、勇治は不思議な感じがした。以前だったら、那奈と一海が仲良くしているのを見ると嫉しつ妬としたものだが、今は全然そんな気持ちにならない。

「師匠！　この世の中には、部活というものが存在します！」

「知ってるよ！　わかった、付き合ってやるよ！」

　もう逃げ場も助けもない。大きくため息をつきながら、勇治は立ち上がる。

「ありがとう、師匠！」



「ありがとう、るりか！」

　ジャージ姿の勇治は、思いっ切り鼻の下を伸ばしていた。

　校庭の隅には、背の高いフェンスに囲まれたテニス用のクレーコートが四面並んでいて、青春を謳おう歌かする生徒たちが一生懸命練習に汗を流している。

　ぱこーん。ぱこーん。

　るりかが入部したかったのは、テニス部だった。女子と男子で分かれてはいたが、練習するコートは同じだ。三面が女子用で、一面が男子用。

　男子テニス部の部長である波は田だはクラスメイトだったので、真面目まじめにテニスをするつもりのない勇治は、体験入部という名目で球拾いに回してもらった。仕事はすべて一年に押しつけ、フェンスそばにしゃがみ込んでじっとりと女子テニス部を鑑賞。

　女子部は準備運動が終わり、それぞれメニューに沿った練習を始めていた。コートを使って、さっそく打ち合っている女子もいる。清々しい青空の下、ほとばしる汗。黄色い声。めくれるミニスカート。揺れる胸。練習着とはいえ、テニスウェアは十分に煩ぼん悩のうを刺激し、アンダースコートとはいえ、十二分に興奮させてくれる。

「おーい、山やま根ね。あんまり露骨に見るなよ」

　ラケットを持った浅黒い肌の波田が、呆あきれたような顔でやってきた。

「ぬ。いいじゃねーか。説明したろ、オレはるりかの付き合いなんだよ。今日だけな」

「ぶっちゃけ、女子から苦情がきた。気持ち悪いから、なんとかしてくれ、だと」

「なんだそりゃ。オレは真面目だぞ。なにしろ初心者なんだから、しっかりとフォームの研究をしなくちゃな。女子は参考になる。うむ」

「あのなあ……。ちょっとやってみないか？　ぶっちゃけ、楽しいぞテニスは。お前、運動神経だけは、いいだろ？」

　目の前で波田は素振りをする。部長のくせに素人目にもあんまり巧うまくないのがわかる。

「だけ、ってなんだよ。オレは右肩を怪け我がしてんだ。放ほうっておいてくれ」

「ったく。……お、るりかちゃん出てきたな」

　テニスコートの向こうにある部室から、青あお木きと一緒に練習着に着替えたるりかが出てきた。嬉うれしそうに、胸を揺らしながらラケットをぶんぶん振っている。

「……まあ、確かに女子の練習は参考になるな」

　勇ゆう治じの横で、波は田だも鼻の下をだらりと伸ばす。

「だろ？　つーか、お前もなかなかのアレだな」

「いや、男子はいつも地区予選一回戦負けだが、女子は全国大会まで行くことがあるし。ぶっちゃけ、男子でも女子のレギュラーには勝てん！　ラブゲームで負ける自信がある！」

「……威い張ばるなよ。どんだけ弱いんだ、お前ら」

「それにしても、羨うらやましい。いや、恨めしい。なんでお前みたいなやつに、那な奈なちゃんといい、るりかちゃんといい、あんなに可愛かわいい妹がいやがるんだ。ぶっちゃけ、不公平だ！」

　ラケットで、頭を軽く叩たたかれた。

「まあ、いろいろと苦労はあるがな……」

　ふと周りを見回してみると、待ってましたとばかりに男子部員たちは手を止めて、女子のコートを凝ぎよう視ししつつだらしなく鼻の下を伸ばしていた。フェンスの外にも、ギャラリーが多数。

「あの胸は、もう反則だな。……山やま根ね、お前なら知っているだろ？　ぶっちゃけサイズはどれくらいなんだ？」

「フフフフ。こないだ調べたぜ。なんと、衝撃のＦカップだ！」

　波田と話していたはずなのに、周り中から感かん嘆たんの声があがった。みんな聞き耳を立てていたらしい。

「それは素晴らしい。ところでるりかちゃんって、うちの学校に編入してから、確か水泳部と演劇部と陸上部と総合格闘技部にも入部してたよな。ぶっちゃけ、テニス部に絞るつもりなのか？」

「……なぬ？　そうだったっけ？」

　設定がどんどん後付けされているような気がして勇治は唖あ然ぜんとなったのだが、るりかと青木が女子のコートに入ったのでどうでもよくなった。

「青木ってテニス巧うまいのか？」

「あいつは副部長だって。ぶっちゃけ、一年からレギュラーだよ。お、始まるぞ！」

　ゴクリ。

　群がる男子が、一斉に唾つばを呑のみ込んだ。

　ぱこーん。

　副部長の青木が、しなやかなフォームからテニスボールを打ち込む。なかなか鋭い。手前のるりかが、大きくラケットを振る。

　空気を震わせるような歓声があがった。

　素晴らしい。青木がボールを打つ度に、るりかの胸が、揺れる。揺れる。壮絶に揺れる。るりかがラケットを振るたびに、ミニスカートが、めくれる。めくれる。アンダースコートが丸見えになる。免めん疫えきのない一年が、次々と鼻血を流す。ガシャガシャと、フェンスが揺れる。

「いつもながら、素晴らしい！　あれはいったいなんなんだ!?」

　前まえ屈かがみになりながら、波は田だがそう叫んだ。男子部員の塊かたまりが、るりかのコートの方へずぞぞぞぞと集団移動する。

「あれが、Ｆカップの魔力だよ！」

　勇ゆう治じも、興奮を隠しきれないでいた。馬のように鼻息を荒らげ、じりじりと身体からだを前に出す。女子部員がこちらを指さしてなにか苦情をいっているような気がするが、それどころではない。

　――しかし、それどころではないのは、るりかも同じだった。

「大気に住まう精霊よ！　契約に基づき、わたしを護まもれ！　ビビビュウバシーン！《エアーシールド》！」

「……はい？」

　エコーのかかった声でるりかが叫ぶと、その前方に楕だ円えん形けいの膜のようなものが出現し、副部長が打ったボールに向かってそれが伸び、凄すさまじい勢いで弾はじき返した。弾丸と化したテニスボールはネットを吹き飛ばし、副部長の足下に炸さく裂れつして、コートの破片を飛び散らせながら白煙をあげてフェンスの支柱に激突してどかんと破裂。



    

  
    
      



    

  
    
      　しん、と静まりかえった。

　呆ぼう然ぜんとした顔の青あお木き。なにが起こったのか、理解できていないに違いない。

「やった！　やっと一点返しました！」

　満面の笑みのるりかが、ぴょんぴょん飛び上がって喜んでいる。

「ぶはっ！　るりかあああ!!」

　我に返った勇ゆう治じは、立ち上がって叫んだ。魔法だ。魔法を使いやがった。学校で、生徒が見ている前で、あのバカは魔法を使ってしまった。

「……な、なんだあれは？　おい山やま根ね。ぶっちゃけ、あれはなんなんだ？」

「し、知らねーよ！」

　そういい残して走り出す。勇治は女子部のテニスコートに飛び込んで、いい気になっているるりかの頭を思いっ切り引っぱたいた。

「きゃん！　な、なにするんですか!?」

「こっちのセリフだ！　なに考えてんだおめーわあああ！」

「し、師匠!?　だ、だってだって、思ったよりも難しくて……」

　るりかは、一度も青木のボールを打ち返せなかったのだ。まるでかけ離れた場所を、ぶんぶん振りまくっていただけ。

「いいわけになるか、このバカも――」

　ビキッ！

　なにやら不吉な音が、勇治の耳に飛び込んだ。

　メキメキバキバキバキッ！

「ぬわあああっ!?」

　背の高いフェンスが一枚、こちらに向かってゆっくりと倒れてきていた。るりかが魔法で打ち返したテニスボールが、支柱を砕いてしまったらしい。あんな軽いボールなのに、なんという破壊力だ。それとも、これがるりかの不運のなせる業わざなのであろうか。因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応は、融ゆう合ごう反応に変わったんじゃなかったのか。

　空気を切り裂くような悲鳴があがる。このままでは、女子部員とともにフェンスの下敷きになってしまう。

「うおい、るりか！　なんとかしろ!!」

「氷床に潜む精霊よ！　契約に基づき、わたしを護まもれ！　カチカチガギューン！《アイスウォール》！」

　るりかのエコーがかかった声が響き、素早く印を結んだ両手から、冷気の息い吹ぶきが迸ほとばしる。

　――そのとき、一筋の黒い影が勇治の視界の隅をさっとかすめた。

　ドシャン！

　頭を抱えてうずくまる勇治の目の前に、横に長い厚い氷の壁が出現し、その上に地響きをたててフェンスが倒れた。氷を砕く音がして、その破片がバシバシと飛び散る。

　氷の壁のお蔭かげで勇治たちは潰つぶされずに済んだが、コートの向こうにいた青木やフェンスぎわにいた女子部員はどうなっただろうか。おそるおそる、氷の壁の向こうを覗のぞき込む。

　フェンスとコートの隙すき間まには、誰もいなかった。

「今のは!?　……ま、まさか」

　ずばっとくぐもった女性の声がした方に振り向けば、少し離れた場所に黒いメイド服の女性が背筋を伸ばし腕を組んで堂々と立っていた。彼女の足下には、青あお木きを含め数人の女子部員が倒れている。

「……だ、代だい田たさん？」

　彼女が助けてくれたに違いないのだが、あの口元だけ隠している黒い布はなんのつもりなんだ？　もしかして、顔を隠しているつもりなのだろうか。膝のあたりまで覆おおう黒い足た袋びをはいているけどメイド服のままだし、ウェーブのかかった赤いセミロングの髪は見えてるし、手にはスーパーのビニール袋を持っていて長ネギが飛び出してきているし、明らかに怪あやしいというか不気味というか場違いというか変。

「あ。ヤバっ！」

　突然、代田の姿が視界から消えた。

「ぬお!?　な、なんだ？」

　勇ゆう治じは何度も目を擦こすった。夢か幻まぼろしか。とにかくあの怪しい格好をした代田のお蔭かげで、誰も怪け我がをしないで済んだようだったが、なんだったんだ？

　――いや、今はそれどころじゃない。

「ふう。なんだかわかりませんが、助かりました」

「助かったじゃねえええ！」

　興奮するるりかの手を取って、勇治は脱だつ兎とのごとくテニスコートから逃げ出す。

　背後でテニス部の部員たちが騒いでいるけど、構ってはいられない。どう考えても、説明できっこないし、「実は魔法でした。てへっ」なんていえるわけがない。ひと気のない校舎裏まで、るりかを引っ張って全力疾走。

「わひゃっ!?」

「うおっと！　すんません！」

　角を曲がって日陰になった校舎裏に飛び込んだら、眼鏡めがねをかけた真面目まじめそうな若い女性とぶつかりそうになって凄すごい形ぎよう相そうで睨にらまれた。新任の教師だろうかと思いつつも、説教を受けている暇はないので、ぺこりと頭を下げただけで更に奥まで突っ走る。

　ひと気のない場所までやってきた。膝をついて息を整える。全身汗まみれだ。右肩がずきずき痛む。こんな調子では、いつまで経っても怪我が治らないような気がする。

「さっきの黒いひと、誰ですかね？」

　涼しい顔で汗を拭ふきながら、るりかはそういった。

「そんなこたあどうでもいいい！　みんなの前で魔法なんか使うな！」

　裏声で叫びながら、るりかに唾つばを飛ばす。

「……だ、だって、未来じゃ魔法は当たり前のことですよ！」

「未来だろうがなんだろうが、スポーツで魔法を使っちゃダメだろうが！　反則だぞ、どう考えても！」

「だってだって、全然打ち返せないんだもん！　つまんない」

　悪いことをしたという自覚が、まったくない。無茶苦茶だ。こいつには、まずしっかりとした現代の常識を教え込まないといけない。こんな調子では、この先思いやられる。

「お前、体力はあるくせに、すんげー不器用なんだな」

「そ、そんなことないです！　テニスは初心者だもん。何回かやれば、慣れます！」

　るりかは頬ほおを膨らます。

　勇ゆう治じは立ち上がって、大きく深呼吸をした。肩が痛いが頭も痛い。未来のオレも、苦労しているんだろうなあ、と思った。

「とにかく。魔法は禁止だ」

　部活だからよかったものの、体育の授業とか教室の中で魔法を使われたらもうフォローしようがないしどうしようもない。

「えー。ちょっとならいいじゃないですか」

「ダメ、つったらダメだ！　人前で魔法なんて使うな！」

「な、なにするんですか、師匠!?」

　るりかの腕をぐいっと掴つかんで脇で固定し、魔法を使うために必要な青い魔宝石が埋め込まれたブレスレットを無理矢理外して取り上げようとしたのだが、凄すさまじい勢いで拒否され、無ぶ様ざまに転がされた。

「むぎゃ！」

「いくら師匠といえども、これだけは絶対に渡せません！」

「だ、だったらどっかにしまっておけ！　うちの学校ではアクセサリー類を身につけるのは校則違反だぞ！」

　がばっと起きあがってそう叫んだものの、年下の女子に簡単に転がされてしまった自分が無性に情けなくなってきた。家で筋トレくらいはやった方がいいかも。しかしここでるりかをしっかり叱しかっておかないと後々困ったことになるはずだから、自己嫌悪している場合ではない。

「オレが使っていいと許可するとき以外、魔法は使用禁止だ！　いいな！」

「い、嫌いやです！」

「オレのいうことをきけえええ!!」

　渾こん身しんの声で怒鳴ると、るりかはやっと肩をすぼめてしゅんとした。

「……わかりました。そんな大きな声で怒らないでください」

「ったく。部活も禁止だからな」

「えーっ!?　そ、そんなあ……」

「ダメだあああ！」

「……せっかく、師匠と一緒に部活動できると思ったのにい」

　るりかは寂しそうな顔でうつむき、口を尖とがらせながら足下の小石をこつんと蹴ける。

「なんでオレと一緒じゃなきゃダメなんだよ」

「だって、ずっと一緒にいたいんだもん。……師匠はいつも忙しくって、ずっと一緒にいてくれるっていったのに、あんまり一緒にいられなくて、寂しかったんだもん。こっちにきて、いろいろあって、任務も終わって、やっと自由になったのに……。歳としだって近くなって、釣り合うようになったのにい！」

　唇くちびるを噛かんで今にも泣き出しそうなのを必死に我慢しているるりかを見て、勇ゆう治じはぐっときた。

　孤児だったるりかを拾い育てたのは未来の自分であり、二〇年前の姿とはいえるりかにとって親代わりだということは変わらず、友達も知り合いもいない世界でたったひとりの親しい存在なのだし、もう未来の世界に戻ることはできないのだから、少しは優しくしてやらないといけないのかも知れない。

「……ったく。部活なんてしなくたって、一緒にいてやれるよ。なんか知らないけど、因いん果が律りつのせいでお前はオレの妹になっちまったしな。家だって一緒だし、学校でも一緒じゃんか。寂しがることなんてないぞ」

　そういって、えぐえぐいっているるりかの頭を撫なでてやる。

　ぎゅむ。

　不意に、るりかが抱きついてきた。

　巨大で柔らかい胸が、勇治に押しつけられる。ほんの一瞬で身体からだの一部が硬直したので、気づかれないようにゆっくりと腰を引く。

「そうなんですけど、師匠は嘘うそつきだもん。いつも一緒にいてくれるっていったのに、すぐにいなくなっちゃう」

　勇治の胸にぽふっと顔をうずめ、消え入りそうな声でそういった。

「な、なにいってんだ。そりゃあ二〇年後のオレだろ？　お前はもう、こっちの世界の人間になっちまったんだし、家族なんだ。どこにも行きゃしないよ」

　那な奈なもるりかも血は繋つながっていないが妹なのだから、当然家族である。

「……家族、ですか？」

　そうつぶやいて、るりかは顔を上げる。桃色に頬ほおを染めて、大きな目を見開き、驚いたような顔で勇治を凝ぎよう視しする。

「おう。家族」

　勇治がそう答えると、すっと、るりかの力が抜けた。安心したように微笑ほほえみ、切れ長の大きな瞳ひとみを閉じる。

　少し厚めの唇が、すぐそこに。

　そんなるりかの挙きよ動どうに、勇治は激しく動揺した。この未来からきた巨乳の魔導師は、オレにどうしろというのか。

　――もしかして。

　るりかの華きや奢しやな肩を抱こうとしてさまよっていた勇ゆう治じの掌てのひらは、汗でびっしょりになっていた。

　よく考えてみたら、華奢で巨乳のるりかは性格を除けば勇治の好みにバッチリ適合している。お世辞抜きで、かなり可愛かわいい。このままでは、理性が弾はじけ飛んでしまう。期待してしまっていいのだろうか。いやだがしかし――

　ゴウッと羅ら刹せつのような那な奈なの顔が思い浮かび、脳裏に浮かんだ家族計画や様々な妄もう想そうが一気に吹き飛んだ。

「ぬ。汗臭いな、お前」

　困ったとき、自ら進んで地雷を踏むのが、勇治の得意技だった。

「ええっ！　ほ、本当ですか!?」

　どすんと突き放すようにして身体からだを離すと、自分の身体をくんくんする。本当に少し汗臭かったのか、眉まゆを寄せて苦い顔をした。

　勇治は憔しよう悴すいし切ったかのように片膝ひざをつき、滝のように流れる額の汗を拭ふく。

　危ないところだった。危なくリビドーに精神を支配され、実はオレもお前が好きなんだ、とか口走りそうになってしまった。もしもそれがただの勘違いだったら、この先ずっとるりかにバカにされ変な目で見られることになっていただろう。そう思うとぞっとする。

　るりかは鼻を啜すすりながら腕で涙を拭き、キッと勇治を睨にらむ。

「……なんか、やっぱり師匠は師匠なんですね」

「ぬ？　な、なんだそりゃ？」

「師匠は、鈍感で甲か斐い性しようなしでデリカシーのないダメ人間です。スケベなくせに、臆おく病びようで意気地なしです。二〇年後とちっとも変わりません。昔からそうだったんですね！」

　見透かされているような気がした。よく考えたら、彼女は未来で勇治と一五年間も一緒にいたのだ。手のうちなんか知られていて当然である。

「今日は帰ります！」

「……お、おう」

　ばつの悪い顔をしながら、肩を怒らせて歩くるりかの背中を見送る。片膝をついたポーズから動けないのは、立ち上がるとジャージのとある部分がとても目立ってしまうからだ。

　深呼吸。冷静になって精神統一。そんな勇治に気づかないるりかは、ずんずんと進んで校舎の向こうに消えてしまった。

「いやー、青春ねー。いいもの見たわ」

「ぬわえええっ!?」

　やっと落ち着いたので背筋を伸ばして伸びをしようとした勇治は、いきなり背後から声をかけられて、驚きよう愕がくのあまりそのまま軽く跳び上がると斜め前方にどさっと倒れた。雑草と土がクッションになったとはいえ、小石が頬ほおに刺さってとても痛い。

「だ、誰だあああっ!?」

　裏声で叫びつつ恥ずかしさに顔面を赤くし、両手を地面に突き出してがばっと振り向けば、そこにはメイドさん。

　二重の眠そうな瞳ひとみを細めてにんまりと笑みを浮かべているのは、代だい田ただった。口元の布はなくなり、ニーソックスも白いし厚底のパンプスをはいている。後ろに回した手にぱんぱんに膨らんだスーパーのビニール袋を提げていて、長ネギが飛び出していた。

「勇ゆう治じ君って、スケベなくせに奥手なのね。いい雰囲気だったから、あのまま押し倒しちゃえばよかったのに」

「ぬあっ!?　ぬあにいってんっすかっ!?」

　家政婦は見た、というか覗のぞかれていたのかうわあ恥ずかしい。勇治はずばっと立ち上がって、頭を抱えながらその場でじたばた足踏みをした。みんなにいいふらされたらどうしよう。一かず海みにだけは知られちゃいけないような気がする。

「まあまあ、落ち着いて。この次に上う手まくやればいいじゃない」

「こ、この次って、なにいってんすかあああ!?　つーか、なんで代田さんがここに!?　買い物に行ったんじゃないんすか？」

「あ、そうだ。とっても恥ずかしい青春のワンシーンを覗き見するためにきたんじゃなくて、勇治君にご主人様のこと詳くわしく訊ききたくて戻ってきたのよ。なんか知らないけど、彼に嫌われてるみたいなのよ、私って」

　肩をすぼめながら近づいてきた代田に、両肩をぐっと押さえられた。右手首に提げたビニール袋が揺れて、長ネギの先っぽが勇治の鼻をかすめる。

「……だったんだけどー」

「な、なんすか？」

　眉み間けんにしわを寄せて口を細め、勇治の肩を掴つかんだまま真正面から見詰める。長ネギが揺れて、勇治の鼻にぐいっと突き刺さった。

「さっきのポニーテイルの可愛かわいい女の子……」

「るりかのことっすか？」

「な、なんですってー!?」

　長ネギを気にしながらぽろっと名前をこぼしたら、代田は目を見開いて驚きよう愕がくし、よろよろと数歩後ずさった。ビニール袋がどさっと落ちて、長ネギがこぼれる。

「……あ、あのコ、るりかって名前なの!?　……でも、よくある名前よね」

「い、いや。あんましないと思いますけど……」

「もしかして……お尻しりに月の形をしたあざがない？」

「し、尻？　見たことないっすよ」

　因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応のお蔭かげで、るりかの全裸なら見たことはあったが、残念ながら尻までは見ていない。

代田は腕を組んで首を捻ひねり、難しそうな顔をして唇くちびるを噛かむ。

　汗を拭きながら、勇治は一海の言葉を思い出してはっとした。一海の予想が正しければ、彼の親父おやじさんに雇われた彼女は八やつ菱びしのスパイであり、るりかの名前に反応したということは、魔法のことについて調べているのかもしれない。

　見た感じ、あんまり悪いひとには思えないのだけど。さっきだって――

「あ！　そういえば、さっき助けてくれましたよね」

「……え？　助けた？　なんのこと？」

「隠さなくていいっすよ。バレバレでしたし。フェンスが倒れてきたとき、テニス部の女子部員を助けてくれましたよね。ありがとうございました」

「ありゃ。やっぱ勇ゆう治じ君にはバレてたか。とっさだったし、あの術に驚いてたからなー。うん。私って、困っているひとを見ると放ほうっておけないのよね。ついつい助けちゃうのよ」

　代だい田たははにかんだように笑って、頭をぽりぽりかいた。

　とても悪人には見えないその仕草に少し安心したが、まだ油断はできない。よし、逆にこちらから探りを入れてみよう、勇治はそう思った。

「しーしょーうー。どこですかー？」

　口を開こうとしたら、校舎の角から心細そうなるりかの声がしたので、勇治はぎゅっと心臓が縮み上がった。代田とふたり切りでいるところを見られたら、なにか勘違いされてしまうに違いない。

「あ。じゃあ私は消えるわね」

「ち、ちょっと待ってください。代田さんは、八やつ菱びしと関係があるひとなんすか？」

　直球ストレート。いきなりそう訊きいてみた。駆け引きとか苦手な勇治である。

「八菱？　どうして？」

「いやあのその……。違うっすか？」

「んーと。また今度、ゆっくりお話ししましょ。じゃあね！」

　そういい残して、代田はいきなり目の前から消えた。最初から誰もいなかったかのように、綺き麗れいにいなくなった。

「……な、なにものなんだあのひと」

　地面に残された長ネギを拾い、首をかしげる。

「師匠？　今誰かいませんでした？」

　ギクリとして振り返ると、少し離れたところに頬ほおを膨らませたるりかが立っていた。

「いや、誰もいないぞ！　おっし、帰ろうか！」

　長ネギを放り投げて、勇治は大げさに腕を振りながら歩き出す。

「……なんか、変な師匠です」

　るりかの棘とげのある視線を背中にちくちく感じるが、気づかないふり。

　それにしても、あのメイドさんはいったいなにものなのだろうか。なんだかまたいろいろと面倒なことになりそうな予感がする。

　勇治は、ネギを鼻に突っ込んだような苦い顔をした。



    

  
    
      


第二章　義妹たちの確執





　　　※



　それは、一五年後のある日のこと――



　満天の星の海にうっすらと細い月が浮いていて、川から流れる風は若干冷たく、緩やかな傾斜のある土手にまばらに生えた雑草がそよと揺れる。対岸の向こうに並ぶマンションの明かりは、どれも暖かそう。

　まだ幼い少女は膝ひざを抱えて土手に座り、ぼんやりと眺めていた。

　あのひとつひとつに家庭があり、食卓があり、他た愛わいもない会話があり、心休まる団らんがある。ＴＶのチャンネル争奪戦があったり、些さ細さいなことで声を荒あららげたり、不機嫌になったり、ふてくされたりと、さまざまな揉もめごとや諍いさかいがあるだろうけど、きっと許し合えるのだ、血の繋つながりという絆きずなにおいて。

「いいなあ……」

　少女はぽつりと、そうつぶやく。

　父親の顔を知らない。母親の声を知らない。血の繋がった家族がいない少女は、今日もクラスメイトに悪意のない言葉で傷つけられた。その時は笑ってごまかしたものの、誰もいない空くう虚きよな家に戻ると、どうしても寂しさに勝てなくて、こうしてお気に入りの土手にやってきてしまう。

　赤ん坊だった少女は、ここに捨てられていたらしい。

　母親と繋がる、唯一の場所。

　いらない子だったのかな、と少女は思う。なにか事情があったのかも知れないけど、捨てるなんてあんまりだ。どんな苦しい生活だって、こんな気持ちになるより遥はるかにましなのに。

　どれくらい、そうしていただろう。土手の上の遊歩道にある街灯はすでに消え、淡い月明かりだけが心細く少女を照らす。

「るりか。……またこんなとこにいたのか」

　はっとして振り返ると、そこに無ぶ精しよう髭ひげを生やした男が立っていた。だらしなくスーツを着ていて、額の傷跡を指先で撫なでている。

「……ゆーじさん」

　男は他人行儀な呼び方にため息をつきながら、少女の隣に腰を下ろした。眠そうに目を擦こすり、タバコを取り出してジッポで火をつける。オイルの匂においが、風に乗って鼻をつく。

　彼はるりかを拾って育てている親代わりだったが、いつも仕事が忙しくて帰りが遅く、こんな早い時間に戻ってくることなんてめったになかった。育ててくれて感謝しているし、優しくて面白くて大好きだったけど、だんだん一緒にいられる時間が少なくなってきて、所しよ詮せんは他人なのだと少女は思うようになっていた。呼び方も、最初は「ぱぱさん」だったのに、血が繋つながっていないことが気になりだしてからは「ゆーじさん」になった。去年彼が三〇歳を越えたので、単に「おじさん」と呼んでやろうかとも考えたが、そうすると本格的に他人になったような気がして物もの凄すごく寂しくなる。

「ごめんな、るりか。今日はもっと早く帰ってくるつもりだったんだが……。授業参観日だったのにな」

「いいよ。だってゆーじさん、お仕事忙しいんでしょ？　それに、……家族じゃないもん」

　ぷい、と顔をそむける。

「そーゆーこというなよ……」

「しょうがないもん。……わたしには、お父さんもお母さんもいないんだもん」

　そんなことをいえば男が悲しむのはわかっているのに、なじらずにはいられない。そう口にすれば胸が苦しくなるのは知っていても、誰かにあたりたくなる。

「お母さんか。……すまんな、オレに女っけがなくて」

「ゆーじさんは甲か斐い性しようなしだもん。一生独身だもん」

「悪かったな。つーか甲斐性なしなんて言葉、どこで覚えたんだ？」

「知らない。お父さんじゃないひとなんか、どうでもいいもん」

「ぬぐっ。……オレじゃダメか？　オレは、お前の親のつもりだぞ？」

「違うもん！　ゆーじさんはお父さんじゃないもん！」

　堰せきを切ったように、るりかは泣きじゃくる。男の胸に飛び込み、小さな拳こぶしでバシバシ叩たたく。いくら怒ったって、暴れたって、なにも変わらないのはわかっている。でも、悲しくて、切なくて、悔しくて、どうしようもなかった。

「ぬあああ！　もう、いい加減にしろおおお！」

　男は暴れるるりかをぎゅっと抱きしめて、立ち上がる。

「お前はもう一〇歳だろ？　泣くな！」

「関係ないもん！　だってだって、ゆーじさんはわたしよりお仕事の方が大事なんだもん。わたしのことなんて、どうでもいいんだもん！」

「んなこたねーって！　オレはお前のこと、誰よりも心配してるんだ。大切に思ってる」

「そんなの嘘うそだもん。だって、ずっと一緒にいれないもん！」

「よし、わかった！　お前、オレの弟子になれ！」

「……ふえ？」

　男はるりかを立たせると、スーツをぱんぱんと叩いて背筋を伸ばす。少女は鼻をすすりながら、不思議そうな顔で見上げる。

「これはまあ、運命みたいなもんなんだけどな。お前は、才能がある。オレの弟子になれ」

「弟子、ですか？」

「オレがなにやってるか、知ってるよな？」

「ええと、悪い魔法使いを逮捕する刑事さん」

「最近増えてきた、魔法を使った犯罪を取り締まる、魔法対策部隊の隊長さんだ。若き番犬、“〝時空の魔導主師”〟山やま根ね勇ゆう治じ。そっちの世界じゃ有名なんだぞ」

「スケベで有名です」

「そうじゃねえええ！　……つか、なんで知ってんだ。まあいい。お前は今日から、オレの弟子だ。師匠と呼べ。いいな」

「わたしも魔法使いになるんですか？」

「そうだ。“〝魔法使い”〟っつー称号は第五段階にならないと与えられないから、まずは“〝修練者”〟だけどな。今な、才能のある若い連中を集めてるんだ。お前が中学生になるまで待とうと思ってたんだが、たぶんもう大丈夫だろう」

「ゆーじさんの弟子になると、いいことがあるの？」

「特別な学校があって、オレも教官をやってる。そこに入学するんだ。そうすりゃ、オレとずっと一緒にいられる。……ずっとでもないか。でも、今までよりはましだと思うぞ」

　そういわれると、るりかは口をつぐんで背中を向けた。

「な、なんだよ。不満か？」

「……だって、あんまり変わらないもん。そこだって、きっと家族がいないのわたしだけだもん」

「オレはお前の家族だぞ」

「……違うもん。血が繋つながってないもん」

「血が繋がってなくったって、一緒に暮らしてれば家族だぞ。えーと。……そうだ。夫婦だって血なんか繋がってないけど、家族だろ？　愛があれば、家族なんだ。愛してるぞ、るりか」

「……ふえっ!?」

　変な声を出して、るりかは振り返った。暗くて男は気づかないが、顔を真っ赤にして頭から湯気を出している。

　頭の中で反はん芻すうされる言葉は、「夫婦」と「愛」。つまり家族＝愛＝夫婦。

　るりかは思う。男のいう家族というのは、そういうことだったのか。ずっと前から、そういうことがいいたかったのか。いままでどうしてそのことに気づかなかったのか。

　じわじわと歓喜がこみ上げてきて、身体からだが震える。歳としが離れているけど、このひとだったら、そうなってもいい。

「そ、そそそそうなんだ。実は、そうだったんだ！」

「ああ、そうだ。オレはお前を愛している」

　娘としてな、と続けようとした男に、るりかは跳び上がって抱きついた。

「はあい！　家族です！　約束ですよ！」

　るりかは、心の底から嬉うれしかった。もう、孤独じゃない。夫婦になったら、本当の家族になれるんだ。夫婦だったら、ずっと一緒にいられる。

　小さなチャペルと、白い鳩と、綺き麗れいなウェディングドレス。

　りんごーん、りんごーん――



　　　１



　朝食を終えたパジャマ姿の勇ゆう治じは、制服に着替えようと自分の部屋にきてクローゼットを開けたのだが、不意打ちのように目に飛び込んできたそれは、どう考えても自分の服ではなかった。

　記憶が確かなら、ここには勇治の服がぎっしりと無造作に詰め込まれていたはずだった。なにごとかと首を捻ひねりつつしゃがんで引き出しを開けてみると、またしても見覚えがないものが整然と並んでいたので、鼻の穴をむくりと広げた。

　辺りを見回す。この部屋には誰もいない。ドアも閉まっている。

　よし。震える指先で、それをつまむ。

「……い、いつの間に？」

　――女の子の、ぱんつ。



    

  
    
      



    

  
    
      　純白のそれをしげしげと眺め、引っ張り、表裏を確認し、驚きよう愕がくというか感かん嘆たんの声を漏らす。とても小さい。洗濯してある。新品ではないようだ。つまり、このぱんつは誰かが身につけていたものである。

　引き出しに目を戻す。そこに整然と詰め込まれているのは、色とりどりのぱんつだけではない。巨大なカップのブラジャーや、編み目のストッキングなどが揃そろっていた。

　勇ゆう治じは興奮した。犯罪者になったような気分になり、ニヤリと笑う。

「ゆーじ、早くしないと遅刻しちゃうよっ！」

「ぬおわあっ!?」

　突然ドアを開けて、セーラー服の上にエプロンをした那な奈なが顔を出したので、勇治は驚きのあまりごろごろと逃げるように窓際に転がった。

「……なにしてるの？」

「い、いや！　な、なんでもないぞう！」

　狼ろう狽ばいしながら身体からだを起こし、勇治はそううそぶいた。那奈の背後にパジャマ姿のるりかがいるのを確認して、さらに追いつめられた気分になり、無意識に手にしていた布で額の汗を拭ふいた。

　えーと。

「ゆーじ？　それなに？」

　なにかに勘づいた那奈がずかずかと部屋に入ってきて、勇治がとっさに隠そうとした白い布を強引に奪い取った。

　女の子の、ぱんつ。

「ち、違うんだ！　そ、それはオレのクローゼットに入ってたんだよ！　お前、洗濯物しまう場所、間違えたんじゃないか？」

　勇治は頭を抱えながら必死の弁解を試みたが、絶対に信じて貰もらえないだろうなと思った。変態の烙らく印いん。クローゼットの奥には小学生のころ親に買って貰った金属バットがしまわれているので、それでボコボコにされてしまうことはほぼ確定。

「……そんなことない。これ、あたしのじゃないし」

　那奈はぱんつを放ほうり、不思議そうな顔で開けっ放しの引き出しの中身を確認する。確かに胸がぺったんこの那奈だったら、あんなに巨大なカップのブラジャーなんて見栄でも着けないというか着けられないだろう。

　もうすぐバットで殴られながら「どこで盗んできたの、この変態っ！」とかなじられるに違いないとドキドキしている勇治をよそに、那奈はクローゼットの中を上から下まで次々に確認していく。

「学校の制服もあるっ！　……もしかして、るりかの服？」

「なぬ？　マ、マジか？」

「わたしがなんです？」

　るりかが部屋に入ってくると、那奈はクローゼットからセーラー服を取り出して、身体に当ててみる。那奈より背が低くて中学生にしか見えないるりかにぴったりのサイズだ。

「……これって、わたしの制服ですか？」

　那な奈なを見上げながら、るりかはじわじわと顔を輝かせる。

「じ、じゃあこの下着もか？」

　クローゼットまで四つんばいで戻り、引き出しの中からブラジャーを取り出した。そうか、このＦカップはるりかのものだったのか。しかし、どうしてるりかの服や下着がオレの部屋のクローゼットに入っているのか。そもそもいつの間にこんなに買い揃そろえたんだ？　ブラジャーを眺め回しながら、勇ゆう治じは考える。

「触るな変態っ！」

「ぎゃあ！」

　那奈に蹴けり飛ばされて、勇治はごろごろと転がった。壁にゴチンとぶつかったショックで、ぴこんと閃ひらめいた。

「わかった！　因いん果が律りつの融ゆう合ごう反応のせいだ！」

　るりかは因果律のせいで、昨日いきなり勇治の妹二号になったのだ。だとしたら、彼女の衣服が家にあってもおかしくない。むしろないほうがおかしい。

　着実に、るりかはこの時代に溶け込み始めている。この調子だと、アルバムの写真にも子供の頃のるりかが写っているかも知れないなと思い、勇治は気味が悪くなった。

「……なんでるりかの服が、ゆーじの部屋のクローゼットに入ってるの？」

　クローゼットをバタンと閉じて、那奈がそういった。

　るりかは閉められたばかりのクローゼットを開けて、上機嫌で自分の服を取り出すと、きゃあきゃあいいながら喜んでいる。

「いやだから、因果律の融合反応だって。るりかが妹になったから――」

「そうじゃないよっ！　るりかの服があるのはいいけど、どうしてあたしの部屋じゃなくてゆーじの部屋にあるのか、ってこと。まるでこの部屋でゆーじとるりかが一緒に暮らしているみたいじゃない」

　そういわれてみれば、その通りだ。那奈の部屋より勇治の部屋の方が広いのだが、るりかの服がある理由にはならない。

「じゃあ、この部屋はオレとるりかの部屋ってことなのか？」

「そんなの許せないっ！　不潔っ！」

　ダスッ！　と足で床を鳴らした那奈は、鬼の形ぎよう相そうで勇治を睨にらむ。

「オ、オレのせいじゃないって！　因果律！　文句は因果律にいってくれ！」

「あ。ベッドが変わってます！」

　服を抱きかかえたるりかが、ベッドに飛び乗った。よく見れば確かにそれは安物のパイプベッドではなくなっていて、木枠と分厚いマットでできたセミダブルのベッドになっていたのでぎょっとした。その上で、びよんびよんと嬉うれしそうに跳ねている。

　勇治は、そこから導き出される必然的な結論を思い描いて鼻の下を伸ばした。

　セミダブルのベッドということは、ひとりではなくふたりで眠っているということであり、るりかの服と自分の服がクローゼットに混在しているということは、つまりそういうことになっているのではないのだろうか。

「るりか、降りなさいっ！」

　甘美な妄もう想そうを一気に吹き飛ばす那な奈なの怒声で、勇ゆう治じは我に返った。なにやら険悪な雰囲気である。

「これはわたしが使っていたベッドに似ています。師匠と一緒に寝ていました」

　那奈の激げつ高こうをまるで意に介さず、笑顔のるりかはベッドの上にぽすっと腰を下ろし、ドキっとするような上目遣いで勇治を見る。

「それは未来の話でしょ？　未来のゆーじはあなたの親代わりだったんだから、小さいころに一緒に寝ててもおかしくないけど、今は違うっ！」

「そんなことありません。師匠は忙しくてなかなか帰ってこなかったですけど、帰ってきたときは一緒に寝てくれました。だから、今日から師匠と一緒に寝ます」

「ダメっ！　兄妹でそんなの、絶対に許さないっ！」

「そんなんじゃないもん！　だってわたしは、師匠のことが――」

「ちょっと待ってっ！」

　言葉を遮さえぎるように那奈は叫び、ぎゅっと拳こぶしを握り締め、るりかをキッと睨にらむ。

「え？　……な、那奈さん？」

「……るりか。やっぱりそうだったんだね」

「なにがですか？」

　答えは返ってこない。るりかは右に首をかしげていぶかしげに眉まゆ根ねを寄せ、左にかしげて口を尖とがらせ、天井に向いてうーんと唸うなり、目を瞑つむってうーんと呻うめいた。それでやっと閃ひらめきが訪れ、那奈の勇治に対する気持ちに気づいたので、鼻息をぷぴーと吹き出しくわっと目を開けた。

「ああっ！　も、もしかして、那奈さんも!?」

　ほんのり頬ほおを染めた那奈は、こくりと頷うなずく。それを見て、るりかまで顔を赤くする。

　そんな様子を見ても、勇治はなんのことだかわからない。激しく火の粉を飛ばしながら睨み合う妹ふたりを、壁ぎわでおろおろしながら眺めるだけ。

「……ダメっていったら絶対にダメだからね。一緒になんて寝させないっ！」

「い、嫌いやです！　師匠と一緒に寝ます！」

「ダメっ！　ゆーじっ！　ゆーじもなんかいってっ！」

「師匠！　師匠はどう思います？」

「え？　……オ、オレ？」

　那奈とるりかに急に振られて、勇治は追い詰められた。

　昨日あんなことがあったばかりのるりかに一緒に寝ようといわれて胸が高鳴るのは確かだが、昨日突然妹になったばかりの女の子に兄を奪われそうになった那奈が怒るのも無理はない。

「ゆーじっ！」

「師匠！」

　ずずいと、妹たちが攻め寄る。

「はひっ！」

　嫌いやな汗をかきながら、ふたりの妹を見比べる。こんな状況で、なんでかわからないけど、那な奈なかるりかか、どちらかを選ばなくてはいけないのか。

　――無理である。

　どちらも選べない優柔不断な勇ゆう治じは、やはり進んで地雷を踏むことにした。

「ていうか、オレは着替えるぞおおお！　学校に遅刻してしまう！」

　そう叫びながら、猛然とパジャマを脱ぎ出す。いきなりぱんついっちょうになれば、金属バットとか氷のミサイルとか飛んでくるかも知れないが、いくらなんでもいい争いを中断して出て行くだろう。もうこれしかない。自己犠牲の精神だ。

「ちょっとゆーじっ!?　バカっ！」

「きゃあああ師匠の変態!!《アイスミサイル》！」

　ゴカバキグシャアッ！

　金属バットと氷のミサイルがボディに炸さく裂れつしたのは予想通りだったのだが、予想外だったのは、勢いがつきすぎて脱ぎ過ぎてしまったことだった。

　全裸でモロ出しの勇治は、その場にぐったりと倒れて気を失った。



　朝からついてない。るりかの因いん果が律りつの拒きよ絶ぜつ反応がこっちに移ったんじゃないだろうかと思いながら、勇治は川沿いの遊歩道を走る。マロンは今日も行方不明なので、バットとミサイルの直撃を受けたところがずきずき痛むし、右肩もまだじんわりと痛む。

「家の中で魔法なんて使わないで。ゆーじが死んだらどうするの？」

　勇治の右側を走る那奈がそういった。

「那奈さんだって、金属バットはあんまりです！」

　勇治の左側を走るるりかがそういった。今日は制服のセーラー服を着ている。

　膨れっ面のふたりの妹に挟まれながら走る勇治は、この状況を打破するいい方法はないかと頭を悩ませるが、ちっとも良い考えが浮かばない。代わりにふたりの妹に見られてはいけない身体からだの一部をしっかり見られてしまったことを思い出し、その恥ずかしさに走りながら器用に身をよじる。意識を回復したときにはぱんつをはかされていたのだが、どちらがはかせてくれたのだろうか。

　遅刻ギリギリで、チャイムとともに教室に飛び込んだ。

「あれ、一かず海みきてないのか？」

　勇治の隣の席は、からっぽだった。

「おはよう、山やま根ね。ぶっちゃけ田た中なかは休みだと思うぞ」

　男子テニス部の部長である波は田だが、眠そうに欠伸あくびをしながらそういった。

「マジで？　どうしたんだ、あいつ」

「ぶっちゃけ、また親父おやじさんの手伝いとかじゃないかな？」

「いや、それはないと思うんだけど……」

　汗を拭ふきながら、窓際にある自分の席に座る。その後ろに着席するのは、るりか。隣の一かず海みの席に着席したのは、那な奈な。

「……え？　な、那奈？　なんでお前」

「一海くん、休みなんでしょ？」

「そ、そうみたいだが……」

　なにが不満なのか今日も厳いかつい顔をした担任の先生が、出席簿を抱えて入ってきた。しかし、那奈は廊下側の自分の席に戻ろうとしない。

　起立。礼。着席。

「あん？　どうした山やま根ね妹一号。自分の席に戻れ」

　勇ゆう治じがおろおろしていると、担任が先にそういった。

「一海くん、お休みみたいなので、今日はあたしが兄の面倒を見ます。授業中に、居眠りとかさせません」

「おお、そうか。感心だな。頼んだぞ」

　さすが優等生、あの頭が固いことで有名な担任を納得させてしまった。ていうかそんなにオレって信用ないのかと思った勇治は、ぴくぴくと顔を引きつらせる。

「那奈さん、やりますね……」

　背後から、悔しそうなるりかの声が聞こえた。



「ゆーじ、宿題やってないでしょ？　プリント見せてあげるから、写していいよ」

「師匠！　わからないことがあったらなんでも訊きいてくださいね！」

　二時間目の休み時間。不自然なほど親切な妹ふたりに挟まれ、教室中の注目を浴びる勇治は、生きた心地がしなかった。

「なんかモテモテだね、山根ー。むふふふふ」

　いやらしい笑みを浮かべた青あお木きがやってきたので、勇治はプリントを睨にらみながら苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になる。

「うっさい、青木。あっち行け！」

「それにしても、那奈ー。こんな出来損ないのお兄ちゃんのどこがいいの？」

　青木はそういって、馴なれ馴なれしく那奈の肩を抱く。

「なんでもいいじゃない。事情があるの。放ほうっておいて」

「ふうん。あ、そういえばるりか！　あんた昨日、部活ぶっちしたでしょ。部長怒ってたわよ。まあ、あんなことがあったから仕方がないけど」

「えっ？　……は、はい。ごめんなさい」

「青木。るりかがなにかしたの？」

「るりかのせいじゃないよ。なんか立て付けが悪かったのか、テニスコートのフェンスがいきなり倒れてきたの。大変だったんだから」

　なにかいいたそうな顔をして、那な奈なはるりかを睨にらむ。

「今日はどうする、るりか？　コートに工事の業者が入るから、今日はあんたの嫌いな筋トレとかだけど」

「そうなんですか？　うーん、どうしようかなあ……」

　ちらちらと那奈と勇ゆう治じを窺うかがい、るりかは悩む。

「他の部活に出てもいいよ。あ、そうだ。さっき家庭料理部の部長と話したんだけど、今日は調理実習だって。あんたの胃袋、期待されてるわよ。いつも作り過ぎちゃって、処理に困ってるから」

「家庭料理部って、ご飯が食べられるんですか!?　なんて素敵な部活！」

　るりかは爛らん々らんと顔を輝かせ、じゅるりとよだれを拭ふく。

　波は田だの話だと、るりかは水泳部と演劇部と陸上部と総合格闘技部を掛け持ちしているということになっているらしいが、家庭料理部にまで在籍しているようだ。確かに食いしん坊のこいつなら、間違いなく入部するだろうなと勇治は思う。

「るりか。食べ過ぎると太るよ。ゆーじは太ってる妹は嫌いだって」

「大丈夫です！　わたしは太らない体質なんです」

「それ以上胸に脂肪が集まったら、歩くのも大変になるんじゃない？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなことないですよーだ！」

　睨にらみ合って、バチバチと火花を散らした。

　机の上に並べた宿題のプリントを眺めながら、なんでこんなことになってしまったのだろうかと思い煩わずらう。最初から那な奈なはるりかのことを嫌っているようだったが、ここまでライバル心丸出しにすることはなかったし、虻あぶ川かわにさらわれたとき魔法で助けてもらったことに感謝していたはずだった。

　自分の想おもいが揺れていることに気づいて、勇ゆう治じは不安な気持ちになっていた。

　那奈のことが好きだ。それはいつまでも変わらないと思っていたのに、昨日あんなことがあってから、るりかのことが異様に気になる。

　嘆たん息そくしながら顔を上げると、そこに青あお木きの褐色の笑顔。

「むふふふふ。山やま根ねー。モテモテだねえ。禁断の恋」

「う、うるせえ！　勝手に妄もう想そうして楽しんでんじゃねえ！　とっとと席に戻れ！」

　チャイムが鳴ると、勇治はぐったりと椅い子すにもたれた。宿題のプリントは、一行も写せなかった。



　三時間目の休み時間。もはや安息の地はここしかない。勇治は額の傷跡に触りながら、男子トイレの窓から外をぼんやり眺めていた。今日も青い空にはカラスが多い。

「お、山根。ぶっちゃけなにしてんだ、こんなとこで」

　波は田だが入ってきて、勇治の目の前でチャックを開ける。

「……オレに見せるなそんなモノ」

「おおっと間違えた。教室に戻らないのか？　ぶっちゃけ可愛かわいい妹たちが待ってるぞ」

　小用の便器に向かいながら、波田がそういった。

「なんかいづらくてな。……休み時間が終わるまで、ここで待機だ」

「ぶっちゃけ、もったいないぞ。モテ期を無駄にするのか？」

「なんだそりゃ？」

　勇治は首をかしげる。

「知らないのか？　モテ期だよ、モテ期。なんでか知らないけど、なぜか女子にモテモテになってしまう時期のことさ。人生に三回訪れるという説もあるが、一回しかないっていうのが定説だ。ぶっちゃけこの時期に勇気を出せなくてチャンスを無駄にしちゃうと、一生をだいなしにする恐れがあるぞ」

「な、なぬ!?　そうなのか？」

「やっぱりそうか。ぶっちゃけこのモテ期の油断ならないところは、その時はそうだと気づかずに、あとになってそうだと気づくことがある、ってとこだ」

　昨日の昼休みに、二〇年後の未来でもまだ独身であるとるりかが教えてくれたことを思い出して、勇治は愕がく然ぜんとした。今を逃すと、もう一生女の子に縁のない人生を過ごすことになってしまうんじゃないだろうか。あのとき勇気を出していればなー、なんて悔やみながら人生を終えることになるんじゃないだろうか。

「つっても、妹じゃな。ぶっちゃけ、モテても仕方ないか。無駄にしたな、モテ期」

「……ま、まあな」

　実は、仕方がなくはない。

　波は田だは知らないだろうが、血の繋つながっていない義妹いもうととは結婚できるということを勇ゆう治じは知っていた。民法第七三四条第一項。義妹は法律上二親等の血族となるが、連れ子間に血族関係は生ぜず、二親等の姻いん族ぞくになるだけなので、法律上結婚に何の障害もない。一かず海みがそう教えてくれたのを、しっかりと記憶している。学校の勉強に関してはなぜかまるで役に立たないのだが、興味があることに関しては記憶力がかなり良いのだ。

　そういえば、一海は那な奈なもそのことを知っている、といっていたんじゃなかったっけ。だとしたら、あの那奈の態度はもしかして――

　聞き間違いかも知れない。早急に、一海に確認を取る必要がある。

「うわっ！　ぶっちゃけヤバイ！」

「ぬおっ!?　ど、どうした波田？」

　急に波田が便器の前で奇声を発したので、悶もん々もんとしていた勇治は我に返った。

「……ズボンにこぼしちゃった。ぶっちゃけどうしよう」

　情けない顔をした波田は、すがるような声を出す。

「……知るか。きちゃないヤツだな」

　友達を置き去りにして、男子トイレから出る。

　教室に入ると、窓際で一見仲よさげに話をしている妹たちがいた。ドアに寄りかかってぼんやりと眺めていたら、ぎゅうと胸が締め付けられた。

「つーか、どっちかだけなんて選べるわけないじゃないか……」



　　　２



「それじゃ、オレは一海の家に寄ってから帰るから。るりか、お前は部活へ行け。絶対に魔法は使うなよ。那奈、買い物頼むな。今日はロールキャベツがいいなあ」

　帰りのホームルームが終わるやいなや、勇治は妹たちにそういい残して席を立つと、逃げるように教室から飛び出した。

　トイレで波田と話をしてから、那奈とるりかのことを変に意識してしまい、髪をかく仕草とか衣きぬ擦ずれの音とかシャンプーの香りとか、些さ細さいなことまで気になって気になってどうしようもなく、授業中も卑ひ猥わいな妄もう想そうで頭がいっぱいになり、顔はしまりなくとろけ、先生に指されても気づかないというか立てないくらいだった。

　オレは今、モテ期のまっただ中にいる。

　なんでかわからないけど、るりかはオレのことが好きで、どうしてかわからないけど、那奈もオレのことが好きなのだ。たぶん。

　いつからなんだ？　おそらくるりかは未来でなにかきっかけがあって、オレに恋をしたんだと思う。しかし那な奈なは、どのタイミングでどんなことがきっかけでオレのことを好きになってくれたのか。ていうか本当なのか。思い違いじゃないのか。本当にオレはモテているのか。わからない。でも、なんだか嬉うれしい。

　そんなことを考えてニヤニヤしながら、校門を出て一かず海みの家へ向かう。

　とにかくまず一海に確認しなくてはいけない。那奈が、民法第七三四条第一項のことを知っているということを。

　――いや待てよ。

　川岸の遊歩道に出たところで、勇ゆう治じは立ち止まる。

　モテ期というやつは、男子も入るのだろうか。

　一海は、間違いなくオレのことが好きである。これは全然嬉しくない。勇治は一海の家へ行くことに対する危険性を考慮して、二の足を踏んだ。

　彼の家にはメイドの代だい田たがいるはずだが、出かけている可能性もあるし、彼女を嫌っている一海は代田を自分の部屋に入れるなんてことはしないだろうから、必然的にふたり切りになってしまう。そうなった場合、一海が襲いかかってこないとも限らない。

「……モテる男はつらいな」

　勇治はそうつぶやいて、なんか違うなと首を捻ひねりながら回れ右。自宅の方向へ向かって歩き出す。

　お気に入りの土手に到着。鞄かばんを放ほうり投げ、芝の生えた緩ゆるやかな斜面に寝そべり、ほっと息を吐き出した。青臭い雑草の匂においが鼻をつく。緩かん慢まんに流れる川からは、涼しげな水音とともにそよと風が吹いてくる。子供のころから、ここでぼんやりすると気持ちが落ち着いた。親に叱しかられて家に帰りたくないときにも、よくここで時を過ごしたものだ。

　今日も良い天気で、絶好のぼんやり日和びより。

「勇治君、なにしてるの？」

　頭上でだるそうな高い声がしたので、のそりと身体からだを起こす。振り向けば、今日はレースのついた白いエプロンが目立つメイド服を着た代田が、緩い笑顔で勇治を見下ろしていた。短いスカートの中身は、見えそうで見えない微妙な位置。白いニーソックスとの間の領域が、今日も絶対的な魅力を引き出している。

「だ、代田さん……。買い物っすか？」

　まったく気配もなく物音もさせずに近寄られたことを不審に思い、微妙に引きつった笑みを浮かべて緊張する勇治。

「ううん。暇ひまだから、キミに逢あいに行こうと思って。まだ友達ってキミしかいないし、相談したいこともあるし。なんかご主人様、どうしても私が気に入らないみたいで、ちっともお話ししてくれないのよねー。今日も学校休んで部屋にこもってなにかやってるみたい。全然仕事になんないわ」

　肩をすくめる代田は、勇治の隣に腰を下ろす。

「ねえ、勇ゆう治じ君。ご主人様とは友達なんでしょ？　なんで私のこと嫌ってるのか、理由聞いてない？」

「気難しいヤツっすからね、あいつは。病弱だし、人見知りも激しいし。友達っていえる友達は、オレと那な奈なくらいかな」

　一かず海みはあなたのことを八やつ菱びしのスパイだと思っているから拒絶しているんです、なんて本当のことを教えるつもりはない。一海の敵は、オレの敵だ。勇治は気を引き締める。

「ふうん。時間をかければ仲良くなれるかなー。……勇治君。今日は部活じゃないの？」

「はへ？　ああ、昨日はるりかの付き合いだったんすよ。本当はオレ、帰宅部なんで」

「そうなんだ。……じゃあ、そのるりかってコは？」

　胸に垂らしたペンダントをいじりながら、代だい田たは遠い目をする。

　探りを入れてきたな、と勇治は思った。ここは慎重になるべきだ。

「まだ学校っすよ。今日は家庭料理部に出てるんじゃないかな」

「ふうん。……あのコって、キミのカノジョなの？　いい雰囲気だったよね」

　勇治はぶはっと吹き出した。

「いやあのそのっ！　ち、違いますよ」

　これからどうなるかわかりませんけど、と顔を赤くしながら小声でごにょごにょ続けた。顔をそむけたので、代田の耳には届いていなさそうだ。

「いいわよねー、自由って。青春真っ盛り！　いいなあ、羨うらやましいなあ。嫉しつ妬としちゃうわ」

　そういいながら、代田は土手に寝そべって身体からだを伸ばす。無防備というか、気を許しすぎなんじゃないだろうか。もしかして、このひともオレに気があったりして。

「だ、代田さんは、カレシとかいないんすか？」

　勇治は思い切ってそう訊きいてみた。

「いるわけないじゃない、あんな田舎の山奥で十代を過ごしたんだから」

「マ、マジすか？　代田さん、可愛いのに。……と、年下とかって、どう思います？」

「年下？　そうね。いいんじゃない？」

　少し潤うるんだ眠そうな瞳ひとみが、不意に勇治を捕らえた。厚めの唇くちびるを、ぺろりと舐なめる。勇治はどぎまぎしてしまい、思わず目をそらした。

「あはははは。スケベなくせにウブなんだねー。可愛かわいいっ」

「いやっ！　あのっ！　その……」

　からかわれているのは確かだが、この反応は脈ありなんじゃないかと勇治は思う。なにしろ今はモテ期なのだ、恐れることはなにもない。

　どこからともなく、どこかで聴いたような音楽が鳴った。きょろきょろしていたら、代田が胸元から携帯電話を取り出した。じゃらじゃらと、たくさんのストラップがぶら下がっている。つまらなそうに携帯を操作し、画面を確認してパタンと閉じた。

「あーあ。なんか面白いことないかなー」

「なんか悪い知らせっすか？」

　勇ゆう治じの言葉に、答えは返ってこなかった。なんとなく、重い空気。機嫌を悪くするメールでも届いたのだろうか。たとえば、懸けん賞しように外れたとか。

「ねえ、勇治君。気晴らしにゲーセンにでも行かない？」

　代だい田たはむくりと起きあがり、笑顔でぱちんと手を鳴らす。

「え。代田さんって、ゲームとかやるんすか？」

「今ってメイドキャラクターのカード対戦ゲームが流行ってるじゃない？　私すっごい得意なのよ！　勇治君はやらないの？」

「ゲーセンっすか。格闘ゲームとかはたまにやりますけど」

「時代に乗り遅れてるわねー。よっし、おねーさんがおごってあげよう！」

　そういうが早いか、勇治の手をぐいっと引いて歩き出す。その柔らかい手の感触にドキドキしながら、心の中で那奈とるりかにごめんと謝った。

　駅前にある変な名前で有名な大型のゲームセンター〈青春の門〉までは距離があったので、代田はべらべらと自分のことについて喋しやべり続けた。数年前からゲームとかコスプレとかフィギュアとかコミケとか同人誌とかにとっても興味を持ち始め、山奥から出ることがあれば思う存分楽しむつもりだったとか。

　勇治は話を聞いているうちに、八やつ菱びしのスパイであるという疑惑を忘れ、代田に対して興味が湧いてきた。

　ちらちらと身体からだを盗み見ると、るりかみたいに巨乳ではないが、那な奈なみたいにぺたんこではなく、ほどよい膨らみである。いわゆる美乳というやつであろうか。腰は細いし、お尻しりは大きいし、白いニーソックスを履はいた脚はスラリと長くて綺き麗れいだし、なんというかエッチな体つきだ。それに、なんといってもメイド衣装だ。道行くひとたちがすれ違うたびに好奇の視線を向けるので、一緒に歩くのはちょっと恥ずかしいけど。

　自然な感じで、すっと腕を組まれた。大人っぽい香水のいい匂においが漂ってくる。肘ひじが、柔らかいふくらみに当たる。勇治は興奮して、鼻血が出そうになった。



　一時間後、ゲームセンターから出た勇治はぐったりとしていた。

　代田に手取り足取り教えられながらメイドキャラクターのカード対戦ゲームをプレイしたものの、握力のない右手は上う手まく動かないし、ギャラリーの視線に緊張したせいもあってなにがなんだかさっぱりわからず、負けに負けまくった。何度も連続でプレイさせてもらったが、ルールを理解することさえできなかった。

「ダメねー、勇治君。明日攻略本貸してあげるから、しっかり勉強してきてね」

「い、いやもういいです……」

「落ち込まない！　誰だって、最初は上手くいかないものよ。それに対戦相手も、手を抜いてくれなかったしね。休みの日の朝とか結構空いてるから、特訓しようか！」

　肩を落とす勇治の横で、ハイテンションな代田は腕を振り上げる。正直もうお腹なかいっぱいだ。勘弁して欲しい。

「それじゃあ、私はご主人様のもとへ帰るわね。リアルのご主人様は、とっても冷たいけど。勇ゆう治じ君、また明日ね！」

「……は、はい。また明日――って、あれ？」

　顔を上げると、すでに代だい田たの姿はなかった。

　まるで最初からひとりでいたような、空くう虚きよな感覚。

　解放されたことにより、どっと疲れがやってきた。勇治は大きなため息をつくと、とぼとぼと歩き始める。しばらくゲームセンターには行きたくない。

　大通りに面した人通りの多い商店街に出たら、前方の喫茶店から見慣れたショートカットの黒髪が出てきたので勇治はぎょっとした。間違いない。那な奈なだ。買い物帰りらしく、スーパーのビニール袋を下げている。喫茶店に寄り道するだなんて、珍しい。

　勇治はにたりと笑みを浮かべ、背後から驚かしてやろうと壁に背をつける。すると、同じ喫茶店から眼鏡めがねをかけた真面目まじめそうな女性が出てきた。なにか話をしながら、那奈と肩を並べて歩き出す。

「ありがとうございました。助かります」

「気にしないで。それよりも、本当に気をつけてね――」

　しばらく跡をつける感じで背中を追う。雑踏と車の音がうるさくて、会話が聞き取れなくなる。眼鏡の女性の話に、那奈は神妙な顔つきで頷うなずいている。

　誰なんだろうか、あの女性は。顔はちらりとしか見えなかったが、華きや奢しやな眼鏡をかけて真面目そうな顔つきだった。黒いパンツスーツに包まれた小振りなお尻しりを凝ぎよう視ししながら、勇治は首を捻ひねる。どこかで見かけたような気がするのに思い出せない。

　商店街から外れるところで、やっと眼鏡の女性と別れた。それを見届けてから、勇治は小走りで那奈に近づく。

「おーい、那奈。今のひと、誰だ？」

「ゆ、ゆーじっ!?」

　過剰なくらい驚かれたので、勇治の方もびっくりしてしまう。

「な、なんだよ。悪いことでもしてたのか？　まさか、万引きして捕まったとか！」

「ち、違うよっ！　あー、驚いた。ゆーじ、いつからいたの？」

「お前たちが、喫茶店から出てきたときから」

　胸を撫なで下ろす那奈と歩き出す。重たそうなスーパーのビニール袋を持ってやる。右手の握力はあまりないから、鞄かばんと一緒に左手に。

「ん。ありがと。大丈夫？」

「平気だよ。で、誰なんだ？　さっきのひと。なんかの勧誘？　もしや宗教!?」

「……違うってば。ゆーじこそ、なんでこんなとこにいるの？　一かず海みくんのとこに行ったんじゃないの？」

　逆に問われて、勇治は窮きゆうした。代田とゲームセンターに行っていたなんて口にしたら、嫉しつ妬とされてなにをされるかわかったものではない。なにしろオレはモテ期で、那奈はオレのことが好きなのだ。たぶん。

「いや、よく考えたら用事がなかったんでな。ひとりで、ゲームセンターに行ってた」

「ふーん。珍しいね」

　横目でじっとりと見られ、勇ゆう治じは冷や汗をかく。那な奈なは勘がいい。

「つーか、オレのことはいい！　誰だよさっきのひと。まさか、アイドルのスカウト!?」

「違うってば。あのひとね、伊い藤とうさんっていうの」

「誰だよ伊藤さんって。まさか――」

「もういいって。あのひとね、雑誌の記者なの。ジャーナリスト、ってやつ」

「なぬ？　お前に取材？　なんで？」

「あたしっていうか……。一かず海みくん、かな。あのひと、八やつ菱びし電気の裏の顔について調べてるんだって。一海くんの、お父さんのこと」

　一海の親父おやじさんのこと。それだけで、なんとなく察しはつく。つまり、魔法の研究について突っ込んで調べているということなのだろう。

「……マジか。それで、なんでお前に？」

「一海くん今日学校休んだし、友達少ないじゃない？　だから、あたしに声をかけたみたいなの。女どうしだから話しやすいと思ったのかな。あんまり取材の役には立てなかったけど、……逆にいろいろ教えて貰もらったよ」

「なにをだ？」

　那奈は心配そうに顔を歪ゆがめて勇治を見る。

「なんか、ゆーじも八菱に目を付けられているみたい」

「なぬっ!?　オレが？　な、なんで？」

　そういって驚いたものの、確かに勇治はるりかや一海とともに八菱の工場跡地に忍び込み、戦争用に開発されたらしいロボットを破壊し、究極魔法で建物に大穴を空けたのだから、マークされていたとしてもおかしくはない。

　那奈の話によると、フリーのジャーナリストである伊藤は、八菱に勤務する善良な研究者からリークされた情報を信じ、独自に調査を進めているのだという。八菱の工場跡地が破壊されたことも知っており、そこに一海の父親の研究が関かかわっているということまで調べていた。

　そして、八菱から一海のもとへ監視員が送られたことも。

「……そ、それって」

「昨日のお昼休みにきたひと。あの家政婦さんのことじゃないかな？」

「一海もスパイじゃないかって疑ってたな。……マジかよ。やっぱりそうなのか？」

　そのメイドさんと、ついさっきまで一緒にいた。そんな風には見えないのだけど、本当に八菱のスパイなのだろうか。そういえば、るりかのことに探りを入れてきていた。

「なんか、恐い……」

　那奈がすっと華きや奢しやな肩を寄せてきたので、勇治はドキっとした。夕焼けに染まる住宅街に入ると、あまり人通りがない。

「だ、大丈夫だろ？　監視されるだけなら、別にどうってことないよ」

「そうかな？　ゆーじはバカだから、簡単に騙だまされちゃうんじゃないかな。あのひと、綺き麗れいだったし」

「なんだそりゃ。お前は自分の兄を、もう少し信用しろ」

「……信用していいの？」

　上目遣いの瞳ひとみが、勇ゆう治じを貫く。ぷらぷらと垂らした右手に、那な奈なの細い腕がからまる。

　勇治は極度に緊張した。

　やっぱり那奈はオレのことが好きなのか。これはつまりそういうことなのか。このモテ期を無駄にしてしまったら、オレは一生独身なのか。話の流れを考えると告白するような感じではないけど、家や学校ではるりかがいるので那奈とふたり切りになれることはめったにない。今を逃したら、もう二度とチャンスが巡ってくることはないかも知れず、千せん載ざい一いち遇ぐうのこの瞬間に思いのすべてをぶちまけてしまうのが正解のような気がしてならないのだが、万が一上う手まくいったとしてもそれはそれで今度はるりかにお断りの回答を提出しなくてはいけないじゃないか、うわあ泣かれたらどうしよう。

「ゆーじ？」

「ぬあ？　な、なんだ？」

　じっと見詰められたまま、きゅっと腕を握られた。ここで「お前って胸ないなー」と地雷を口にするのがいつもの勇治であるが、今日の彼はそれを選ばない。

　那奈の瞳ひとみが潤うるんでいる。勇治は頭が痺しびれたようになった。

　逃げてばかりではいけない、たまには攻めるべきだ。例え無む残ざんに散ったとしても、後悔するよりはいいじゃないか。いうんだ。告白してしまうんだ。ずっと前から。お前のことが好きだったんだ、と。

　ゴクリ。

　唾つばを呑のみ込み、決意を固める勇治。

　――しかし、遅かった。

「しーしょーうー！　どこ行ってたんですか!?」

「ぐはあああっ！」

　どしゃっ。

　突然上空からるりかが降ってきて、勇治は地面にぶっ倒された。見計らっていたような、絶妙なタイミングである。

　るりかを背中に載せて大の字になった勇治を見て、那奈は深い深いため息をつく。

「痛てえなるりか！　魔法は使うなって、あれほどいっただろう！」

　がばっと起きあがり、るりかを睨にらむ。

「学校じゃないからいいんです！　それよりも、帰りが遅いです。せっかく家庭料理部に行かないで、帰ってきたのにい！」

　鼻を啜すするるりかの目が赤いのを見上げて、勇ゆう治じは胸が締め付けられた。ついさっき、この女の子を裏切ろうとしたことに対して、物もの凄すごい罪悪感を感じる。

「……ご、ごめん」

「師匠のバカ！」

「……ほんと、バカだよね」

　那な奈なはそういいながら、道路に散らばった買い物袋の中身を拾う。

「あ、ごめんなさい……。わたしが拾います！」

　考えが甘かった。やっぱりオレにはできない、このふたりのうち、どちらかだけを選ぶなんて。るりかの泣き顔なんて見たくないし、那奈が悲しむ姿も見たくない。ああ、なんて残酷なんだモテ期って。

　勇治は頭を振って、うなだれる。

「どうしたにゃか、勇治？」

「……マ、マロン」

　カラスにさらわれていた二本の脚で立つ茶トラ模様の子猫が、勇治の膝ひざをぽんと叩いた。

「お前、帰ってこれたのか？」

「なんとか脱出できたにゃ。勇治、落ち込んでいるにゃか？」

「マロン。……男って、つらいな」

　泣きそうな顔で、声を絞り出す。

「……そうにゃか。これはやっぱり、そういう状況だったにゃか。勇治、元気を出すにゃ」

　やたら察しのいいマロンに優しくそういわれたので、夜になったらいろいろと相談しようと決めた勇治であった。ロボットに恋愛の相談なんかするのはどうかと思うけど。

「あ、そうだ！　那奈さん、家にいたら不審な人物が入ってきたんです！」

　買い物袋の中身を拾い終わったるりかが、思い出したようにそういった。

「え？　不審なひとって……泥棒っ!?」

「魔法で凍らせてありますけど、どうしましょう？　まだ生きてます」

「ダメだよ、警察呼ばなくちゃっ！　ゆーじ、急いで帰ろうっ！」

「ぬあっ？　わ、わかった！」

　ゆっくり落ち込んでいる暇ひまもなさそうだ。那奈とるりかの背中を追いかけて、勇治とマロンも走り出す。



　玄関の前で氷漬けになっていたのは、久しぶりに帰ってきた父だった。



　　　３



「いやー、やっぱり我が家はいいなあ。なんにも変わりはなかったか、お前たち」

　昨日妹がひとり増えました、とはいえない勇治は、微妙な顔をしてこくりと頷うなずいた。

　居間のソファにどっかりと座ってくつろぐ父は、隣で緊張している勇ゆう治じの頭を嬉しそうにぽんぽんと叩たたく。彼の仕事内容は人材派遣系らしいが、勇治も那な奈なもよくわかっていない。二ヶ月前から海外に長期出張中で、予定では帰ってくるのはまだ数週間先のはずだったのに、なにか事情があって早まったのだろうか。

「……なんか玄関開けたときから記憶がないんだが、なんかあったっけ？　勇治、オレって自分でソファに座ったんだっけ？」

「そ、そうだよ。もうボケたのかよ」

「ふむう。おかしいなあ」

　さっきまでるりかの魔法で凍ってました、なんてやっぱりいえない。

「お父さん、突然帰ってきたから驚いたよ。しばらく家にいられるの？」

　台所でいそいそと夕食の支度をしている那奈は、そういいながらちらりと勇治を見る。その視線を受けて、勇治はるりかを見た。るりかは食卓の椅い子すにこわばった顔で座り、足もとを見ながらもじもじしている。

　なんだか変な空気だ。この我が家の主である父は、るりかを娘だとわかっているのだろうか。いや、因いん果が律りつの融ゆう合ごう反応で過去が変わってそうなってしまったのだから、当然わかっているはずなんだけど、なんとなく変な感じだ。

「いやあ、明日からまた出張だ。ボーナス弾はずんでくれるって話なんだけど、きっついよなあ、この仕事。辞めちゃおうかなーもう」

　この髭ひげ面づらで五分刈りのくだけたおっさんが、るりかの新しい父親である。いきなりお父さんと呼べなどとは、可哀かわいそうでいえない。

「すぐに再就職できるんなら辞めてもいいけど、無職だけはやめてくれよな」

「キビシーなあ、勇治。オレに今の仕事以外、なにができるっていうんだ」

「つーか、どんな仕事してんだっけ？　よく知らないんだけど」

「特殊な技術職だよ。まあいいや。今日は仕事のことは忘れたーい。どーでもいいや。あー、酒が飲めたらがぶがぶ飲むのになー」

　自分の親ながら、なんともテキトーな男だなあと勇治は呆あきれる。こんな大人にだけはなりたくない。

「で、るりか。勇治たちとは仲良くやってるか？」

　いきなり声をかけられて、るりかは椅子から跳び上がって落ちそうになる。

「ふ、ふあい！　頑張ってます！」

「うはははは。なに緊張してんだお前。いい加減、慣れろよなー」

　よし。彼はるりかを家族だと思っている。父は、るりかがどうして家族の一員になったのか知っている。勇治は那奈に向かって頷うなずいた。

「と、父さん！　ちょっと訊ききたいことがあるんだけど」

「なんだ、勇治？　小遣いならやらんぞ。今月厳しいんだ」

「そんなんじゃねーよ！　……るりかって、オレの妹だよな？」

　ここはひとつひとつ慎重に確認を取るべきだと考えた勇ゆう治じは、まずそう口にした。台所の那な奈ながゴクリと唾つばを呑のみ、食卓のるりかはぴしっと背筋を伸ばす。

「なにいってんだ勇治。当たり前だろ。まさかお前、オレの可愛かわいい娘をいじめてるんじゃないだろーなあ？」

「んなこたねーって！　ちょっと確認したかったんだよ。るりかの、……母親のこととか」

「なに？　……なんで今さら。ちゃんと説明してあっただろ？　忘れたのか？」

「それってだいぶ前だろ？　も、もう一回聞きたいんだよ。ダメか？」

　父は困ったように目を細めて、るりかの顔を窺うかがう。

「話してもいいか、るりか？」

「ふ、ふあい！　わたしも聞きたいです！」

「そうか？　ふむう。……あんまり話したくないんだけどなあ。――ってうお!?」

　自分の目の前に子供たち三人がずらっと整列して座ったのを見て、父は息を呑んだ。

「なんだお前ら……。まあいいか。んじゃ、話すぞ。ハンカチの用意はいいか？」

「もったいぶるなよ父さん。いいからとっとと話してくれ」

「おっし、わかった。あれは、今から三年か四年くらい前のことだ。……いや、五年だったかな？　六年？　まさか十年？　勇治、今って西暦何年だったっけ？」

「なんでもいいよ！　早くしろ！」

「わかったよ！　ったく、せっかちだな。えーと、あれは二年前のことだ」

　二年かよ！　と勇治は突っ込みたくなったが我慢した。

「彼女、つまりるりかの母親と知り合ったのは、出張先のハノイだった。いや、ロンドンかな？　まてよ、あれは確かエッフェル塔」

「……父さん。ちゃんと話す気あんのかよ。怒るぞ。那奈が」

「それは恐い」

　父はソファの上で姿勢を正した。

「ええとな、思い出した。ロサンゼルスだ、ロサンゼルス。そこで彼女と出会ったんだ。望もち月づき小百合さゆりさん。若くて綺き麗れいなひとだったなあ。だいぶ昔に旦だん那なさんを亡くして、母娘のふたりだけで、あっちこっち移住を繰り返していたらしい。もともと病弱だったのか、オレが知り合ったころはもうかなり身体からだを悪くしていた」

「どうやって出で逢あったんだ？」

「仕事関係だよ。派遣先の事務所で一緒だったんだ。日本人どうしだったから、すぐにうち解けてな。彼女はかなり技術が優れていて、何度も仕事で助けられた。まあそんなわけで、いろいろと深い関係になったわけだ」

「……信じられない。お父さんって、ふしだらなひとだったんだ」

　那奈にギロリと睨にらまれて、父は慌あわてて手を振った。

「ち、違う違う！　那奈、勘違いするな。オレが心から愛したのは、静しず香かと真ま由ゆ子こ……勇治のお母さんと、お前のお母さんだけだ！」

「ふたりっつーのも多いと思うけど。どうなんだよその辺」

「うっさい勇ゆう治じ！　と、とにかく、恋愛感情ではなく友情で結ばれていたんだ、オレと小百合さゆりさんは。仕事のパートナーとしてな」

「小百合……っていうんだ、わたしのお母さんって。姓は、望もち月づき、か」

　うつむきながら聞いていたるりかが、小声でつぶやく。因いん果が律りつが勝手にくくりつけた母親なのに、るりかの横顔を見ると真剣そのものだった。

「……でも、事件が起こったんだ。あれは、悲惨だったなあ」

「お母さんが、殺されたんですか!?」

　悲痛な顔で、るりかが叫ぶ。

「な、ななななにいってんだるりか。お前のお母さんは、病気で亡くなったんだよ。それで、身寄りがないっていうから、オレがお前を引き取ったんだ」

　ガクっと勇治はつんのめった。

「じ、じゃあ悲惨な事件ってなんだよ。関係ないじゃんか」

「だ、だから、話を急せかすなよ。悲惨な事件ってのは、まあなんだ、悲惨な事件があったんだよ。それで小百合さんとオレはすんごく親しくなってな。……って、男と女の関係になった、って意味じゃないぞ。お互い助け合いながら、その事件を解決したんだ」

「なんだそりゃ。で、どこでハンカチを使えばいいんだ？」

「あー、もう。話の順番が狂っちまった。もういいや、おしまーい！　那な奈な、晩飯はまだなのか？」

「それで終わりかよ！　なんか隠してんじゃねーの？」

「はいはい、終わり終わり。腹減ったー」

　そういって父は立ち上がると、勇治たちを掻かき分けて食卓に向かう。

　なにかごまかされている感じがぷんぷんするので、勇治は父の説明に満足しない。那奈も不満そうな顔をしている。しかし問題なのは、るりかが父の話を聞いて本当の母親のことを知った気になっていそうなことだった。

「お母さんの名前、小百合っていうんだ……。わたしは、望月るりか」

「……るりか。わかっているとは思うけど、今の話は因果律の融ゆう合ごう反応が勝手に設定したことだからな。本当のお前は、五年後に生まれるんだぞ」

「そ、そうですけど、でも、でも……」

「おーい、お前ら。ご飯食べようぜ。食卓に着けー」

　父がそういって茶ちや碗わんを箸はしでちんちん鳴らしたので、勇治たちは立ち上がる。

　食卓にはとても美お味いしそうなロールキャベツが並んだのだが、るりかは珍しくがっつかなかった。



　よく考えたら自分の父親のことを全然知らないな、と勇治は思った。

　誘われたので久しぶりに父と一緒に風呂に入り、背中をごしごしと洗ってやっている。そこには大小の様々な傷跡が残っていた。昔から不思議には思っていたが、これって刀傷とか銃じゆう創そうとかいうやつじゃないだろうか。

「……父さん。この傷跡って、若いときのやつだっけ？」

「まあ、そうだ。背中にこんな傷があるのは、恥ずかしいことなんだけどなあ。仕事の都合上、仕方がないんだよ」

「どんな仕事だよ。いつになったら教えてくれるんだ？」

「大人になったらな。お前が童どう貞ていじゃなくなったら教えてやるよ」

「ぬあっ!?　な、なにいってんだクソオヤジ！」

　バチン！　と思いっ切り背中を平手打ちする。

「ぎゃあああ痛いっ！　お前、このっ！」

　立ち上がり振り向いた泡だらけの父にがばっと両脇を掴つかまれ、物もの凄すごい力で持ち上げられたと思ったら、湯船の中にどしゃっと放ほうり込まれた。

「ぶはあっ!?」

「父に反抗するなんて、十年早いぞ勇ゆう治じ！　はっはっはっは」

　ざばっと顔を出し、両手で顔を拭ふく。身長は勇治とあまり変わらず痩そう躯くなのに、父の力はハンパじゃなく、絞り込まれた筋肉は鍛え上げられていて、とても事務とかやっているようには思えない。

「なんだよ！　なにものなんだ、あんたは!?」

「お前の血の繋つながった父親だよ。……いろいろと、苦労かけてるな、勇治。那な奈なも家事とか家計とか大変だろうけど、お前も大変だよな」

　父は急に優しい顔になって、泡だらけのまま風呂桶の縁に腰を下ろす。

「そうでもないよ。自由にやってるし」

　今さらなにをいってるんだこの親は、というような顔をする勇治。父が出張で長期間家を空けるのは今に始まったことではなく、年に数回しか戻ってこなくなったのは勇治が中学生になったころからだから、もう慣れているというか諦あきらめた。

「お前、那奈が好きなんだろ？」

「ぶはっ!?」

　勇治は風呂の中で大げさに滑って、お湯の中にざぱんと沈んだ。慌あわてて顔を出し、ぶるぶると頭を振ってしぶきを飛ばす。

「隠すこたーないよ。前からわかってる。妹とはいえ、血が繋がってないし、可愛かわいいもんなあ、那奈って。怒ると恐いけど」

「……ま、まあな」

「るりかに遠慮してんだろ？　お前と那奈がくっついちまったら、あいつ寂しい思いをするだろうからなあ」

「そ、そうだよな……」

　今は、そのるりかにも心を動かされている。

「悪いけど、るりかには優しくしてやってくれ。つらい思いをしてるから」

「ロサンゼルスでなんかあったの？」

「なんだよ、本当に忘れたのか？　あれ、ちゃんと話してなかったっけ？」

「ああ、話してない！　前もなんかごまかされた気がする！」

　つけいる隙すきを見つけた勇ゆう治じは、鋭く食いついた。

「ふむう。お前にだけは、詳くわしく話したような気がするんだがなあ。ま、いっか。……本当は、小百合さゆりさんは殺されたんだ。るりかの目の前でな」

「……なっ!?」

「なんとなくわかってるだろうけど、オレたちは危険な仕事をしている。小百合さんもその一員でな、ある壊滅させた組織の生き残りに狙ねらわれていた。それで、彼女は殺された。ちゃーんと、復ふく讐しゆうはしたけどな」

「マジかよ……」

「目の前で母親を殺されたショックで、るりかは記憶を失った。しばらく喋しやべることもできなくてな。日本に連れてきて、やっと普通になれたんだ。記憶はまだ戻らないみたいだが……、ていうか、戻ってないよな？」

「え？　……ああ、たぶん戻ってないと思うよ」

「そうか。……このまま戻らない方がいいかもな。昔から、いろいろとつらいことがあったみたいだし」

　悲しそうに顔を歪ゆがめた父は、立ち上がってシャワーを浴び始めた。引き締まった尻から、泡が流れ落ちる。

　勇治は頭が混乱してきた。その話は因いん果が律りつが勝手にでっちあげた架空のものであるはずなのだが、父の背中の傷跡を見たばかりだし、妙にリアリティがあるというか、本当のことなんじゃないかと思えてくる。少なくとも、二〇年後の未来から魔法でやってきた、なんて話よりは真実味があった。

　無理矢理過去がねじ曲げられて、矛む盾じゆんがなくなっていく。未来を変えるということは、こういうことなのだろうか。

　どちらにしろ、この話はるりかにはしない方がいいな、と思った。

「で、お前、那な奈なとどうするつもりだ？」

「……どうするって？　なにが？」

「那奈には教えてあるけど、血が繋つながってない妹とは結婚できるんだぞ」

「と、父さんが教えたのか!?　民法第七三四条第一項！」

「なんだ、知ってたのか。何年か前の話だけどな。悲しそうな顔でお兄ちゃんとは結婚できないの、って訊きかれたから、そう教えてやった。確かそれからじゃないか、那奈がお前のことをゆーじ、って呼ぶようになったの」

「……そうだったんだ」

　またしても新事実が判明した。ということは、数年前から那奈はオレのことが好きだったということになる。ずっと想おもいを秘めていた那な奈ながいじらしく感じられて、胸が苦しくなった。

「その傷跡、まだうずくのか？」

　父にそういわれて気づいたが、無意識に額の傷に触れていた。

「いや、もうなんともないよ。癖になっちゃってるだけ」

「そうか。……悪いことしたな」

「なにが？」

　背を向けた父から、その問いの答えは返ってこなかった。

　幼いころにできた額の傷は名誉の負傷みたいなものであり、なんとなくカッコイイような感じがして、勇ゆう治じは気に入っていた。

「まあなんだ。反対はしないけど、まだお前は未成年なんだから、あんまし思い切ったことはするなよ」

　シャワーを止め、父が湯船に入ってきた。風呂桶はあまり広くないから、勇治は膝ひざを抱えてスペースを作ってやる。

「だ、大丈夫だよ」

「そうだな。お前は奥手っぽいもんな。オレと違って」

「なんだそりゃ。そんなことねーって！」

「はっはっはっは。まだまだ子供だよ、お前は。なんでもいいけど、妹たちを悲しませないでくれよな」

　その言葉が、重く肩にのしかかる。



　さあ、問題の時間がやってきた。深夜十一時、就寝の時間である。

　勇治はまだ起きていたいのだが、るりかが眠いといいだした。父は疲れたといってとっとと自室にこもっていびきをかいている。

　勇治の部屋に、三人と一匹が集まっていた。

「……どうするの、ゆーじ？」

　口をへの字に曲げて、床に座る風呂あがりの那奈がそういった。るりかを見ると、セミダブルのベッドの上にこてんと倒れて眠そうに目をこすっている。

　額の傷跡に触りながら考え込む勇治は、床に仰あお向むけになって寝ていた。上半身裸の彼の周りには、薄く発光する様々な魔法陣が描かれ、真面目まじめな顔をしたマロンが、腫はれた右肩に両手をかざしている。その肉球のついた小さな手は、ぼんやりと輝いていた。

　魔法の治療。とっても便利だなと思うのだが、実は自然治ち癒ゆを加速させているだけの魔法で、状況によっては逆効果になることもあるらしい。

「ふう。お終しまいだにゃ。もう完治したと思うにゃ」

「お、おう。ありがとう、マロン」

　魔法陣が消え、マロンの手が離れた。勇治は身体からだを起こし、右手にぐっと力を入れてみる。確かに握力が戻っていた。

「……ゆーじ」

「ち、ちょっと待ってくれって」

　いそいそとパジャマを着ながら、勇ゆう治じは悩む。

　那な奈なが昔から恋心を抱いていたことを知ったばかりだし、父から妹たちを悲しませないでくれと釘を刺されたばかりである。居間のソファでひとりで眠るのが正解だと思うのだが、るりかは因いん果が律りつが用意した母親が死んだことを気にしているらしく、物もの憂うげな感じで元気がないから一緒にいてやりたい。しかしそれでは那奈を裏切ることになってしまう。

　あぐらをかき、腕を組んで、首を捻ひねる。那奈の視線が痛い。ベッドの上から、るりかも注目しているような気がする。

　そんな勇治の背中をマロンはごそごそとよじ登り、ぴょこっと耳元に顔を出した。

「なんか変な空気だにゃ。どういうことにゃか？」

　勇治にだけ聞き取れるくらいの小声。

「い、いや。……オレはオレの部屋で寝たいんだけど、ええと、居間のソファもいいかなあ、なんて……」

　この状況で内緒話をするのはまずいし、かといって通常の声で本音をいうこともできず、勇治は冷や汗を流しながらそういった。マロンに那奈とるりかのことを相談したかったのに、父のこともあり、時間が作れなかったのが悔やまれる。

「なんとなく状況がわかったにゃ。……じゃあ、こうするといいにゃ。三人で寝るにゃ」

　天恵！　勇治はその素晴らしいアイディアをくれたマロンに感謝して、がばっと背中から持ち上げるとずばっと抱きしめてぐりんぐりん頬ほおずりする。

「マロン！　お前最高！　ありがとう！」

「気持ち悪いにゃ。やめて欲しいにゃ」

　本気で嫌いやそうな顔をするマロンを放ほうり投げ、勇治は立ち上がる。

「よっし、寝よう！　那奈、お前の布団を持ってこい！　この部屋で、三人で寝るんだあああ!!」

「……なにそれ。あたしは別に、ゆーじと一緒に寝たいわけじゃない」

「いいじゃねーか、たまには！　よっし、オレが布団持ってきてやる」

「布団っていっても、ベッドだから掛け布団だけだよ？　敷き布団がないよ」

「オレが床で寝るよ。お前はるりかと一緒にそのベッドで寝ろ」

　なんともいえない顔で、那奈はベッドに寝そべるるりかを見る。るりかは枕を抱きながら、小さくため息をついた。

「師匠らしい妥協策ですね。もう、なんでもいいです」

「おっし、決定！」

　勇治は部屋を出て、那奈のベッドから羽毛の掛け布団をはがす。那奈も入ってきて、自分の枕を抱える。

「ねえ、ゆーじ。ずっと三人で寝るつもり？」

「……ダ、ダメか？」

「ん。ダメじゃないけど。……なんか変だと思う。ゆーじはどうしたいの？」

「オレはその……。可愛かわいい妹ふたりと一緒に寝れるなんて、幸せだと思っているぞ！」

　苦々しい顔をして、那な奈なは勇ゆう治じの腕をつねる。

「痛えっ！　なにすんだお前」

「……まあいっか。でも、変なことしないでよね」

「す、するわけねーだろ!?」

「意気地なし」

　すねたような顔でそういって、すたすたと那奈は部屋から出て行く。

　オレにどうして欲しいんだ。勇治は心の中で叫んだ。



    

  
    
      


第三章　魔法入門





　　　※



　それは、小学校に上がる直前、まだ母が家にいたころ――



「たすけてー、ままーっ！　たすけてーっ！」

　――恐い。やっぱり家から離れるんじゃなかった。

　人相の悪い見知らぬ大人の男に抱きかかえられた那な奈なは、泣き叫びながら後悔していた。声を封じようと、ごつごつした手が小さな顔面を乱暴に覆おおう。その冷たい感触に、卒倒しそうになる。

　この土地にきて、まだ一年足らず。恐がりで外で遊ぶことが嫌いだった那奈にとって、ここは異世界のような心細い世界だった。

　だいじにしていた熊のぬいぐるみが、雑草の生えた地面に転がる。ひと気のない空き地に、大好きな母の姿はない。

「ばかーっ！　ななをはなせーっ!!　オレのいもうとなんだ！」

　活発そうな少年が、男の脚にしがみついた。

　さっき蹴けり飛ばされたばかりだというのに、口の中を切って血を垂らしているというのに、少年は決死の表情で食らいつく。

　那な奈なは、一年前突然兄になったこの少年を恨んでいた。外で遊ぼうと強引に手を引かなければ、こんな目に遭うことはなかったのに。母に話すと悲しい顔をするからいわなかったけど、ことあるごとに遊びに誘う少年のことが嫌いだった。だから、絶対に「おにいちゃん」と呼びたくなかった。

　男は舌打ちをしながら少年を振りほどこうとするが、両腕で那奈を抱きかかえているので上う手まくいかない。忌いま々いましげに引きずって歩き、壁に向かって蹴り付けた。

　それでも、少年は離れなかった。それどころか、思いっ切り脚に噛かみついた。

「ギャっ!?　……クソッ、あの野郎の息子だけあって、しつこいガキだ！」

　男は腹立たしげにそういい捨てると、那奈を放ほうり投げて胸からナイフを取り出した。

　――一いつ閃せん。男のナイフが少年の額を切り裂いた。

　迸ほとばしる血を見て、那奈は縮み上がる。

「なな！　いまだ、にげろおおお!!」

「……えっ!?」

「はやくにげろおおお!!」

　大量の血を流しても、少年は引かない。泣き叫びながら、男の脚にしがみつく。

「大人をなめんじゃねーぞ、このガ――ぐおおっ!?」

　少年は男の股こ間かん目掛けて跳び上がり、頭突きを喰くらわせた。何度も何度も、血だらけの頭をぶつける。

「オレはいもうとをまもるんだあああ！」

　那奈は、そこから一歩も動けなかった。あの少年は、なにをしているのだろうか。どうしてあんなに血だらけになっているのに、逃げようとしないのか。痛くはないのか。恐くはないのか。

　少年が大声でわめいているのを聞いて、大人たちがかけつけてくれた。那奈をさらおうとした男は、渾こん身しんの力で勇治を殴り飛ばし、ほうほうのていで逃げ出す。

　おそるおそる、那奈は大の字に倒れた少年に近づく。あんなに血を流したのだから、死んでしまったんじゃないかと思った。

「……ゆ、ゆーじくん？」

　覗のぞき込むと、少年は笑っていた。涙を流し、血まみれになりながら、笑っていた。

「ばかだなー、ななは。なんでにげなかったんだよ」

「……なんで？　なんでたすけてくれたの？」

「だって、やくそくしたんだ。あたらしいおかあさんに。ななは、おにいちゃんのオレがまもるって！」



　それは、一〇歳になったばかりのころ――



　大好きな母が失しつ踪そうした。

　ある日突然、買い物に出かけたきり行方不明になった。

　最初はすぐに帰ってくると信じていたのだが、一ヶ月が経たつともう二度と抱きしめてもらえないんじゃないか、声も聞くことも手をつなぐこともできないんじゃないかと考えるようになり、二ヶ月も経つと那な奈なはあっさり絶望した。食事も喉のどを通らず、学校にも行けず、部屋の中から出ることもできない。

　父親は、物心つくまえに病気で亡くなっていた。五歳のころに再婚して新しい父親ができたけど、三ヶ月しか歳としの離れていない兄もいるけど、血の繋つながりがあるのは母だけ。その絆きずなが、永遠に失われる。孤独になる。その重圧に、堪えられない。

「おーい、那奈。一かず海みがきたぞ」

　部屋に入ってきた兄は、にこにこと笑顔を浮かべているが、元気づけようとして無理をしているのだ。そのわざとらしい優しさが気に入らない那奈は、無言のままベッドの中に潜り込む。

　毎日毎日部屋にやってきては、その日学校であったことを一生懸命話す。聞きたくないのに、テレビのこととか、マンガのこととか、一方的に話す。散歩に行こうとか公園に行こうとか誘うし、わざわざクラスメイトを連れてきたこともあった。ひとりでいたいのに、なにもわかってない。兄の無神経さが、癇かんに障さわった。

「那奈ちゃん……。元気出して」

　兄と一緒に入ってきたのは、小学校で友達になった一海だった。その穏やかな声を聞くと、那奈は少しだけ気分が休まる。彼なら、自分の気持ちを分かってくれるんじゃないかと思った。

「……お兄ちゃんは出て行って。一海くんとお話ししたい」

　布団の中から、そういった。兄はなにかおどけたようなことを口にしたようだったが、聞こえない。少しすると、ドアが閉まる音がした。

「那奈ちゃん。勇ゆう治じは出て行ったよ。ねえ、いいの？」

　すぐそばで一海の声がしたので、那奈は布団から顔を出す。

「だって、うざいんだもん。少ししか歳がはなれていないくせに、だらしないくせに、年上みたいなこというし。……あたしのこと、全然わかってない！」

「そんなことないよ……。勇治は、那奈ちゃんに元気出してもらいたいんだよ」

　一海はうつむいて、悲しそうな顔をする。

　この女の子みたいな細い少年も、去年事故で母親を亡くしている。お葬式に出席したとき、魂たましいが抜けたように落ち込んでいたが、今はもう立ち直っていた。

　那奈は身体からだを起こし、一海の細く白い手を取る。

「……わかってる。でも、ひとりにして欲しいのに、よけいなことするから……」

「那な奈なちゃん。勇ゆう治じが今なにしてるか、知ってる？」

「え？　どういうこと？」

「勇治はね、ひとりでお母さんを捜してるんだ。毎日交番に行って、お母さんが見つかったか、なにか手がかりが見つかってないか、きいて回ってるし。ほら、これも」

　一かず海みは手提げ鞄かばんの中から、丸めていた画用紙を取り出した。広げると、大きく顔の絵が描かれている。

　笑顔を浮かべた黒い髪の女性。

　似ても似つかないが、絵のモデルが誰なのかすぐにわかった。

「……へたくそ」

　それは、母の似顔絵だった。

　大きな字で、「那奈が待ってます！」と書いてある。

「これをたくさん描いて、あちこちにはり付けてるんだ。僕も手伝ったけど、勇治はひとりでかなり遠くまで出かけてるみたい。かってに壁にはって、怒られたりもしてる。那奈ちゃんのお母さんは、勇治のお母さんでもあるけど、でも勇治は、那奈ちゃんのために頑張ってるんだと思う」

「こんなことしてたんだ。あたしに黙って……」

「僕のときも、……僕のお母さんが死んだときも、勇治は一生懸命元気づけてくれたんだ。だから、本当は死のうって思ってたのに、こうして生きてる」

「一海君……。そうなの？」

「うん。勇治は本気になると、凄すごいんだ。那奈ちゃんだって、知ってるでしょ？」

　知っている。痛いほど、よく知っている。

　那奈は涙をこぼしながら、何度も頷うなずいた。



　それは、母が失しつ踪そうして三ヶ月が経たったころ――



　腰に手を当てて憤ふん然ぜんと胸を張る那奈の前に、髪の毛の一部をちりちりに焦がし、顔を真っ黒にした勇治が悄しよう然ぜんと正座している。

「なにしたのっ!?　本当に、バカっ！」

「ええと……。なんというかその、ちょっとした間違いで……」

「ちょっとした間違いじゃないでしょっ！　大変なことになったらどうするの？」

「ご、ごめん……」

「まったく、あたしがいないと、なんにもできないんだからっ！　……ゆーじには、あたしみたいなしっかり者がついてないとダメだね」

「え？　ゆーじ？　呼び捨て？　……那奈。お、お兄ちゃんは？」

「ん。今日からゆーじっ！　文句あるっ!?」

「むおっ！　あ、ありません！」

　那な奈なは、満足げに頷うなずいた。
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　朝起きると父はもう出かけていて、テーブルの上に「探さないでください（なんちゃって）」というしょーもない書き置きだけが残っていた。

　昨日の夜、因いん果が律りつの融ゆう合ごう反応によってできた母親のことでぼんやりしていたるりかは完全復活していて、朝から米粒を飛ばしながらがふがふと朝ご飯を食べていた。その立ち直りの早さに、勇ゆう治じと那奈は面食らってしまう。

「……る、るりか。もう悩んでないのか？」

「ふも？　なんれしたっけ？」

「お母さんのことだよ。因果律の融合反応が勝手に設定した、るりかのお母さん」

　呆あきれたような顔で、那奈がそういった。

「もぐもぐもぐ。らってよく考えたら、わたしの本当のお母さんじゃないもん。わたしが生まれるのは五年後ですし」

「……よく考えるまでもなくその通りだろうが」

「昨日はちょっと複雑な気持ちだったんです。お母さんがいたことになってて嬉うれしかったんだけど、そのお母さんも死んじゃってて、こっちでも天てん涯がい孤こ独どくなんだなって思って。やっぱりわたしには、師匠しかいません！」

　そういいながら立ち上がったので抱きついてくるのかと期待しつつ身を引いたら、おかずの焼き鮭を強奪されたので憤ふん慨がいした。そのあと椅い子すごと背後にぶっ倒れて後頭部を打ち付けたのを見て、溜りゆう飲いんを下げたが。

　そして今日の学校もハードだった。

　今日も休んだ一かず海みの席に座る那奈の優しさは恐いくらいで、先生に当てられたときにこっそり答えを教えてくれたり、お弁当に好物のおかずを並べてくれたり、曲がったネクタイを直してくれたりと、まるで母親のような献身ぶり。

　るりかも負けじと、那奈と競せるように一生懸命ちょっかいを出そうとするのだが、常に那奈に先手を取られて空回りばかり。これはこれでいじらしく、胸がきゅんとするものがあり、ある意味高得点だった。でも昼休みは別で、いつものようにお弁当を狙ってきたので、壮絶な戦いを繰り広げた。

　嬉しいことは嬉しいのだが、ふたりの妹に迫られてもどちらかを選ぶことはできず、優しくされてもでれでれと鼻の下を伸ばすわけにもいかず、身体からだの反応を抑えるのも大変で、ひたすら我慢の学校。勇治は心身共に疲れ果てていた。

　だから昨日と同様、帰りのホームルームが終わるやいなや、勇治は妹たちを残して逃げるように教室から飛び出した。

　勇ゆう治じの気持ちを反映したかのように空はどんよりと曇り、しめった空気が張りつくように頬ほおを撫なでる。

「モテモテっつーのも、厳しいなあ……」

　ぐったりと肩を落としながら、勇治は校門から出て、川沿いの遊歩道へ向かう。

　気が重い。明日は土曜日で学校は休みだし、家の中でもあんなことが続けば確実に理性は壊れ、リビドーが反乱を起こしてしまうに違いない。

　勇治はぴたりと足を止める。なんとなく、家に帰る気にならない。お気に入りの土手でぼんやりしたくても、雨が降りそうだし。

　くるりと向きを変え、繁華街の方へ歩き出す。ゲームセンターに行ったら、代だい田たさんがいたりして。那な奈なが伊い藤とうとかいうジャーナリストから聞いた話が正しければ、あのひとは八やつ菱びしから派遣されたスパイであり、一かず海みとるりかを調査しているはずだけど。

「むむ？」

　帰途につく生徒にまぎれて駅まで続く通学路を歩いていると、壁により掛かって携帯電話で話し込んでいる眼鏡めがねの女性が目に止まった。よく目を凝こらすまでもなく、昨日那奈と歩いていた伊藤というひとに間違いなさそうだ。彼女は口元を隠しながら、苛いら立だたしげな素振りで話をしている。仕事が上う手まくいっていないのだろうか。

　どこかで見たような気がするんだよな、と考えていたら思い出した。るりかがテニス部でフェンスを破壊したとき、校舎裏でぶつかりそうになったひとだ。あんなとこで、なにをしていたんだろう。

　なんとなく注視しながら前を通り過ぎようとしたそのとき、激げっ高こうしたのか、伊藤は足を大きく踏みならした。その振動で、脇にかかえていた封筒がどさっと落ちる。

　封筒に印刷されたマークが、勇治の目に飛び込んできた。

　――八菱のマーク。

「ああん、もう！」

　憤ふん慨がいしたように、伊藤は携帯を切ってその場にしゃがむ。封筒の中身がはみ出ていた。そこに見慣れた顔がアップになった写真を見つけて、勇治は思わず声を漏らす。

「ぬおっ!?」

「え？」

　いそいそと封筒を拾っていた伊藤は、その手を止めて顔をあげた。小さな目を見開き、じろじろと勇治を見る。なんとなく、小動物のようなイメージの女性だ。

「て、手伝いましょうか？」

　手を出そうとしたのだが、伊藤はなにも答えず、さっさと書類の中身をまとめて封筒を持ち、すっと立ち上がる。

「ありがとう。キミは、山やま根ね勇治くんね？」

　ほのかな笑顔で、ぺこりとおじぎをした。

「え？　は、はい。そうっす」

「はじめまして。私は伊い藤とう牧まき恵えといいます。フリーのジャーナリストで、八やつ菱びしが裏でやっている悪徳行為について調べています。私のこと、那な奈なさんから聞いてるでしょうか？」

　早口で喋しやべるひとだ。真面目まじめで堅い感じがする。封筒に印刷された八菱のマークを、とん、と指先で叩たたくのを見て、勇治は警戒を解いた。

「ええ、那奈からちょこっとだけ聞いてます」

「そうですか。……先日の八菱工場跡地爆破事件って知ってますよね？　表向きは事故ってことになっているし、詳くわしいことは公にされていません。圧力があって、真実は記事にできなかったようなんです。でも私は、熱心に調べました。あなたがたのことも。――あれは、あなたたちが起こしたことですよね？」

　キラリと、眼鏡めがねが光った。

「い、いや、その、あのう……」

　勇ゆう治じは躊ちゆう躇ちよする。得意げに胸を張って鼻の下を指先でさすりながら「そうなんすよ！」といってもいいのだろうか。認めてしまって損害賠償とか請求されたらたまらない。

「ふふふ。いいですよ、そんなに怖がらなくても。記事を書くときに実名は出しませんし、私はあなたたちを護まもろうと思っているんです。でも、どうしてああなったのか、興味があります。巨大な工場に空いた大穴。あの日、あそこでなにがあったのか。あなたたちが、深く関係しているんじゃないかしら？」

「あれは、そのう。オレじゃなくて……」



    

  
    
      



    

  
    
      　話しにくいことばかりなので、勇ゆう治じは困こん窮きゆうした。那な奈なはどこまで説明したのだろう。未来からきた女の子が究極魔法を暴発させたんです、なんて話したら、きっと黄色い救急車を呼ばれてしまうに違いない。

　名前を呼ばれたような気がして振り返ると、波は田だがにやにやしながら通り過ぎた。声には出さないで、「モテ期」といわれた。

「それじゃあ、このひとの顔に覚えはあります？」

　伊い藤とうは、封筒を落としたときに覗のぞいていた写真を取り出し、勇治に見せる。

「あ、虻あぶ川かわ……」

　那奈をさらい、酷ひどい目に遭わせた女性の写真。勇治は渋い顔をして写真を睨にらむ。

「そう。八やつ菱びし電機株式会社新エネルギー技術開発部部長、虻川美み羽は音ね。表向きの肩書きね。あなたもよく知ってますよね？」

　写真をしまい、伊藤は顔を伏せる。

「知ってます知ってます！　いやあ、そいつはすんげー悪いやつなんすよ。胸がでかくてお尻しりもでかくてエッチな身体からだしてるくせに、二重人格だし、鞭むちでバシバシ叩たたくし、絶対Ｓですね。いや、間違いなくドＳっす。女王様です」

　ギロリと睨まれた。調子に乗りすぎたかも知れない。

「……那奈さんと待ち合わせをしているんですけど、まだ教室でしょうか？　よかったら、あなたもご一緒しませんか？」

「オレもっすか？　オ、オレはちょっと用事が……」

　そろそろ那奈が出てきそうだったから、勇治は逃げ出さなくてはいけないような気がしてきた。るりかと一緒に出てきたらどうしよう。猛烈に気まずい。

「すんません、オレはこれで！」

　軽く頭を下げ、早足で歩き出す。

「山やま根ね勇治くん。また逢いましょうね」

　振り返ると、伊藤はもう背中を向けていた。取っつきにくいひとだな、と勇治は思う。なんとなく、苦手なタイプだ。

　生徒たちの流れに乗って、駅前まで歩く。那奈とるりかのことを考えると妄もう想そうが激しくなって歩きにくくなるから、なるべく考えないようにする。

　雨が、ぽつぽつ降ってきた。

　ゲームセンター〈青春の門〉に到着すると、奥にある大型筐きよう体たいの方に足を運ぶ。まさかきているはずないよなと思っていたのに、ひとだかりの中で黒いメイド服に身を包んだ代だい田たは、しっかりとメイドゲームに熱中していた。

「……やっぱりスパイじゃないんじゃないか？」

　それとも仕事に不ふ真面目まじめなのか。なまけもののスパイなんて聞いたこともない。伊藤とは間逆のひとだな、と思った。勇治は苦笑しながら、代田の背後からゲーム画面を覗き込む。いきなり声をかけて驚かせてやろう。

「勇ゆう治じくん。攻略本持ってきたから、あとで貸してあげるね」

「ぬおわっ!?」

　先に声をかけられ、こっちが驚いてしまった。背中に目でもついているのかこのひとは。

「おっし、勝ったわ！　二〇連勝達成！」

　セミロングの赤い髪を揺らし、胸を張って両手を振り上げると、ギャラリーたちが歓声をあげる。二〇連勝て。何時間前からゲームセンターにいたんだこのひとは。

「勇治くん、やる？」

「い、いやオレはいいっすよ！　攻略本貸してください。勉強してからやりますから」

「なにいってんのよ、習うより慣れろよ？　さあ、遠慮しない！」

「ぬおお……」

　強引に腕を引かれ、椅い子すに座らせられた。逃げることができなかったのは、腕を引かれたときに胸にむにょっと肘ひじが触れたから。

「私がしっかりレクチャーしてあげるわ。カードをセットして」

「え、えーと。……これでいいんでしたっけ？」

　鞄かばんからあたふたとカードセットを取り出して筐きよう体たいにセットすると、代だい田たがコインをチャリンと入れた。落ち着く間もなくゲームスタートだ。

　背後に回った代田は身体からだを密着させ、手を取ってゲームを誘導する。しかし勇治の意識は背中に完全集中。その柔らかい感触に正常な思考回路がまったく機能せず、画面でなにが起きているのかさっぱり理解できない。身体の一部が硬直し、椅子に座ったまま若干前まえ屈かがみになる。

「そ、そういえば、一かず海みはどうしてます？　今日も学校休んだんすけど」

　公衆の面前でこれではいかんと思い、意識をそらすためにそういった。

「ご主人様、か……。なんか部屋から出てこないのよね。ご飯を部屋の前に置いといたら、少し食べてくれたけど。まるで引きこもりね」

　ため息をつきながらそう教えてくれたのだが、その吐と息いきは首筋をくすぐり興奮はさらに加速し、頭に血が上って鼻血が垂れそうになる。

「ねえ、勇治君って、私の友達よね」

　ふと、寂しそうな声でささやく。

「ぬえ？　そ、そうっすね。友達っすね」

　思う存分鼻の下を伸ばしながら、それ以上の関係になっちゃうこともあるのかな、とか勇治は思う。ふたりの妹のうちひとりだけを選ぶことなんてできないから、いっそのことこの年上のメイドさんを好きになっちゃうというのはどうだろう。

「……友達って、勇治君しかいないのよね。親も死んじゃったし、天てん涯がい孤こ独どく」

「そ、そうなんすか？」

　興奮しているせいか、代田がなにをいっているのかわからない。ぎゅむっと強く密着した代田の体温を感じ、コントローラーを掴つかむ手は汗でびっしょりだ。

　すっと、代だい田たの身体からだが勇ゆう治じから離れた。

「おっし！　勇治くん初勝利！」

　いつの間にか勝利していた。反対側の席に座る人が、忌いま々いましげな顔を見せて舌打ちをする。どうやら相手はコンピューターではなく、対人だったようだ。

「あ、ありがとうっす、代田さん」

　いろんな意味で、ありがとう。でれりと顔を弛し緩かんさせ、ほーっと息を吐き出す。

「ちょっと一休みしようか」

　手を引かれて、中腰のまま壁際のベンチまで移動する。ジュースをおごってもらい、それでやっと休まることができた。身体の一部が。

　隣に座った代田の口からは、メイドゲームについての蘊うん蓄ちくしか出てこなかった。こういうカードがいいとか、組み合わせがどうとか、レアだとかコモンだとか相性だとか、いろいろと楽しそうに教えてくれたけど、勇治にはちんぷんかんぷん。

「本当に好きなんすね、このゲーム」

　半ば呆あきれながら、勇治はそういった。

「そうね。溜たまっていた二一年間の鬱うつ憤ぷんを今晴らしている、って感じかな。私が生まれ育った山奥の村には、こんな娯楽なかったの。今私は、人生を楽しんでいるのよ。青春を取り戻すんだから。仕事なんて二の次だわ！」

「うわあ……。社会人がそれいっちゃダメでしょ。仕事しなくちゃ」

「……そうだよね」

　一気に熱が冷めたように、ガックリと代田はうなだれる。遊んでいるときに上う手まくいっていない仕事の話をするなんて、無粋だった。

「ご、ごめんなさい。元気出してくださいよ」

「友達、か。……いいよね、今は。まだ」

「なにがっすか？」

「うん。ねえ、勇治くん。うちにこない？」

　首を曲げて、吹っ切ったような笑顔を見せる。

「はいっ？」

「まだ話し足りないし、ここじゃ落ち着かないし。どう？」

　勇治は息を呑のんだ。女性から、家にこないかと誘われた。もちろん初めての経験である。まさか。もしかして。これはモテ期のなせる業わざなのか。思わずなにかを期待してしまう勇治だった。

「い、いいいいいいいっすよ！　もちろん！」

「よっし！　じゃあ、行こうか！」

　代田は立ち上がり、勇治の手を掴つかむ。

「そ、そうっすね……って、ぬおっ!?」

　腕を引かれてぎゅっと抱きしめられたと思ったら、いきなり重力が消えたような感覚になり、瞬まばたきをしただけでゲームセンターの入り口付近に移動していた。目の前で、自動ドアがすーっと開く。

　なんだ、なにが起こったんだ？　まるで瞬間移動したような――

「あ。雨だわ」

　笑顔の代だい田たに手を引かれて外に出ると、大粒の雨が降っていた。背中で自動ドアが閉まり、ゲームの喧けん噪そうが薄れると、雨の音が空間を満たす。出口付近は屋根があるので、まだ濡ぬれないで済む。

「だ、代田さん……。あなた、なにものなんすか!?」

　勇ゆう治じは急に恐くなってきた。代田の手を振りほどいて立ち尽くす。

　そういえば、出で逢あったときからこのひとは謎なぞの多いひとだった。川の上を立って流れてくるし、消えたと思ったら背後に立っていたし、いつも突然現れるし、突然消えるし、テニス部で女子部員を助けてくれたときも、おかしな格好をしていた。

「どうしたの、勇治君？　そんな顔して」

　代田はきょとんとした顔で、勇治に振り向く。

「いや、だって……。なんかおかしいっすよ、代田さん。まるで魔法使い――」

　勇治は、はっとした。代田が八やつ菱びしに雇われたスパイなら、一かず海みの親父おやじさんの研究にも関かかわっており、開発中だという魔法の訓練を受けているかも知れない。

　そうだとしたら、昨日から姿を見せない一海は、もしかして――

「魔法ねえ。うーん、そんなんじゃないんだけど、勇治君には見せ過ぎたかな。友達だと思ってたから」

「一海をどうしたんすか!?　……ま、まさか、どっかに監禁してるとか!?」

「ご主人様？　……なんか疑われちゃったみたいね。ご主人様は自分の部屋にいるわよ。じゃあ、その確認も含めて、うちにいらっしゃいよ」

「あ、逢わせてくれるんすか？　一海に」

「というか、ついでに様子を見て欲しいかな。死んでたら嫌いやだし」

　――死。勇治はその言葉に過剰反応した。ギリっと歯を鳴らす。

「……い、いいですよ。行きますよ」

　やはりこのひとは敵なのか。軍事用の兵器を開発しているあくどい八菱に喧けん嘩かを売っているのだから、もっと慎重になるべきだった。

　勇治は鞄かばんから折りたたみの傘を出し、前に立って歩き出す。くるくるとフリルのついた水玉模様の傘を回す代田とは一言も話さず、一海の家に向かう。



　　　２



「勇治！　きてくれたんだ！」

　一海の満面の笑みを前にして、勇治は廊下にぐったりと崩れた。

「あれ？　勇ゆう治じどうしたの？」

「……どうしたの、じゃねえええ!!　なんだお前、心配かけやがって！　学校休んでなにしてやがったんだ!?」

「え？　心配してくれたんだ……。嬉うれしいな」

「そうじゃねえええ!!」

　監禁されて死んでいたらどうしようと心配していた勇治は、跳び起きて涙ぐみながら親友の襟えり首くびを掴つかんだが、頬ほおを染めて愛おしそうな顔をされたので慌あわてて放す。

　なんてこった。やっぱり代だい田たは八やつ菱びしのスパイなんかじゃなくて、ただのおかしなゲーム好きのメイドさんだったのだ。疑ったりして申し訳ない。見回しても、二階の廊下には彼女の姿はない。冷たくしちゃったから嫌われてしまったかも知れない。あとでしっかり謝ろうと勇治は思う。

「とにかく、中に入ってよ」

「……お、おう。つーかお前、なにやってたんだ？　少し痩やせたんじゃないか？」

　殺風景な一かず海みの部屋に入る。壁際に難しい書籍がぎっしりと詰まった本棚が並び、豪勢な作りの机の上にパソコンが置かれている。マンガとかゲームとか、娯楽に関するものが欠如したつまらない部屋だ。

「勇治は、なにしてたと思う？」

　ふかふかの絨じゆう毯たんの上に腰を下ろすと、一海も笑顔のまま座った。近い。勇治は尻しりをずらして少し引く。

「わ、わかんないから訊きいてるんだろ？　二日も学校休みやがって。お蔭かげで、大変だったんだからな」

「なにかあったの？」

「……なんにもねーよ」

　那な奈なとるりかに猛烈なアタックを受けているだなんて、一海にはいえない。不安そうな顔で一海がじりじりと近づいてきたので、ぐいっと押し戻す。

「オレのことはどうでもいいから！　もったいぶらないで、教えろよ」

「うん。勇治には、教えてあげるね！」

　一海はすっと立ち上がって机の前に行き、デスクトップのパソコンの隣にあったノートパソコンを開けて、なにか操作し始めた。

「勇治、これ見てよ」

　楽しそうな一海は、ノートパソコンの画面を動かして勇治を手招きする。

「ぬ？　なんだ？」

　立ち上がってパソコンの画面を覗のぞき込むと、ワープロソフトが起動していて、ぎっしりと文字が書き込まれていた。それは読むことができないアルファベットの羅ら列れつだったが、なんとなく見覚えがあるように思える。

「なんだっけ、これ？」

「ノートだよ。魔法のことが書かれていた、僕のノート。実はなくすまでに、ある程度写していたんだ。呪じゆ文もんもいくつか。それ以外の部分は、思い出しながら入力したんだ」

「マ、マジか!?」

　驚きよう愕がくした勇ゆう治じは、一かず海みの顔を見た。愛おしそうな顔で、ノートパソコンを撫なでている。

「うん。あのノートの存在自体が、僕にとって大切なものだったんだけど……。勇治にいわれて、魔法の研究を進めようと思ったんだ。ほら、これも見て」

　一海は机の引き出しから分厚い書類を取り出す。それは、ワープロの文章をプリントアウトしたもので、大きなクリップで留められていた。

　書類を受け取ると、机においてパラパラとめくる。パソコンの文字なのでかなり読みやすくなっていて、黄ばんだ紙に偏執狂的にびっしりと文字が書かれていたあのノートとは違い、不気味な感じはなく、普通の書類に見えるが、それは人知を越えた魔法の理論が書かれたものだった。

　最初の方はラテン語やギリシャ語ばかりだったのだが、やっと読める文章が現れた。クリップを外して、その紙を手に取る。

「ぶはっ！　相変わらず、面白おかしい呪文だな」

　なぜかは知らないが、魔法の呪文というのはやたら擬音が使われている。るりかの話によると、絶対的に必要不可欠な言葉で、精霊をいい気分にさせる効果があるという。

「どっから出てきたんだろうな、この呪文。よく考えたよ、こんなアホな言葉」

「試行錯誤がかなりあったみたい。結果的に、そこに書かれた呪文に落ち着いたようだよ。……何年かかったんだろうね。気が遠くなるよ」

　勇治に裏切られて絶望した一海は、世界を滅ぼす目的で魔法を生み出したらしい。この文章を見ると、それがどれだけ凄すさまじい執念であるかがわかる。激しい憎悪。強烈な怨おん念ねん。るりかが未来からきていなかったら、一海はこれほどまでに勇治と世界を恨むことになっていたのだ。

　別のページを手に取る。短い呪文がいくつか並んでいたが、その次のページには、ぎっしりとひとつの呪文が書かれていた。

「お、こいつは面白いな。ぶはははははは。なんだこれ。お前、天才だな」

「や、やめてよ。僕だって、こんなのおかしいと思うよ。るりかちゃんが実際に使ってくれなかったら、なにかの間違いだって思うよ」

「るりかの究極魔法の呪文より面白いな、これ」

「あっ！　だめだよ、覚えちゃ！」

　一海は慌あわてて勇治の手から書類を奪った。

　勇治は、異様な記憶力を持っていた。学校の勉強に関してはなぜかまるで役に立たないのだが、面白いと思った文章は、脳に克こく明めいに記憶される。るりかの長い究極魔法の呪文も、たった一度読んだだけで完かん璧ぺきに記憶できた。

「……ていうか、もう覚えちまったぞ」

「ほ、本当に？」

「唱となえてやろうか？」

「だ、だめだよ！　ここに書かれているのは、禁断の魔法なんだ！」

　一かず海みは真面目まじめな顔をして、大げさに手を振る。

「……マジか。究極の次は禁断かよ」

　大いなる秘宝、アルス・マグナを越える魔法。魔法の名前は、《テンプス・レデオ》。勇ゆう治じには、どんな魔法なのか見当もつかない。

「数ある禁断の呪じゆ文もんの中でも、それは特に凄すごいやつだよ。矛む盾じゆんが生じる……いや、矛盾が消滅するのかな？」

「なんじゃそりゃ。よくわからんぞ」

「わかんなくていいよ。とにかく危険だから、絶対に唱えないで。できれば忘れて欲しい。……でも、デバイスがないから大丈夫か。魔法を使うには、魔ま因いん子しっていう物質が含まれた装置が必要なんだ。ほら、るりかちゃんもブレスレットしてたでしょ？」

「そうか。それは残念だな。……む？」

　尻しりのポケットに入れていた携帯電話の着信音が鳴った。数字ボタンが壊れたまま修理に出していないので、勇治から電話したりメールを打つことができないのだが、今のところ不便を感じていないところがかなり寂しい。二つ折りになったそれをぱかっと開けると、ディスプレイに見慣れた文字が表示されていた。

「……那な奈なだ」

「那奈ちゃん？　あ、もうこんな時間だ」

　壁に掛けられた古風なデザインの時計を見ると、午後六時を回っている。

　通話ボタンを押すと、那奈の怒った声が猛烈な勢いで飛び込んできた。

『ゆーじっ！　こんな時間まで、どこほっつき歩いてるのっ!?』

「か、一海の家だよ！　昨日から休んでたから、心配になってきてみたんだ」

『本当に？　昨日もそういってたけど、ゲームセンターに行ってたじゃない。あやしい』

「き、昨日はまだ大丈夫だと思ってたけど、二日連続だったから心配になったんだよ」

『一海くんが何日も休むのって、前からよくあったけど』

「本当だって。おい、一海」

　疑いを晴らすために、携帯電話を一海に渡す。

「えっと。那奈ちゃん？　僕だよ」

『あ、ほんとだ。一海くん、体調悪いの？』

「ううん。大丈夫だよ。ありがとう」

『……抜け駆けは禁止だよ』

「え？　……わ、わかってるよ。那奈ちゃんこそ、どうなの？」

『だから、こっちにはるりかが――』

　そばで会話を聞いていた勇治は、なにか不穏な空気を感じたので、一海から電話を奪う。

「と、いうわけで、今は一かず海みの家だ！」

『……ん。わかった。でも、晩ご飯の支度できてるから、とっとと帰ってきて。るりかが暴れそうだよ』

「ぬ……」

　勇ゆう治じは、躊ちゆう躇ちよする。このまま素直に家に帰ったら、那な奈なとるりかのラブラブアタックが開始されるに違いない。父もいないし、逃げ場がない。

「き、今日は、一海の家に泊まってこようかと思う。明日は土曜で学校休みだし」

『……本気なの？』

　頭をフル回転させながら、いいわけを探す。隣で頬ほおを染める一海から離れ、壁際へ行く。

「ええと……。ほら、お前昨日いってたろ。八やつ菱びしのスパイ！」

　思いついた。勇治は一海に聞こえないように小声になる。

『ん。ジャーナリストの伊い藤とうさんが教えてくれたこと？』

「そう、それ。一海の家に住み込みで働いてるメイドさんが怪しい、っていってたんだろ？　オレもそう思う。だから、一海をひとりにしておくのはマズイと思うんだ。オレが今日泊まって、調べてみようかと」

『……危ないんじゃないかな？　今日も伊藤さんと逢あって話をしたんだけど、凄すご腕うでのプロみたいだよ。ゆーじ、無理しないで』

「任せろよ！　一海は、オレが護まもる！」

『……ん。わかった。なにかあったら呼んでね。るりかもいるから』

「おう！」

　携帯電話を畳んでポケットにしまうやいなや、興奮気味の一海が飛び込んできた。

「ねえ、勇治！　今日うちに泊まってくの？」

「ぬお！　……あ、ああ。勝手に決めちゃったけど、いいかな？」

「もちろん、大歓迎だよ！　嬉うれしいな。久しぶりだね、勇治がうちに泊まるなんて！」

　眩まぶしい笑顔の一海を見て、さっそく後悔した。こっちはこっちで大変なことになってしまうんじゃないか、もしかして数ある選択肢のうち最悪なものを選んでしまったのではないか。勇治は顔を引きつらせ、尻しりを引き締めた。



　あとで代だい田たに謝らなくちゃ。

　スパイだと疑っただけではなく、那奈とるりかから逃げる理由にも使ってしまった。今すぐ謝りたくても、美お味いしい晩ご飯をちゃんとふたり分用意してくれていた彼女の姿は、一海の家にはなかった。ゲームセンターに戻ったのだろうか。

　勇治はそんなことを考えながら、風呂に浸つかる。

　黒っぽい大理石で覆おおわれた広い風呂場には、泳げるほど大きな楕だ円えん形けいの湯船がありライオンの口から贅沢にお湯が流れ込んでいて、冗談みたいに豪勢である。子供の頃に何度か一海と一緒に入ったことがあるから知ってはいたのだが、改めて見ると壮観というか落ち着かない。父とふたりで入るとぎゅうぎゅうになる自分の家の風呂とは大違いだ。

　ふと、一かず海みの家に頻ひん繁ぱんに遊びにこなくなったのはいつごろからだろうかと思いめぐらす。すぐに、親父おやじさんが、恐かったんだと思い出した。そういえば小学生のころ、なにか気に障さわったのか、頭をゴチンと殴られたような記憶がある。

　あまり家にいない一海の親父さんは、変人だった。もうずいぶん顔を見ていないが、頬ほおがこけ、血走った神経質そうな目をしていて、口元は無ぶ精しよう髭ひげで覆おおわれ、嵐のような白髪交じりの髪は芸術家のようであり、いつも白衣を着ていて、細い指でタバコを吸っていた。家族という概念がなく、常に自分の都合で動いていて、誕生日やクリスマスにプレゼントを貰もらったことがないと、一海は寂しそうな顔で教えてくれた。

　家族にもいろいろあるんだな、と勇ゆう治じは思う。

　勇治の父もあまり家にいないし、家族をないがしろにしているという点では同じだが、あんなんでも家にいてくれると落ち着くというか安心できた。

　息を吐き出し、顎あごまでお湯に浸つかる。気持ちよくて、だんだんぼんやりとしてきた。このまま眠ってしまいそうになる。

「勇治君、帰らなかったんだ。今日は泊まるの？」

　つるっと尻しりを滑らせ、とぷんと脳天までお湯に沈む。

「ぶはあっ！」

　慌あわてふためきながらお湯から顔を出す。手でびしゃびしゃ顔を拭ふくと、突然降ってきた声の主をすぐに発見。勇治はあんぐりと口を開ける。

「背中流してあげるわ」

　洗い場で膝ひざをついて手招きするのは、赤い髪を後ろに縛り、ぴちぴちのスクール水着を着た代だい田た。いい感じに膨らんだ胸には「３―Ｂ　代田」と書いた布が貼はってあり、なぜか背中に小さな天使の羽根がついている。胸元に垂れたペンダントだけが、そのコスチュームに似合っていない。

「代田さん!?　……な、なんすかその格好!?」

「変かな？　水着ってこれしかないのよね。コスプレ用なんだけど」

　代田は少し照れたような顔で、自分の身体からだを見る。

　変というかエッチである。むっちりした太ふと股ももとか大きなお尻とか、もうなんというかひと目見ただけで興奮してしまった勇治は、湯船から出ることができなくなった。

「いや……、か、可愛かわいいっすよ」

「ほんと!?　ありがとう、自信が出たわ！」

　どんどん自信を持ってもらいたいものである、とドキドキしながら思う勇治。

「ていうか代田さん。いつの間に入ってきたんすか？　心臓に悪いっすよ」

「うーん。……まだ疑われてるのかな、私？」

「いえいえいえ！　一海は勝手に引きこもってただけみたいだし。晩ご飯も美お味いしかったっすよ。一海と一緒に食べました。……それで、謝ろうと思って。ごめんなさい」

「そう！　よかった！」

　手を叩たたき、笑顔の代だい田たは立ち上がる。見られちゃまずいと思った勇ゆう治じはとっさに股こ間かんを隠しながら背を向けたが、脇に手を差し込まれて凄すごい力でぐいっと持ち上げられた。

「な、ななななにするんすか代田さんっ!?」

「身体からだ洗ってあげるわ。これもメイドの仕事だし。ご主人様って、こういうことさせてくれないのよねー」

　背中に彼女の胸の感触があり、その柔らかさに鼻血が出そうになった。されるがままに、椅い子すに座らせられた。これからいったいなにが行われてしまうのだろうか。メイドというのはこんなサービスまでしてくれるのか。勇治は股間を隠しながらどぎまぎする。

「お客さん、こういうとこ初めて？　なんちゃって」

　背後で垢あかすりタオルにボディーシャンプーをつけて泡をたてる代田の声に、勇治の理性は弾はじけ飛ぶ寸前である。目を瞑つむり、必死に難しいことを考えて冷静になろうとするが、まったくの無駄であり、もはや暴動は必至であると思われた。

「あ。凄い期待されちゃってるみたいね」

　ひょいと代田の顔が横から出てきて、すぐに引っ込んだ。

「ぬおわあっ!?　み、見ないでくださいよ！」

　モロに見られた。前まえ屈かがみに股間を隠すが、あまりの恥ずかしさに耳まで赤くなる。



    

  
    
      



    

  
    
      「あははははは。ごめんごめん。若いわねー。でも自信持っていいんじゃない？　中の上、ってとこかな」

「だ、代だい田たさん……」

　これはもう、誘っているとしか思えない。こんなところでこんなことになるだなんて夢にも思っていなかったけど、いくらなんでも我慢の限界突破寸前秒読み体勢五秒前。

「ところで勇ゆう治じ君って、好きなコいるのよね？」

　たった一言で、煩ぼん悩のうゲージが一気に萎しぼんだ。

　そうだ、オレには那な奈なとるりかがいるのだ。裏切るなんてできない。ごしごしと背中を洗われながら、那奈の羅ら刹せつのような顔を思い浮かべ、いろんなことに堪え忍ぶ。

「もうキスとかしたの？　ファーストキス」

　その言葉の響きになぜか一かず海みの顔が浮かんだ。思い出したくない嫌いやな記憶が蘇よみがえってきそうだったので、苦い顔をして頭を振った。

「……ま、まだっす」

「あはは、照れちゃって。好きなコって、やっぱりあの、……るりかって女の子？」

「い、いやあのその、るりかっていうか、もうひとり……」

「好きなコ、ふたりいるんだ！　気が多いんだねー。もしかして、そのふたりの女の子に迫られて、どっちか選べずに困ってるとか？」

「よ、よくわかりますね……」

「今の関係を壊すのが恐いんだ。青春だねー。勇治君って、女の子とふたりっ切りでデートとかしたことない？」

「な、ないっす」

　那奈と買い物に行ったりするけど、デートとはいえないだろう。遊園地とか水族館に遊びに行ったことがあるけど、一海も一緒だった。

「やっぱり奥手なんだね。おねーさんが、レクチャーしてあげようか？」

　腕を握られ、肩に顎あごを置かれた。背中にぺちょりと柔らかな感触。それでまた、理性が吹き飛びそうになる。

「レレレレクチャーって、ななななんすか？」

「恋の手ほどき。私のことカノジョだと思って、デートの予行演習しようよ。日曜日に公園でも行かない？　ふたりっ切りで。経験豊富なおねーさんが、相談に乗るよ？」

「で、でも代田さんって、カレシとかいたことないっていってなかったでしたっけ？」

「ぐっ。それはこの際どうでもいいの！　勇治君のためになれば！」

　肩から顎あごを離し、ぴしゃりと背中を叩く。

「痛い！　……ど、どうして、オレにそこまでしてくれるんすか？」

　もしや、このひともオレのことが好きなんじゃないだろうか。なにしろオレは、モテ期なのだから。勇治はそんな都合のいいことを考える。だとしたら、予行演習といいつつも、最後まで行ってしまう可能性があるかも知れない。

「友達……だから」

　消え入りそうな声。

「だ、代だい田たさん？」

　なんとなく気になって振り返ると、代田はにっこりと笑みを浮かべていた。

「じゃあ、考えといてね！」

　代田は立ち上がり、蛇口を捻ひねってシャワーを浴びる。泡のついたスクール水着が、ざあっとお湯に濡ぬれる。なんとなく見ちゃいけないような気がしたので、勇ゆう治じはうつむいた。

「そ、そうっすね。ちょっと考えさせてください……って、またか！」

　誘惑に負けてちらりと覗のぞき見ようとしたら、すでにそこに代田の姿はなかった。流しっ放しのシャワーのお湯が、大理石の床を叩たたいている。

　八やつ菱びしのスパイだという疑惑は晴れたけれど、やっぱり魔法使いなんじゃないかと疑う勇治だった。



　　　３



　かすかに、鳥のさえずる声が聞こえた。

　眩まぶしい朝あさ陽ひに目を覚ました勇治は、ベッドの中で身体からだを伸ばす。今日は土曜で学校が休みだから、思う存分惰だ眠みんをむさぼれる。

　ぼんやりしながら目を擦こすり、ぬくぬくの布団の中で首をひねると、幸せそうな表情を浮かべ、安らかに寝息をたてる一かず海みの顔が、触れるほど近くにあった。その天使のような寝顔は、まるで女の子のよう。長い睫毛まつげ、白く綺き麗れいな肌。さらさらで長めの髪が顔にかかっているせいか、とても可愛かわいく見える。

　艶つややかな、一海の唇くちびる。忘却していた過去の記憶が蘇よみがえる。

　――一海ならいいかも知れない。

　そう思った瞬間、一気に目が覚めた。目を見開いて、慌あわてて顔を引く。

「……な、なにを考えているんだオレは」

　どっと、汗が湧いてきた。これが夢じゃないのは、頬ほおをつねって確かめたから間違いない。困惑しながら、気持ちよさそうに眠る一海に気づかれないように、音をたてずにゆっくりとベッドから這い出し、逃げるように寝室から出る。

「い、いくらなんでも、大胆すぎるぞ……」

　徐々に頭がクリアになってきた。風呂から上がったあと、一海とテレビを見たり、インターネットでくだらない検索をして遊び、深夜二時くらいに空いている客室に案内され、ふかふかのベッドの感触が気持ちよくてすぐに眠りに落ちたことを思い出す。

　油断していた。まさか、添い寝されるだなんて。

　どたどたと階段を駆け下り、脱衣所に飛び込んだ。全裸になって鏡の前に立つと、青い顔をした自分の姿を凝ぎよう視しする。念入りに身体を見回しても、どこにもキスマークとかない。だから、おそらくなにも間違いは起こっていないはずだ。それだけ確認して、ほっと息を吐き出す。

　せっかくなので、風呂場に入り、冷たいシャワーを浴びてさっぱりしてから、湯船にダイブした。二十四時間いつでも入れる風呂というのは便利である。

　とぷんと、お湯の中に頭を沈める。一瞬でも一かず海みのことを可愛かわいいと思ってしまった自分が許せない。オレはノーマルなんだ。女の子が好きなんだ。那な奈なが好きなんだ。るりかが好きなんだ。一海は男子で、親友なんだ。恋愛対象なんかじゃないんだ。

　――一海が女の子だったら？　そんなのありえないじゃないか！

　勇ゆう治じはざばっと顔を出し、激しく頭を振った。



「おはよう、勇治君。よく眠れた？」

　風呂から出て、二日連続で着ている制服のシャツが少し汗臭いなとか思いながらリビングに行くと、掃除機を抱えた代だい田たが立っていた。今日ももちろんメイド服を着ている。

「いや、まあ、眠れたというか、寝ちゃったというか……。そういや代田さん、昨日の風呂のあと、どこ行っちゃったんすか？　夜いなかったみたいだけど」

「もちろん、〈青春の門〉よ。ストレス発散できて、すっきりしたわ！」

　楽しそうにそういって、掃除機のズゴーという音とともに隣の部屋に移動する。このひとの頭の中には、ゲームとコスプレしかないんじゃないだろうか。

　一海が寝ている二階には戻る気がしなかったので、リビングの大型プラズマテレビの電源を入れて、ソファに身体からだを埋める。リモコンをパチパチいじっていたら、ケーブルテレビのアニメチャンネルを見つけた。サイボーグの黒猫がガトリングガンを撃ちまくる画面を、ぼんやりと眺める。

　頭に浮かぶのは一海のことだった。男どうしなのに、なんでオレのことが好きになったのだろう。那奈だっているし、代田さんだって可愛いのに。女性不信になる決定的な事件でもあったのだろうかと記憶を探るが、特に思い当たらない。

　――一海が女の子だったら、どうなっていただろう。

「おはよう、勇治」

「ぬおわっ!?　お、おおおおはよう！　いい天気だな！」

　背後からいきなり一海の声がして、勇治はソファから転げ落ちそうになった。振り返ると、ぶかぶかのパジャマを着た華きや奢しやな一海は、子供のように目を擦こすりながら立っていた。さらさらの髪に、柔らかそうな白い肌。優しい朝あさ陽ひに照らされて、とても眩まぶしく見える。

「勇治、先に起きたんだね。気づかなかったよ」

「ま、まあな。お前はぐっすり眠ってたみたいだし……」

「うん。久しぶりによく寝れたよ。最近は、ずっと魔法の研究してたから」

　まだ眠たそうな一海は、とろんとした笑顔を浮かべて、勇治の横に腰を下ろした。膝ひざを曲げると、ソファの上で体育座りの体勢を取る。

　ぽす。一海の頭が、勇治の右肩にもたれた。

「……か、かかかか一かず海み」

「なあに？　あ、そうだ。今日はるりかちゃんを呼びたいんだけど」

「ぬあっ!?　な、なんで？」

「僕ね、魔法を使えるようになりたいんだ」

　勇ゆう治じはすぐにはその言葉の意味がわからず、ぽかんと口を開けた。

「魔法が使えるようになるにはね、儀式が必要なんだ。儀式の方法はわかってるんだけど、魔宝石が必要なんだ。るりかちゃんの持ってる、ブレスレット」

「な、なんでいきなりそんなことを？」

「……だって、勇治は女の子が好きなんでしょ？」

　一海は膝ひざに顔を埋めて、寂しそうな顔をする。

「なんだそりゃ。それが魔法と、どんな関係あるんだ？」

「昨日だって、インターネットでエロページエロページって、アダルトサイトばっかり。ウィルスとかスパイウェアとか入るから、セキュリティ守るの大変だったんだから。そんなに女の子がいい？　そんなに女の子が好きなの？」

「バ、バカなにいってんだ。男だったら当然だぞ！」

　昨夜は一海に変な気を起こさせないようにという理由もあり、調子に乗って様々なキーワードを入れて検索していたのだが、ここまで引かれていたとは思わなかった。

「スクール水着とか、メイドさんとか、そんなの好きなのが普通？」

「そ、それはそのう……」

　代だい田たのインパクトが強く、ついそんなマニアックな画像を求めてしまった自分が恥ずかしい。代田に似た女性を捜していただなんて、口が裂けてもいえない。

「あら？　ご主人様、起きたんだ。朝ご飯食べます？」

　掃除機を抱えた代田がリビングに入ってきたので、勇治は跳び上がりそうになった。

「いらないよ」

　一海は急にぶすっとして、顔をそむける。

「ちゃんと食べないと、栄養失調で倒れちゃいますよ？　スープくらい飲みません？」

「勇治はどうする？」

「オレ？　オ、オレは……腹減ったかなあ」

「じゃあ、朝ご飯作るわね！」

　代田は嬉うれしそうに腕をまくり、台所へ消えた。

「一海。そういやお前、まだ代田さんのこと、八やつ菱びしのスパイだって疑ってるのか？」

「え？　疑っているっていうか、その通りだしね。あのひとは親父おやじに依頼されてこの家にきてるんだから、間違いないよ。でも、真面目まじめに仕事してないね。よく留守にしてるみたい。どこ行ってるんだろ」

「ゲーセンだよ。あのひと、スパイなんかじゃないぜ。ちょっと変で普通じゃないけど、実はただのゲーム好きのおねーさんだよ」

　彼女の疑惑を晴らして仕事をしやすくしてやろうと思ったのだが、墓ぼ穴けつだった。一かず海みの顔色が変わる。

「勇ゆう治じ？　……な、なんでそんなこと知ってるの？」

「ぬ？　いや、ゲーセンで……」

「親しいの？　あのひとと、親しくしてるの？」

「と、友達になったんだよ。実は」

「友達になったの!?　……いつの間に！」

　整った顔を歪めて、突き放すように距離を取って立ち上がる。

「……勇治って、気があり過ぎだよ。油断できない！」

　油断できないのはお前だろうと突っ込みたくなったが、そんなことをいえる状況じゃない。勇治は親友の豹ひよう変へんぶりに、あたふたするだけ。

「ご主人様ー。タマゴはどうします？　サニーサイドアップ？　ターンオーバー？　スクランブルがいいですか？」

　台所からのんきな代だい田たの声がしたが、一海はキッと睨にらむだけ。

「早くしなきゃ。……僕は朝ご飯いらないから、勝手に食べてて！」

　そういい捨てると、一海はすたすたとリビングから出て行ってしまう。その背中を見送りながら、勇治は声をかけることすらできない。

「あれ？　ご主人様は？」

　代田が、フライパンを片手に台所から出てきた。

「いや……。なんか、怒らせちゃったみたいで」

「ふうん。気難しいよね、ご主人様って。まあいっか。じゃあ勇治君、二人前食べてね。今日はこれからコスプレイベントに出かけなくちゃいけないから、忙しいわー」

「コ、コスプレイベントっすか!?」

　まさか公衆の面前で、あのスクール水着を披露するんじゃあるまいか。そう思っただけで、勇治は悶もん々もんとするのであった。



「いらっしゃい、那な奈なちゃん。るりかちゃん」

　笑顔に迎えられて一海の部屋に入ってきたのは、薄手のパーカーとジーンズ姿の那奈と、大きなあくびをしてポニーテイルを揺らするりか。

　白衣を着た一海を見て、眉根を寄せる那奈は勇治の腕をつついた。

「ゆーじ。一海くん、なにをするつもりなの？」

「ていうか、お前まできちゃったのか」

「ん。だってるりかだけじゃ、不安だし。それに、なにするかわからない」

　確かにその通りだ。因いん果が律りつの拒絶反応はなくなったとしても、油断はできない。

「あれ、るりか。マロンは？」

　クローゼットに入っていた服だろうか、るりかは見慣れぬ青いブラウスと、チェックのミニスカートを着ている。だけど、マロンを抱きかかえていない。

「にゃむ。昨日から、帰ってきてないのれす。帰ってきたら、お仕置きなのれす」

　またカラスのファブニールに拉ら致ちされた可能性が高い。るりかと違って、マロンの不運は依然続いている。

「今日るりかちゃんを呼んだのは、頼みがあるからなんだ。るりかちゃん」

「ふあい。なんですかあ？」

　机の前に立った一かず海みに、るりかは目を擦こすりながら答える。

「僕は、魔導師のるりかちゃんに弟子入りしようと思うんだ。お願いできるかな？」

　やっぱり本気らしい。勇治の隣で那な奈なが驚きの声を漏らしたが、ぼーっとしていたるりかは無反応だった。あくびをして、身体からだを伸ばし、キョロキョロを周りを見回し、それからやっと一海を見ると、くりっと首をかしげ、口に指を当てて考える。

「にゃむ。……弟子、れすか？」

「う、うん」

「魔法の、弟子ですか？」

「ダメかな？　僕に魔法を教えて欲しいんだ？　るりかちゃんの弟子になりたいんだ」

「……えええっ!?　田た中なか一海がわたしの弟子になるんですか!?」

　遅い。やたら遅い反応である。

　るりかは弾はじかれたようにあとずさり、噛かみつきそうな勢いで一海を睨にらんで身構えた。怒った猫みたいに、フーっと唸うなっている。

「絶対に嫌いやです！　全力でお断りします！」

　一海だけではなく、勇ゆう治じも断るとは思わなかったので驚いた。

「なんでだ、るりか？」

「だって、田中一海はあの到達者なんですよ。今はなんだかんだで仲良くしてますけど、やっぱり到達者は敵です！」

　勇治はすっかり忘れていたが、到達者は二〇年後の未来で世界を滅ぼそうとしていて、るりかの仲間はそれを止める戦いで傷つき死んでいったのだ。一海を恨むのも無理はない。

「え？　僕はるりかちゃんの敵なの？　……どういうこと？」

　困惑した顔で、一海は勇治を見る。

　まずい。本当のことを知ったら、深く傷ついてしまうに違いない。勇治はぐいっとるりかの肩を引いて、一海に背を向ける。

「ぬおい、るりか！　なにいってんだお前は！　もう未来は変わったんだろ？」

　一海に聞かれないように、耳元で叫ぶ。

「だ、だってだって、到達者は……」

「いいか、るりか。このまま放っておいたら、一海の研究は止まってしまう。すると、未来で魔法がなくなっちまう。そうなっちまったら、お前も魔法が使えなくなるだろ？　だから、お前が一海に魔法を伝授しないといけないんだ！」

　必死に頭を回転させて、それらしい理由をでっちあげる。

「あっ！　そ、そういえばそうです！　大変なことになります！」

「だから、協力してくれ。お前だけが頼りなんだ。未来のために。いいな！」

「了解です！」

「おっし。というわけで、オレも弟子入りするぜ。お前は、自分の師匠の師匠になるんだ！」

　勇ゆう治じはるりかの肩を放し、一かず海みにも聞こえる声でそういった。

「……ふえ？　師匠もですか？」

　るりかは、ぽかんと口を開けた。

　勢いづいてついそう口走ってしまったが、なんだか変な話になってきた。マロンがいたら、止めるだろうか。

「え？　勇治？」

「お前だけ魔法を使えるようになるなんて、許さないぞ。オレも、魔法には興味があったんだ。呪じゆ文もんもふたつ覚えているしな！」

　これは本音だった。魔法なんて面白そうなもの、習得しておいて損はないだろう。

「ち、ちょっと、なにそれ。ずるい。あたしも参加するっ！」

　那な奈なが憤ふん然ぜんと割って入ってきた。

「マ、マジか？　お前はいいだろ？」

「仲間外れは嫌いや。あたしも弟子になるっ！」

「……なんだか、凄すごいことになってきました。一気に弟子が三人です！」

　興奮気味のるりかは、楽しそうに顔を輝かせる。

「るりかちゃん。僕たちを弟子にしてくれるの？」

「はい！　わたしは厳しいですよ！」

「ありがとう！　じゃあ、ついてきて」

　白衣をひるがえし、一海は歩き出す。

「ぬ？　どこへだ？」

「秘密の研究室」

　一海の瞳ひとみが、異様に輝いた。



　　　４



　そこは、地下室だった。

　二階には隠し扉があり、そこから暗くて狭い階段が伸びていて、直接下りられるようになっていたのだ。こんな仕掛けがあることを知らなかった勇治たちは、かなり驚いた。

　窓のない、広い空間。なにに使うかよくわからない機材が所狭しと並び、たくさんのケーブルが這はっている。高い天井からは厚手のカーテンが垂れ、部屋をいくつかに仕切っていた。

「……すげーな、こりゃ」

　勇ゆう治じは、唖あ然ぜんとした。那な奈なとるりかも、目を丸くして部屋を見回している。

「もともとここは、親父おやじの研究室だったんだけどね。八やつ菱びしに飼われる前までは、ここで様々な研究をしていた。ろくなことじゃなかったけど」

　吐き捨てるように、一かず海みはそういった。抱えていたノートパソコンを机の上に置き、画面を開いてキーを叩たたく。

　いったい一海の親父さんはなにものなのだろうか、と勇治は思った。広くて豪勢な家もそうだが、地下にこんな研究室まで作ってしまうとは。機材なんかも、普通じゃ手に入らないような専門的なものが多いような気がする。

「そういや、親父さんから連絡とかあったのか？」

「ないよ。るりかちゃんの究極魔法に巻き込まれて、虻あぶ川かわと一緒に死んでるかもね」

「お、お前なあ！」

「冗談だよ。でも、顔も見たくない」

　冗談に聞こえない。一海は冷酷な顔のまま、機材のスイッチを入れる。

　ブゥン、と重い音が鳴り響き、なにかが起動した。端末を見ながらチェックしている一海の姿が、自分の知っている姿と違っていて、勇治は少し当惑した。

「るりか。触るなよ」

「は、はひっ！」

　るりかがこっそりと装置に手を触れそうになっていたのを見つけて、勇治はたしなめた。この地下室にある高価そうな機材を壊されたらまずい。弁償になったら、いくらになるかわかったものではない。

　奥のカーテンをめくって一海が誘うので、勇治たちは顔を見合わせながら、ぞろぞろとカーテンで仕切られた先へ行く。

　そこは会議室のような場所だった。大きなスチール製のテーブルとパイプ椅子が並んでいて、隅にはホワイトボードが置いてある。

「これを配るから、目を通しておいて」

　全員席に着いたのを確認して、一海は分厚い書類の束をテーブルに撒まいた。手に取ってぺらぺら捲めくると、Ａ４サイズの紙にびっしりと文字が書き込まれている。

　それは一海のノートから書き写したものだった。一ページ目には、目次があった。第一段階《師との出で逢あいと承諾》。第二段階《イニシエーション》。第三段階《最初の呪じゆ文もん》。修行は、第一三段階まであるらしい。

「ラテン語だったものを、僕が訳したものだよ。魔法陣や印の結び方も書いてある。印は九字護身法、いわゆる臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん裂れつ在ざい前ぜんっていう、破魔の印を元にしている感じだね。和洋折せつ衷ちゆうっていうか、いろいろな手法を組み合わせているみたい」

　そういって、一海は細い指先を器用に動かして印を作ってみせる。それはるりかが魔法を使うときに見せるものと同じだった。

「こ、これってどうしたんですか!?　魔法の入門書じゃないですか!?」

　ざっと書類を読んだるりかが、驚きよう愕がくの声をあげて立ち上がる。

「あれ？　そういやお前には、ノートのことをまだ話してなかったっけ」

「師匠！　ど、どういうことなんですか!?」

　るりかは顔面を勇ゆう治じに近づけて、唾つばを飛ばす。

「ちょ！　ち、近い近い！」

「勇治。るりかちゃんは知らないの？　僕のノートのこと」

「な、なんか話しそびれちゃってな。結局話してなかった」

　勇治は噛かみついてきそうなるりかの顔面をぐいっと押し返そうとしたが、顔をひしゃげさせながら抵抗した。

「聞いてまふぇん！　どういうことでふか師匠!?」

「あたしも知らない。ふたりだけの秘密なんだ」

　那な奈なは頬ほおを膨らませ、肘ひじをついてそっぽを向いた。

「そーゆーんじゃねーって！　るりか、とにかく落ち着け！」

「落ち着いてられまふぇん！」

「いいから落ち着けえええ！」

　勇治が立ち上がって全力で怒鳴ると、るりかはやっと大人しくなった。ふてくされた顔をして、どすんと腰を下ろす。

「ったく。えーと、どっから話そうか？」

「僕が話すよ。……あのノートのことで、那奈ちゃんとるりかちゃんに、ずいぶん迷惑をかけちゃったからね」

　一かず海みはパイプ椅い子すに腰掛けると、重々しく口を開いた。

「半月くらい前かな。あのボロボロのノートは突然、僕の部屋に姿を現したんだ――」



　雷雨の日。真夜中に八やつ菱びしの研究所からひとりで帰ってくると、部屋の真ん中にそのノートは忽こつ然ぜんと落ちていた。

　Ａ４サイズのノートを、何冊か束ねてあるようだった。恐る恐るそれを手に取ると、汚れて黒ずんだ表紙には、なぜか田た中なか一海の名前が書かれていた。中には見覚えのある筆跡で、偏執狂的にびっしりと文字が書き込まれている。前半は、ラテン語やギリシャ語だった。若干知識のあった一海は、辞書を片手に真剣に読み進める。

　雷鳴が轟とどろいた。

　それは、魔導書だった。魔ま因いん子しを利用する魔法を使う方法が、事細かに書かれていた。

　一海は鳥肌が立った。そのころ、ちょうど父親とともに研究していたのが、魔因子だったからだ。

　数ヶ月前に一海が偶然発見した、魔因子と名付けられた未知の物質。父親と研究を進めていて、それを巧く生成すれば、物理法則を超越した未知のエネルギーを生み出せることがわかっていた。

　ノートには、魔ま因いん子しとはひとびとの魂に眠る魔力というエネルギーを解放する物質である、と書かれていた。魔因子だけでは意味はなく、様々な精霊や悪魔の力を借り、ひとの持つ魔力と反応して初めて強力なエネルギーが発生する。

　多種多様なペンタグラムやヘキサグラムの図も描かれていて、それは魔ま方ほう陣じんではなく、魔ま法ほう陣じんと説明されていた。魔法によって描かれる、魔法の力を引き出す力場。高度な魔法を使用するためには、必要不可欠なもの。

　後半には、精霊や悪魔と契約する方法や、様々な試行錯誤の末に導き出された呪じゆ文もんが、日本語で書かれていた。それはひとつやふたつではなく、様々な属性のもとに数百種の呪文が並べられている。

　数日の間、一かず海みは部屋にこもってひとりでノートを研究した。自分の筆跡で書かれた、魔法の理論を。

　信じられない。だけど、どうしても試したくなった。

　一海は八やつ菱びしの研究所へ行き、父親にノートの存在を知らせた。鼻で笑われ、よくこんなバカげたものをでっちあげたなと嫌いや味みをいわれたが、一海は食い下がった。

　すでに、魔因子からエネルギーを抽出するための実験的な装置ができていた。八菱の研究所に設置されたそれは、全長五メートルくらいの青白く発光する巨大な水晶体で、足下に様々な装置が並び、大小のパイプが他の機材に繋つながっている。

　一海の父親は、研究員のひとりを呼び出した。一海は自分で試したかったのだが、父親はそれを許さなかった。

　そのことを思い出すと、今でも一海は後悔の念に苛さいなまれる。

　研究員はノートを持ち、装置の前で呪文を唱となえた。GLACIALISの項に書かれた、魔法発動の言葉。空気が緊張し、巨大な水晶体が激しく反応する。

　次の瞬間、彼の下半身は凍りついた。ノートを落とし、気を失う。

　他の研究員たちが慌あわてて救出に取りかかったが、近づこうとするだけで身体からだに切り傷ができた。

　なにか未知の力が、その場所に渦巻いていたのだ。



「……魔力の暴走です。ちゃんと精霊と契約をしていないのに、呪文を使って呼び出したのが悪いんです！」

　握り拳こぶしを作ったるりかが、怒ったようにそういった。

　一海は、うなだれた。

「そうだね。結局一時間後くらいに救出できたんだけど、彼の下半身は完全に凍傷になってしまって……。命は失わなかったけど、酷ひどいことになってしまった」

「マジか……」

　勇ゆう治じは、ぞっとした。軽い気持ちで魔法を使いたいだなんていってしまったが、手順を間違えたら取り返しのつかないことになるようだった。

「そのあと、僕はノートを取り返して家にこもったんだ。勇治にも相談した。捨てちゃえ、っていわれたけど、僕にはできなかった……。取り憑つかれていたんだね。僕が書いた、魔導書。自分の分身のように思えて、とても愛おしかったんだ」

「そのノートって、今はどこにあるんですか!?」

　るりかは椅い子すを蹴け倒たおしながら立ち上がる。

「……もうないよ。るりかちゃんが究極魔法を使ったとき、虻あぶ川かわが持ってたんだ。だから、きっと魔法に巻き込まれてなくなっちゃったよ」

「そ、そうなんですか？　うーん……」

「なんだよ、るりか。なにか気になるのか？」

「ちょっと見てみたかったんです。このプリントアウトされた書類に書かれていることって、間違ってないんですけどちょっと古いんです。それと田た中なか一かず海みの話を聞いて、もしかしたら、って思ったんです」

「ど、どういうことだ？」

「師匠にはちょっとだけ話しました。覚えてないかも知れませんけど、わたしたちにとっては、とっても重要なものだったんです」

「だから、なんだよ？」

「〈一海文書〉です」

「……なんだっけ、それ？」

　るりかは勇治を見下ろし、バカにしたようにため息をついて肩をすぼめた。

「未来の話ですけど、もともと魔法対策部隊としてのわたしたちの仕事は、〈一海文書〉を狙って世界中から集まってきたオカルト集団や犯罪者集団と戦うことだったんです。〈一海文書〉は、東京のどこかに隠されている、って噂うわさがあったんです。わたしたちも、それを探していました」

「その〈一海文書〉ってやつが、あのノートなのか？」

「任務中に、何度かその姿を見たことがあります。まるで意志があるような、不思議な魔法がかけられた魔導書なので、幻まぼろしだったのかも知れませんが……。とにかく〈一海文書〉は、確かにボロボロの厚いノートでした」

「ねえ、るりかちゃん。どうしてその犯罪者たちは、僕のノートを狙っていたの？」

　一海は身を乗り出した。

「〈一海文書〉は、到達者であり始し祖そである田中一海が記した究極の魔導書なんです。そこには、すべての魔法の呪じゆ文もんが書かれています。究極魔法から、禁断魔法まで。その魔導書があれば、田中一海と同等の力を得られると信じられていたんです」

　あの気色の悪いノートが、そんなに重要なものだったとは。勇治には信じられない。

「未来の僕って、そんなに有名なの？」

　むっとした顔で一かず海みになにかいおうとしたるりかの腰を、勇ゆう治じはとっさに抱き寄せる。

「そうそうそう！　昨日話しただろ？　お前、未来じゃすんげー有名人なんだ。なにしろ、最初に魔法を発見した、偉い博士なんだからさ！」

「……それだけ？」

「ああ、それだけだ！」

　納得していなそうだったが、頷うなずいてくれた。一海には、本当のことはいえない。お前は世界を滅ぼそうとした極悪人だ、なんていえない。

「……ゆーじ、いつまでるりかを抱いてるの？」

「ぬおっと！」

　隣でふくれていた那な奈なにそういわれて、慌あわててるりかを解放する。

「それじゃあ、もう〈一海文書〉は失われちゃったんですか？」

　るりかは不満そうな声を出す。

「うん。でも、写しがあるよ。全部じゃないけどね。このプリントアウトした書類は、その一部」

「なんか、悔しいな。〈一海文書〉は、わたしの手で燃やしたかったのに」

　いろいろと思うことがあるのだろう。るりかは身体からだを揺すっている。

「まあ、悪用されるよりはマシじゃねーか？　なくなってよかったんだよ」

「そうだね。親父おやじの手に渡ってたら、とんでもないことになってたよ」

　勇治と一海の顔を見比べながら、るりかはなにかをいおうとしたが、ぐっと呑のみ込んだ。倒れた椅い子すを戻し、すとんと腰を下ろして足をばたつかせる。

「わかりました。じゃあ、さっそく入門の儀式を始めましょう！」

「もうかよ！」

「だって、そのためにここにきたんじゃないですか？」

「うん。そうだね。るりかちゃん。なにか必要なものはある？」

「強い気持ちがあれば、それだけで十分です！」

　そういって、るりかは立ち上がった。さっきから座ったり立ったりと忙しいやつだな、と勇治は思った。

「プリントを見てください。いいですか？　まずは第一段階の《師との出で逢あいと承諾》です。これは、魔法を使いたいという強い意志と、魔法が実在するということを信じる心と、尊敬できる師を見つけることでクリアされます。つまり、ここはもうクリアしています。いいですね？」

「尊敬、ってとこがクリアできてないんじゃねーか？」

　るりかは鋭い目つきで勇治を睨にらむ。

「わたしを尊敬してください！　今すぐにです！」

「難しいな。あと二〇年くらい待ってくんねーか？」

「……勇治」

　一かず海みに真剣な目を向けられて、勇ゆう治じは舌を出す。この食いしん坊で寝ぼすけのるりかを、どうやって尊敬すればいいというのだ。しかしここで不服を唱となえても前に進まないので、不本意ながら折れることにする。

「わかりました。るりか師匠！　尊敬しています！」

「よろしいです！　では、第二段階《イニシエーション》へ進みます。これをクリアすれば、“〝修練者”〟という称号が与えられます。いわゆる、加入儀礼っていうやつです。師が弟子に魔のエネルギーを注ぎ込み、魂たましいに眠る魔力を引き出します。ちなみにこの儀式で、大半のひとが落第します」

「ち、ちょっと待てよ。なんか恐ろしいことをするんじゃねーだろな？」

「別に恐ろしくはないです。落第するのは、生まれながらに魔力がわずかしかないひとです。師匠と田た中なか一海に関しては、魔力はバカみたいにあることがわかっているので問題ありません。あと魔力には種類があって、それがわからないと引き出せません。それが見つけられない場合がありますけど、師匠の場合はよく知っているので問題ないし、田中一海の属性は有名なので問題はありません。那な奈なさんの属性だけはわからないので、最初に属性を調べます」

「属性か。るりかの場合は、“〝氷”〟だな？」

「そうです。師匠は、“〝時空”〟です。田中一海は、“〝無”〟です。精霊属性と違って、ふたりはオンリーワンな特別な属性なんです」

「僕の属性は、“〝無”〟なんだ……。よくわからないけど、なんだか恐い属性だね」

　首をかしげて、一海は複雑な顔をした。

「そうです。すべての属性を支配するという、とんでもなく恐ろしい属性なんです！」

「わ、わかったから先に進もうぜ！　で、どうすりゃいいんだ？」

　るりかが余計なことをいいそうだったので、勇治は先を促す。

「はい。これから儀式を行います。本当は、少しずつ魔力を引き出すんです。普通は、半年くらいかけます」

「そんなにかよ！」

「引き出せる魔力の上限がわからない場合がほとんどだからです。でもふたりとも、わたしの魔力を上回っているのは確かなので、一気に行います！」

「お、気が利いてるな」

「多少危険ですけど、まあ大丈夫でしょう。それでは、さっそく魔法陣を敷きます！　田中一海さん。……いえ、一海！　広い場所に案内しなさい！」

　るりかにそう命令されて、一海は弾はじかれたように立ち上がった。

「はい、るりか師匠！　……ここのテーブルを片付けるだけじゃダメ？」

「こんくらいの広さがあれば大丈夫かな？　じゃあ、師匠。……いえ、勇治！　一海！　とっととテーブルを片付けなさい！」

「へいへいへい。お師匠さま」

「きりきり働きなさい！」

　るりかは勇ゆう治じの尻しりを思いっ切り蹴けった。

「痛え！　人使いの荒い師匠だな！」

「こっちの台詞せりふです！」

　カーテンの向こうに出せるというので、力を込めてスチール製の重いテーブルを押し出す。一かず海みの力は当てにならないので、ほとんど勇治の力だけだ。那な奈なはカーテンを持ち上げてくれたけど、師匠面のるりかは会議室でふんぞり返って手伝うつもりがない。

「ねえ、一海くん。どうして急に魔法を使いたいだなんて思ったの？」

　やっと移動が終わると、那奈がそういって一海の白衣をつまむ。

「え？　……うん。急がなくちゃいけないな、って思ったんだ」

　一海は、困り顔で勇治を見た。見られた勇治は、首をかしげる。

「ゆーじが関係あるの？」

「あ、あとで話すよ。とにかく、僕はある魔法が使いたいんだ」

　そういって、一海は逃げるようにカーテンの向こうへ行った。

「なんだろうな、あいつ。使いたい魔法って、どんなんだ？」

「……ゆーじ。昨日、なんかあったの？」

　那奈のそばに行くと、上目遣いで睨にらまれたので、勇治は全力で手を振った。ベッドで添い寝されたことなんて、関係ないだろう。

「な、なんもねーよ！」

「本当に？　……じゃあ、なんだろ？　スパイのことと関係あるのかな？」

「ああ、スパイな。あれ、ハズレだぞ」

「ハズレ？　なにが？」

「代だい田たさんは、スパイじゃないよ。ちゃんと確認した」

「……代田さん？　なんで名前知ってるの？　なにを確認したのっ!?」

　那奈の表情が一変した。友達になったとかゲーセンでいろいろあったこととか話すと、一海のときみたいに過剰反応されかねないので、勇治はうやむやにごまかそうと思った。

「と、とにかく代田さんは、ただのメイドさんだよ。ちょっと変だけど」

「あやしい……。伊い藤とうさんがいってた通りになってる。ゆーじ、絶対に騙だまされてるよっ！」

　この鋭い視線を前に、ごまかし切れるだろうか。ジャーナリストの伊藤は、那奈になにを吹き込んだのだろうか。

「勇治！　なにやってるんですか!?」

　カーテンの向こうから、るりかの声がした。

「おう！　今行く！」

　助け船だと思った勇治は、強引に那奈の手を取って歩き出す。

「ちょっと、ゆーじっ！　まだ話終わってないっ！」

「あ、あとにしろよ！　とりあえず、今は魔法だ。ていうか、お前本当に魔法使いになるのか？　なんか危険っぽいぞ。あのるりかが師匠じゃ」

「ん。……だって、不利になるし」

　そういって那な奈なは口を曲げたが、あえてなにに不利になるのかと訊きかない勇ゆう治じだった。

　カーテンをくぐると、るりかと一かず海みが待っていた。テーブルとホワイトボードを片付けたので、かなり広い空間になっている。

「揃そろいましたね。よろしい。それでは、三人とも中央に並んでください！」

　だらだらと指示された場所に三人が並ぶと、その前にるりかが立った。

「それでは、第二段階《イニシエーション》の儀式を行います。……ええと、ちょっと待ってくださいね」

　いきなり脇に抱えた書類を熱心に読み始めるという、これ以上ないくらい不安なことをやってくれたので、勇治はガックリと肩を落とした。

「……おい師匠。お前、儀式やるの初めてなんじゃねーか？」

「違います！　儀式を受けたことはあります」

「やるのは初めてなんじゃねーか！」

「いちいちうるさいですよ！　受けたことがあるんで、だいたいわかってます！」

　自信満々にそういって、書類を足下に置くと、腕をぶんぶん振って、難しそうな印をいくつも作る。その度に、大きな胸がぶるんぶるん揺れるのが非常に気になる。

「儀式を始めます！」

　ぎゅん！

　勇治たちの足下に、青い炎で描かれた魔法陣が出現した。わけのわからない文字が、彼らを取り囲む。

「危険なので、普通は一度には引き出しません。少しずつ、魔力を引き出します。でも、師匠と田た中なか一海の魔力が強大なのはわかってますから、やっぱりスパルタでいきます」

　るりかは難しい顔をして呪じゆ文もんを唱となえ始めた。そのときになって、勇治はやっと那奈のことに気づく。

「ちょっと待て。るりか、那奈はどうなんだ？　那奈に魔力がどんくらいあるのか、わからないんじゃないのか？」

「あ。……でもたぶん、大丈夫です」

「たぶんて。さっき属性がわからないと引き出せない、っていってたじゃねーか！　まずは、那奈の属性を調べるんじゃないのか？」

　不安げな顔をして腕にしがみつく那奈を見て、勇治は猛烈に恐ろしくなった。るりかの顔が、真っ青になる。

「ぬおい、るりか！　今すぐ止めろ！」

「るりかちゃん、中止しよう！」

「あわわわわ。呪文の途中です。儀式は途中じゃ止められません！」

「どうにかしろおおお！」

「うわーん！」

　るりかが泣き叫んだ瞬間――



　一海の屋敷が吹き飛んだ。



    

  
    
      


第四章　最悪のデート





　　　※



　それは、前日の夜――



　闇やみに慣れた目に、勇ゆう治じの安らかな寝顔が映る。規則正しい寝息の音が、川のせせらぎのように耳を洗う。母の体内にいるような心地よい暖かさに包まれ、わずかに匂におう彼の体臭を肺に満たした。

　そっと、勇治の首に手を伸ばす。

　一かず海みは啜すすり泣いていた。

　どうして僕は男として生まれてきたのだろう。勇治はなんで男として生まれてきたのだろう。別々の性で生まれてきていれば、こんなに苦しまなくてよかったのに。受け入れてもらえたはずなのに。

　彼に避けられているのは知っているし、彼が同性愛を拒絶しているのもわかっている。それでも、この想いはどうしようもなく、日に日に大きく膨れあがっていく。もう隠し切れない。受け入れてもらいたい。苦しみから解放されたい。

「僕には、勇ゆう治じしかいないんだ……」

　かすれる声でささやき、手を戻す。わずかに反応した勇治が、眉み間けんにしわを寄せて寝返りを打ち、背を向けた。遠くに行ってしまうような気がして、一かず海みは唇くちびるを噛かんだ。

　――昔のことを、思い出す。

　小学校一年生の三学期という微妙な時期にこの屋敷に引っ越してきた一海は、人見知りが激しく病弱だったこともあり、なかなか友達ができなかった。金持ちだと知れ渡り、友達面をするクラスメイトが何人かいたけど、その当時屋敷で研究をしていた父の鬼のような形相と、非人道的な素振りを前に、泣きながら去っていった。嫌いやな噂うわさを作られ、いじめられる代わりに徹底的に無視された。それは、とてもつらいことだった。

　二年生のクラス替えのときに、勇治と初めて出で逢あった。隣の席だった。馴なれ馴なれしくはなかったが、バカでお調子者で、苦手なタイプだった。

　忘れ物が多い彼のために仕方なく席をくっつけ、教科書を共有した。ここがわからない、あれってなんだっけ、毎日のようにそんな質問を受け、答えているうちに、学校へ行くのが楽しみになってきた。

　それでもまだ、友達と呼べる関係ではないなと思っていた。ただのクラスメイト。ただ席が隣り合っただけ。勇治には、他にも友達がいる。

　どうして自分はこうなのだろう。休み時間に外で遊ぶ彼の姿を眺めながら、一海は悩んだ。自分から輪の中に入ることができない。どうせ父のことで嫌われるに違いないと思うと、声をかけることができない。泣きたいくらい寂しいのに、どうすることもできない。

「お前のおとーさん、すごい恐いんだってな。本当か？」

　ある日、勇治が好奇心に目を輝かせてそういった。一海は躊ちゆう躇ちよしたが、押し切られた感じで、彼の妹の那な奈なも一緒に屋敷に招待することになった。

　どこで調べたのか、その日が一海の誕生日だと知っていた勇治は、勝手にバースデイパーティーを企画していた。しかし父に見つかり、パーティーは破壊され、勇治は殴られた。ひとの家の子供を平気で殴る父には絶望したが、一歩も引かず噛みついて抵抗した勇治は凄すごい。残念ながら子供の腕力では大人に勝てず、小遣いを貯めて買ったというケーキは潰つぶされ、プレゼントのプラモデルはぐちゃぐちゃにされたけど、一海は心の底から嬉うれしかった。そんなことをして貰もらったのは、初めてのことだったから。

「友達じゃんか、当たり前だろ！」

　そういって笑った勇治の顔が、今でも忘れられない。

　――友達。

　勇治は、一海の初めての友達だった。

　母が父に殺されたときも、勇治はずっと一緒にいてくれた。小学校三年生のときだ。もういいから帰ってくれ、ひとりにしてくれといっても、勇治は動かない。酷ひどいことを口にしても、ヒステリックに暴れても、勇ゆう治じは動じない。学校も休んで、トイレにすら付いてきた。気晴らしだといって夜中に土手に連れ出されると、並んで座ってぼんやりと夜空を眺めた。なにもいわなかった。なにも訊きかなかった。だけど、それがとっても嬉うれしかった。

　本当は、死ぬつもりだった。父を殺して。

　優しかった母は父の助手をしていたが、身体からだが弱くずっと入退院を繰り返していた。少し体調がよくなって退院すると、器用に屋敷の庭を手入れする。そのころの庭は、今のような鬱うつ然ぜんとしたものではなく、明るくて気持ちのいい庭で、一かず海みも気に入っていた。

　そんな母を、父は殺した。事故として扱われたが、非人道的な実験に母を使い、殺したのだ。復ふく讐しゆうのために父の部屋から持ち出した拳けん銃じゆうは、まだ机の奥にしまってある。

　結局、勇治の静かな慰めにより、一海の復讐心は折れ、立ち直った。

「友達じゃんか、当たり前だろ！」

　そのときも、勇治は笑ってそういった。どうしてこんな僕を助けてくれたの、という問いの答えだった。

　――友達。

　その言葉が、一海の胸に重くのしかかる。

　決定的な事件は、小学校六年生の秋に起こった。

　――衝撃的だった。

　世界が、変わった。

　そのことを、勇治は忘れている。なかったことにしている。だけど一海は忘れない。あの感触と、心に芽生えた感情を。

　勇治。勇治。勇治。勇治。ゆーじ。ゆうじ。ユウジ。勇治。

　勇治のことが好きだと気づく。それは友達以上の感情。一海は苦悩し、苦慮し、苦く悶もんした。出口のない迷路。理解されない情念。

　小学校の五年間は、奇跡的にずっとクラスが同じだった。地元の中学校に入学したとき、勇治と初めてクラスが違った一海は、毎日を鬱うつ々うつとして過ごした。クラスメイトにはいいやつが多く、女子も頬ほおを染めながら話しかけてきてくれたが、どうしても受け入れることができなかった。自然に孤立し、ひとりで窓の外を眺めることが多くなる。体育の授業で校庭に勇治の姿を見つけると、胸が熱くなった。

　そのころから、母を失った父の助手をするようになった。許せないし、憎んではいたけれど、学校に行くよりはましだし、勇治のことを諦めたかった。研究に没頭することにより、そのときだけは勇治のことを忘れられた。

　――だけど、我慢できなくなった。

　数日前、勇治は彼らしくない酷ひどい台詞せりふを吐いて那な奈なを傷つけた。そのとき那奈を慰めていたら、彼女も勇治が好きであることを知った。妹だからと安心していたのだが、彼女は血縁関係のない義兄と結婚できるということを知っていた。那奈は、一海が勇治のことを好きであることを見抜いており、お互い障害が多いことを例にあげ「仲間だね」といった。「抜け駆けは禁止だよ」ともいった。

　違う。同じじゃない。

　不公平だ。圧倒的に不利だ。だって、那な奈なは女の子だし、勇ゆう治じは彼女のことが好きなのだ。それは、ずっと前から気づいている。時間がない。もたもたしている暇はない。急がないと、勇治を奪われてしまう。

　ひとつだけ、一かず海みには武器があった。

　――魔法。

　まだ可能性のひとつでしかない、アドバンテージ。

　そのことに気づかせてくれたのは、他ならぬ勇治だった。魔法の研究を進めろといってくれなかったら、その呪じゆ文もんの存在を知ることもなかった。

「もうすぐ。もうすぐだよ。明日るりかちゃんを呼んで、魔力を引き出して貰もらえば、僕たちは――」

　その呪文は、何度も復唱して頭に叩たたき込んである。印の結び方も、魔法陣の出し方も。精霊との契約は必要ない。強い強い想おもいがあれば、成功するはず。

「もうすぐだよ。勇治。それで、すべて解決できるから――」

　そのまま、一海は眠りに落ちた。

　勇治のぬくもりに包まれて。
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　身体からだに違和感があり、全身がぴりぴりしていた。

　るりかが失敗させた、魔力を引き出す儀式の影響なのだろう。害はないといっていたが、るりかのいうことだから信用できない。

　しかし、今はそんなことを気にしている場合ではなかった。

「……せ、狭くないか、一海？」

「ううん。大丈夫だよ」

　首筋に一海の吐息を感じるだけで卒倒しそうになる。できるならば逃げ出したい。

　夜。勇治の部屋。セミダブルのベッドの中で、勇治と一海は肩を触れあっている。

　なんでこんなことになってしまったかというと、るりかのせいだった。彼女が魔力を引き出す儀式の途中で魔法を暴発させ、八やつ菱びしの工場跡地を吹き飛ばしたのと同じくらいの爆発を起こし、一海の屋敷に大穴を空けてしまったから。

　奇跡的に誰も怪け我がをしなかったが、屋敷は使用不能になってしまい、るりかのしでかしたことに罪悪感を感じた勇治は、つい「家が直るまでオレの家に泊まれよ」といってしまったのである。ちなみにどこで寝るかという話になったとき、「男どうしだし、オレと一海が一緒に寝ればいいか」と、ついうっかり提案してしまったのも勇治自身だ。

　自業自得ではあるのだが、やっぱりるりかがあんなことをしなければこんなことにはならなかったのだと責任転嫁し、ギリギリと歯ぎしりをして壁を睨にらむ。この向こうは那な奈なの部屋であり、るりかは窮きゆう屈くつなベッドでのんきに寝息をたてているはずだ。転がり落ちて寝冷えして風邪を引いてしまえ。

「るりかちゃん、落ち込んでないかな？　元気なかったよね」

　ベッドの中でもぞもぞしながら、一かず海みがささやく。

「いいんだよ、少しは反省させないと。もーちょっとで、那奈が危険な目に遭うところだったんだからな。……ていうか、お前の家が犠牲になっちゃったな。ほんと、すまない」

「気にしないで。プリントした書類は無事だったし。それに……」

「なんだ？」

　ちらりと視線を向けると、一海の切れ長で二重の細い目が潤んでいたので、慌あわてて顔をそむけた。

「……身体からだが少し痺しびれているんだけど、これって魔力が引き出されたせいじゃないかな。あの儀式は、ある程度成功してたんだと思う」

「ぬ。お前もか。オレもちょっとぴりぴりしてるんだ」

「やっぱり。……第二段階の《イニシエーション》は、成功してたんだ」

　そうなのだろうか。勇ゆう治じにはぴんとこない。それに、たとえ魔力が引き出されたとしても、あの複雑な印を結ぶ方法を習得しないといけないし、精霊とも契約しなくてはいけないはずだ。

「ねえ、勇治。勇治って、どんな女の子が好きなの？」

「ぬあ？　……な、なんだよ、やぶからぼうに」

「ちょっと気になって……。勇治って、女の子が好きなんだよね？」

「当たり前だろ」

　お前と違ってオレはノーマルなんだ、といおうとして止めた。一海がどれだけナイーブで傷つきやすいかということを、勇治はよく知っている。

　去年の話だが、借りた本にジュースをこぼしてしまったとき、その本を抱きかかえたまま三日ほど寝込んだという信じられないくらいのデリケートさを見せつけてくれた。どれだけ大切な本なんだよと突っ込んだのだが、それは数年前、一海の誕生日に那奈が選んで勇治がプレゼントしたものだった。全然覚えていなかったけど。

「那奈ちゃんみたいなコ？　それとも、るりかちゃんみたいに、小柄で胸の大きなコがいい？　代だい田たさんみたいな、大人っぽい身体かな」

「まあ、胸は大きいにこしたことないな。髪は長くて、華きや奢しやで、ちょっとつり目で……って、そんなこと訊きいてどうすんだ？」

「ううん。なんでもない」

　そういって、一海は寝返りを打つ。背中を見せてくれたので、少し落ち着いた。

　そのまま、時間が経過する。時計の針の音が、静かな空間にこだまする。隣の一海は、静かな寝息をたて始めた。

　眠れない。眠ったら最後、一かず海みになにをされるかわかったものではない。

　布団の中で悶もん々もんとしていたが、ついに我慢の限界にきた。勇ゆう治じはむくりと起きあがる。

「ションベン」

　寝ぼけたふりをして、眠くもない目を擦こすり、わざとらしくふらつきながらベッドから這はい出したが、一海の反応はない。本当に眠っているのだろうか。そのままゆっくりと部屋から出て静かにドアを閉め、大きく息を吐き出した。

　どうしよう、眠りたいのに眠れそうにない。明日は大事なデートなのに。

　そう、明日は代だい田たとデートなのである。

　彼女のスクール水着姿を思い出した勇治は、鼻の下をだらりと伸ばして鼻の穴をぷっくり広げる。

　連絡があったのは、夕食後のことだった。ちょうど那な奈ながるりかを連れて風呂に入り、一海がトイレに行った絶妙のタイミングで携帯に電話がかかってきて、明日遊園地にデートしましょうとお誘いがあったのだ。恋のレクチャー。ふたりだけの秘密といわれて、勇治は有頂天になった。

　ちなみにコスプレイベントに出かけていて無事だった彼女は、屋敷が吹き飛んだことにより住むところがなくなったので、駅前のビジネスホテルに泊まっているらしい。

　明日はデートだからこそ、今夜はしっかりと睡眠を取って明日に備えたいと勇治は思っていた。しかし、このままでは寝不足で目の下に隈くまを作ったまま逢あわなくてはいけなくなる。それだけは避けたい。

　勇治はドアに寄りかかりながら、考えを巡らす。

　ここは寝ぼけたふりを継続して、居間に降りてソファで寝てしまおうと思いついた。お前の横じゃ安心して眠れない、なんて本当のことをいえば一海は傷つくから、最近居間で寝起きしていたからつい習慣で、といえばいいだろう。そんないい訳を頭の中で構築しつつ、暗い階段を下りる。

「ゆーじ？」

「ぬおっ!?」

　階下からいきなり声をかけられた勇治は、驚いて階段を踏み外しそうになった。ぺたりとその場に座り込む。

「な、那奈か!?」

　暗くてよく見えないが、そのシルエットと声は那奈のものだった。

「ん。……どうしたの？　こんな夜更けに」

「いや、ト、トイレだよトイレ！　お前は？」

「あたしもトイレ。……ひとりなの？」

「ぬあ？　当たり前だろ？」

「ん。よかった」

　ゴリッと金属製の棒で廊下の床を擦するような音がしたので、勇治はぎょっとする。狭い階段をすれ違いざま、那な奈なが金属バットを持っているような気がしたのだが、勇ゆう治じはあえてなにもいわない。

　那な奈なが、二階に上がったところで立ち止まる。

「……まさか。下で誰かと待ち合わせ？」

　ゴリッ。

「な、なにいってんだよ!?　トイレだって！」

「るりかが落ち込んでるから、慰めてあげるのかと思った」

「こ、こんな夜中にそんなことするかよ……」

　どうせ明日の朝になればケロっとしているに違いない。基本的にポジティブにできているのだ、あいつの頭は。

「ゆーじ」

「な、なんだ？」

「……信じてるから」

　冷たい声でそういい残して、那奈は自分の部屋に消える。信じてるのなら、その金属バットはなんのつもりなんだ。勇治は逃げるようにおたおたと階段を下りて、居間のソファにダイブする。

　よく考えたら凄すさまじい状況だ、今この家にいる人物は全員オレのことが好きなのだ。恐るべしモテ期、などと勇治は思う。

　代だい田たさんはどうだろう。デートに誘うくらいだから、彼女もオレのことが好きなのかも知れない。いやでもあのひとはオレのことを友達だといっていたし、親しげに身体からだをくっつけたり、誘うような素振りをするけれど、なんかそういう感じではないような気がする。

　それでも、罪悪感で胸がちくりと痛んだ。

　那奈とるりかと一かず海みに黙って、他の女性と逢あおうとしている。それは、裏切り行為なんじゃないだろうか。

　――オレは、誰を選んだらいいのだろう。

　いくら悩んでみても、答えは出ない。那奈の泣き顔は見たくない。るりかのだってそうだ。一海を絶望させることもできない。だったら、誰も選べないじゃないか。

　なんだか憂ゆう鬱うつになってきた。未来は変わったはずなのに、やはり二〇年後のオレは独身である確率が高いなと思う。

　明日だ。明日、代田さんに相談しよう。そのためのデート、そのための恋のレクチャーなのだ。あまり当てにならなそうだけど、ヒントくらい与えてくれるかも知れない。そう考えているうちに、勇治は眠りに落ちる。

「……いくじなし」

「……まだまだ時間がかかりそうです」

「……もうすぐだよ」

　別々の三カ所からそんなささやき声が漏れたが、勇治は当然気づかない。



　　　２



「今日は絶好のデート日和びよりねー」

「そ、そうっすか？」

　朝からしとしととうっとうしい小雨が降っていて、喫茶店の窓ガラスは雨に濡ぬれて曇っていた。テーブルの向こうで代だい田たは肘ひじをつき、何となく気乗りしないような表情で窓の外を眺めている。

「……あのう。怒ってます？　一かず海みの屋敷、吹き飛ばしたこと」

　砂糖を入れ過ぎてコーヒー味の砂糖湯と化した飲み物をすすりながら、勇ゆう治じはおそるおそる訊きいてみる。

「え？　ううん、別に。コスプレイベントから帰ってきたら、帰る場所がなくなってて驚いたけど」

「本当に、ごめんなさい」

　るりかに代わって、勇治は頭を下げる。料理をしようとしてガス爆発したのだと苦しいいい訳をしたのだが、それだけで屋敷にあんな大穴が空くわけがないので、不審に思っていることだろう。

「大丈夫よ。ホテル代、ちゃんと出して貰もらえることになったし。それより、ご主人様の様子はどう？　家がなくなって、落ち込んでる？」

「……いや。そうでもないみたいっす」

　一かず海みのことを訊かれて、勇治は顔色を曇らせる。昨晩のあの問いは、なんだったのだろうか。なにか嫌いやな予感がする。

　それにしても、よく誰にも見つからずに家をでることができたな、と勇治は思う。朝になるとシャワーを浴び、自分の部屋に着替えを取りに行ったら、なぜか一海はベッドではなく机につっぷして眠っていたので、起こさないように静かにクローゼットから衣服を取り出すと、一いち瞥べつもくれずに部屋を出て、居間で着替えた。「ちょっと出かけてきます。探さないでください（なんちゃって）」と簡潔な書き置きをテーブルに残し、かなり早めに家を後にした。

　那な奈なに黙って出かけたことなどあっただろうか。なるべく考えないようにしているのだが、罪悪感で胸が苦しい。

「うーん。そろそろいいかな。遊園地行こうか！」

　携帯電話を確認しながら代田が立ち上がったので、勇治も倣ならう。

　駅前の喫茶店を出たら、すぐに雨に煙る灰色の観覧車が見えた。

　チケットをおごってもらい、歓声の聞こえない静かな遊園地に入る。ジェットコースターなどの絶叫系の乗り物は軒並み運行中止になり、あまり楽しくなさそうな乗り物がかろうじて動いているだけ。当然のように、客の姿は少ない。

　フリルのついた水玉模様の傘をくるくる回して、黒いメイド服を着た代だい田たが前を歩く。ビニール傘の勇ゆう治じは、ぼんやりと尻しりを眺めながらあとに続いた。

「代田さん。なんか乗りません？　歩いてばっかじゃつまんないでしょ」

「そ、そうね！　なんか乗ろうか！」

　予想に反して爆発したような笑顔だったので、勇治はぎょっとした。やっぱり様子がおかしい。声を張り上げて元気そうにしているのに、どこか空々しい。

　もしかして、初めてのデートに緊張しているんじゃないだろうか。

「じゃあ、あれ乗ろう！〈バイキング〉！」

「運行中止っす」

「じゃあ、あれ！〈魔法の絨じゆう毯たん〉！」

「あれも運行中止っす」

「それなら、あれ！〈絶叫パワーコースター〉！」

「……この雨であれが動いてたらマズイでしょ」

　せっかくフリーパスを買ったのに、まるで意味がない。こんな状況でも休園になっていないことに、悪意さえ感じる。

「よっし！　じゃあ、あれよ！」

　そういって代田が腕を振り上げて指さした場所は、お化け屋敷だった。血が垂れるような文字で〈陰いん惨さんホラーハウス〉と書かれた黒い小屋は、閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

「いいっすけど……。代田さん、恐いの平気なんすか？」

「全然大丈夫よ！　作りもんでしょ？」

「……もともこもないっすね。んじゃあ、入りましょうか」

　歩き出すと、代田がすっと腕を絡からめてきた。なんだか照れくさくなった勇治は、顔を赤くしてうつむいてしまう。今日はいつもよりメイクをしっかり決めてきている様な気がするし、つけている香水もいい匂においだ。

　おどろおどろしい音楽と作ったような悲鳴が聞こえる〈陰惨ホラーハウス〉の中に、足を踏み入れる。薄暗い通路を進むと、様々な仕掛けが襲いかかってきたが、腕に感じるぬくもりと感触に注意が行ってしまって驚いている暇ひまがない。ちらりと顔を覗のぞき見ると、代田の顔はこわばっていた。

　緊張しているんだな、と勇治は思った。恋のレクチャーをしてくれるはずだったが、今まで山奥の村にいて男性と付き合ったことがないといっていたから、やはりこういうデートらしいデートは初めてなのだろう。そうに違いない。なんて可愛かわいいんだ。ここは、男であるオレがリードすべきだ。歳としの差なんて関係ない、男らしいところを見せてやる。

　勇治はキリリと顔を作り、代田の手をぎゅっと握った。

「代田さん、大丈夫っすか？」

「え？　う、うん。なんか、やっぱり苦手だわ、こういうの。向いてないのかな……」

「そうなんすか？　大丈夫ですって、オレがついてますよ！」

　なんだ、恐いのは苦手なのか。やっぱり女の子だなあと思いながら、勇ゆう治じはずんずん進む。エスコートというやつである。

　今日は、那な奈なとるりかと一かず海みのことを忘れよう。せっかく代だい田たさんはオレのために気合いを入れてきてくれたのだ、彼女のためにもこのデートを成功させよう。いい思い出を作ってやろうじゃないか。

　そんなことを考えていたら、この薄暗い陰いん惨さんな空間も、バラ色空間に感じられた。井戸から突然飛び出してきた白装束の幽霊に笑顔で会釈。降ってきた死体にも投げキッス。地面から這はい出して足首を掴つかむゾンビに照れ笑い。あっという間に、出口に到着した。

「いやあ、全然たいしたことなかったっすね！」

「あれ？　もうお終しまい？」

「恐くて目を瞑つむってたんすか？　恐がりだなあ、代田さんは」

　きょとんとする代田の手を引いて、外に出る。勇治の気持ちを反映したのか、雨は止んでいた。嬉うれしそうに、カラスがカァカァ鳴いている。

「ぬお、こいつはラッキー！　じきに絶叫マシンも動くかも知れませんね。次は、あれに行きましょう！」

「え？　う、うん」

　少し困惑気味の代田を連れて、ひたすらぐるぐる回るだけの〈コーヒーカップ〉に乗る。透明のカッパを借りて、〈ウォータースライダー〉でばしゃんと豪快な水しぶきを浴びる。スピードの出ない〈ゴーカート〉で、ゴンゴンぶつけ合う。〈メリーゴーラウンド〉の妙にリアルで筋張った造ぞう形けいの馬に乗って、メルヘンの世界へ。やっと運行を再開した赤いレールの〈絶叫パワーコースター〉に乗ると、垂直落下しながら思う存分絶叫する。

　こわばっていた代田の表情が徐々に解けてきたのを見て、勇治は嬉しくなる。これぞ遊園地。これぞデートだ。那奈とるりかに対する罪悪感で苦しかったのが嘘うそのように、勇治の頭は煩ぼん悩のうで満たされていた。手を握ったり、腕を組んだり、抱きつかれたり、身体からだの触れ合いが気分を高揚させる。

　緑に囲まれた休憩所で一休み。空は相変わらずどんよりしていて空気はじめじめしていたが、勇治の心は晴れやかだった。

「いやー、楽しかったっすね！」

「そうね！　遊園地って初めてなんだけど、なかなかどうして、よくできてるわね！　やっぱり自分の力じゃなくて機械に強制的に動かされるって、恐怖だわ！」

「よかった。なんか代田さん、元気なかったみたいだから」

　売店で買ってきたソフトクリームを手渡しながら勇治がそういうと、ベンチに座る代田の顔が急に曇った。失言。しまった、せっかくいい雰囲気だったのに。

「……代田さん、なんかあったんすか？　相談に乗りますよ」

　勇治はベンチに腰を下ろし、ソフトクリームを持ったままうつむく代田の言葉を待つ。

　なんとなく気まずい。こういうとき、カレシだとしたらどう行動するのだろう。面白いジョークをいうとか、脳天気におどけてみせるとか、馴なれ馴なれしいスキンシップを取るとかするのかな。

「うーん。なんか今の仕事、私に向いてないみたいなのよね。田舎にいたころは、都会に出られるんなら、どんな仕事でもいい、って思ってたんだけど……」

　代だい田たはやっと重い口を開いた。メイドの仕事のことだろう。確かに一かず海みは彼女に心を許していないどころか、スパイだと疑って拒絶している。

　いやまてよ、るりかが魔法を暴発させたせいで屋敷が吹き飛んで居場所がなくなってしまったことが、元気のない直接的な原因なんじゃないだろうか。気にしていないといっていたが、実は自分の部屋に大事なものがあったとか。田舎から持ってきた思い出の品を、失ってしまったのかも。それとも、作り置きしていたコスプレ衣装がすべて燃えたのか。

　身内のしでかした不祥事に罪の意識を感じた勇治は、土下座をしたい衝動に駆られた。

「いや、あの。まあなんというか、……ごめんなさい」

　膝ひざを揃そろえて姿勢を正し、ベンチに座ったままぺこりと頭を下げる。

「……勇ゆう治じ君が謝ることじゃないわ。仕事だから」

「そうなんですけど……」

　ソフトクリームに口もつけず、代田は嘆たん息そくする。

「あー、なんかやだな。もうこんなのやめて、田舎に帰ろうかなー」

「な、なにいってるんすか！　そんなこといわないでくださいよ。そのうちいいことありますって！　いやほんとに。むはははは」

　どうにかして元気を出して貰もらいたい勇治は、一生懸命気の利いた台詞せりふを考える。

「……勇治君？」

　代田は顔を伏せたまま、視線だけ勇治に送った。

「は、はい？」

「もしかして、わかっちゃってる？」

「わかってます。なんつーか、オレにできることだったら、なんでもやりますよ！」

　胸を叩たたいて、勇治はキリリと精一杯いい顔を作った。家に帰ったら、一海を説得しなくては。ついでに、るりかを折せつ檻かんしてやる。

「……ありがとう、勇治君。嬉うれしいわ」

　代田は顔を上げ、ほっと息を吐き出して淡い笑顔を見せる。

「ちょっとだけ、気が楽になったかな。そうだよね、おかしいもんね。わかんないわけないよね」

　照れたように、あははと笑う。勇治もつられて、むははと笑う。

「そうっすよ。わかんないわけないっす」

「じゃあもういいや。今日は楽しんじゃおう！」

「うっす！　楽しみましょう！」

　いい感じだ。順調にポイントを稼いでいる気がするし、どんどん親しくなってきたような気がする。ふたりの間に隠しごとはない。本音で話し合える関係に。

　勇ゆう治じはソフトクリームを食べながら空を見上げ、屹きつ然ぜんとそびえ立つそれを目にしてはっとした。

　次は、あそこだ。ときは満ちた。いよいよ、あれに乗るときがきた。

　――観覧車。

　ふたりっ切りの狭い空間。あの中でなら、なにが起こっても不思議はない。空中に浮かぶゴンドラの中に、いったいなにが待っているのか。

　ちらりと覗のぞき見ると、代だい田たのソフトクリームを舐なめる舌が、妙にエロチックに感じられた。赤い唇くちびるが、淫いん靡びに見える。うっとりと細めた二重の瞳ひとみが、とても猥わい褻せつだ。

　ゴクリ。

　興奮した勇治は唾つばを呑のみ込んだ。もう待ってられない。馬のように鼻息を荒らげながら立ち上がる。

「おっし！　代田さん、次はアレに――ぶむぐぎゃあああ!?」

　ドカバキグシャア！

「ゆ、勇治君!?」

　突然側頭部に壮絶な衝撃を加えられてすっ飛ばされた勇治は、ゴロゴロとかなりの距離を転がって鉄製の四角いゴミ箱に身体からだを打ち付けてばったり倒れた。なにが起きたのか、すぐには理解できない。ただ、側頭部と背中と肩が強烈に痛い。

「師匠の裏切りものー!!」

　その声に、がばっと身を起こす。

　休憩所の後ろにある、立ち入り禁止という木製の小さな看板が刺さった植え込みに生えた木の陰に、涙目で肩を怒らするりかがいた。その隣に、ゴウッと怒りのオーラを身にまとった那な奈な。

　なぜか那奈は珍しくピアスをつけ、丈の短いジージャンにデニムのミニスカートを着ていて、薄く化粧までしている。るりかも可愛かわいい麻のワンピースに桃色のカーディガンをはおり、白いパンプスをはいている。

「るりか!?　那奈!?　な、なんで!?」

　驚きと恐怖に痛みを忘れた勇治は、腰を抜かしたように尻しりをつきながらあとずさった。どうしてここに？　夢か？　幻まぼろしなのか？　つけられていた？　いつから？　どこから？　ずっと？　マジで？　うわあどうしよう！　口の中に手を突っ込みながら、冷や汗で全身を濡らし、脚をガクガク震わせる。

「今朝、伊い藤とうさんに教えて貰もらったの。……ゆーじ。ゆーじは騙だまされてるっ！」

　白昼夢でも幻影でもない。るりかを押しのけるように那奈が出てきて、憎悪のこもった目で代田を睨にらむ。

「このひとは、間違いなく八やつ菱びしのスパイだよっ！　勇治を誘惑して、腑ふ抜ぬけにして、手下としてこき使うつもりなの。ゆーじ、目を覚ましてっ！」

「そうです！　スパイに決まってます！　師匠はスケベでダメ人間だから、ころっと騙だまされているんです！」

　そこから逃げるように代だい田たが走ってきた。力のこもった手でぎゅっと腕を掴つかみ、よろよろと立ち上がる勇ゆう治じの身体からだを支える。

「……勇治君。ごめん。バレてるんならもう意味ないんだけど、これだけはどうしても確認したいの。いい？」

　妙に真剣な顔で、そういわれた。

「はい？」

　疑問系で答えたのだが、代田は肯こう定ていと受け取ったらしくてこくりと頷うなずいた。

「師匠から離れてください！　そうじゃないと、師匠ごとまとめて魔法で木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばしますよ！」

「ち、ちょっと待てくれ、るりか。公衆の面前で、魔法なんて使うな！」

　ここは魔法が一般的になった二〇年後の未来ではないのだ。他のベンチに腰掛けるカップルとか親子連れのひとたちが、にやにやしながらこちらを注目している。

「ゆーじっ！　とにかくこっちきてっ！」

「師匠！　死にたくなかったら離れてください！」



    

  
    
      



    

  
    
      　動けない。これが噂うわさに聞く修羅場というやつであろうか。代田がスパイじゃないことを証明したいのだが、だったらどうしてふたりっ切りで遊園地にいるんだと詰きつ問もんされたら逃げ場がなく、恋愛相談に乗ってもらうつもりだったといっても信しん憑ぴよう性など皆無であり、殴られたり氷漬けになるだけならまだましだが、泣かれたりしたらもうどうしようもない。

　すっと、代だい田たの身体からだが離れた。

「勇ゆう治じ君は、私のことを信じてくれたわ！　もうあなたたちの言葉なんて、届かない。勇治君は、私のものよ！」

　口元を引き締め毅き然ぜんとした顔でるりかの方に向き、代田は唐突に宣戦布告した。驚いて目が飛び出しそうになった勇治は、その場で大げさに手を振ってばたばたと暴れる。

「もう私たちふたりの間に壁はないわ！　いろんなことも経験済みなんだから。お風呂だって一緒に入ったし。勇治君は、もう大人なの！　男になったのよ！」

「だ、代田すわん!?」

　なにを口走っているのだこのメイドさんは。お風呂に入ったのは認めるけど、水着を着てたじゃないかコスプレ用のスクール水着。それにオレはまだ大人の階段なんて上っていない。しかし勇治は激しく窮してしまってなにもいえない。

「し、師匠!?」

「嘘うそっ！　……ゆーじ？　怒らないから、本当のこといって！」

　怒らないからといいながら、那な奈なは肩から下げたポーチからスライド式の警棒を取り出し、修しゆ羅らの形相で威圧する。

「師匠のバカーっ!!　雪よ、氷よ、気に満ちよ。ビシビシビシュン、ババビシューン！　混こん沌とんたる魔よ！　白夜の国の女王よ！　契約に基づき、わたしに力を与えたまえ！　ガチガチガチガチガキューン！」

　るりかは問答無用だった。大きな瞳ひとみに涙を浮かべながら、早口で呪じゆ文もんを唱え素早く印を結び腕を回して魔法陣を出す。ブレスレットにはめられた宝石が、青く輝く。

「ちょ!?　待っ!?　おまっ!?　るりかあああ!?」

　声が裏返る。記憶が確かなら、その呪文は八やつ菱びしの工場跡地で試作機の戦闘用ロボットを一撃で破壊した、あの強烈な王級精霊魔法ではないだろうか。

「凍てつかせ！《アイスブリザード》！」

　エコーのかかったるりかの声が、呪文を完成させた。強烈な雹ひようの吹雪が、彼女の腕から轟ごう音おんをあげて射出される。

「ぬうん！《猛烈・精霊霧散の術》！」

　バギャアッ！

　理解できないことが起こった。るりかの魔法が、目前で弾はじけ散ったのだ。

　死を覚悟した勇治の前に、足を揃えて背筋を伸ばし、胸の前で印を結んだ代田が立っている。胸に垂らしたペンダントが、赤く輝いている。

「ええっ!?　な、なんで？　あ、あなたまさか、魔法が使えるんですか!?」

　るりかは目を見開き、驚きよう愕がくの声をあげる。

「……やはり、失われたはずの秘伝の術。いや、まだわからぬか……」

　押し殺したような声でそういって、代だい田たは一歩足を進める。

　代田の口元には、いつの間にか黒い布が巻かれていた。両手に黒い手っ甲が。白かったニーソックスまで黒くなり、足には黒い足た袋びが。そしてメイド服は、なぜかメイド服のまま。なんだかヘンテコな格好だ。

「大気に住まう精霊よ！　契約に基づき、わたしを護まもれ！　ビビビュウバシーン！《エアーシールド》！」

　殺気を感じたるりかは、気け圧おされるように風の魔法を唱となえた。楕だ円えん形けいの魔法のシールドが、彼女の前方に現れる。

「勇ゆう治じ殿は渡さぬ！　欲しければ、私と戦いなさい！」

　なんなんだ、このひとは。なんだその中途半端に古風な喋しやべり方は。勇治殿ってなんだ。さっき、ぬうん、とかいってなかったか。メイド服はそのままなのか。混乱した勇治は、四角いゴミ箱をぎゅっと抱きしめた。

　激しく睨にらまれて、るりかは身構えた。二〇年後の未来で魔法対策部隊の一員として戦っていた彼女にはわかるのだろう。代田は本気で戦うつもりだ。しかも、強い。

　閃せん光こう。鋭敏に《エアーシールド》で弾はじいた鉄製の武器が、地面に刺さる。

　黒光りする細く薄い武器――くない。

「ふん！　やはり通じぬか。ならば、我が一族に伝わる秘伝忍術がひとつ、〈猛烈紅虎忍法〉で相手をしよう。……貴様の忍法には、引けを取らぬぞ！」

　魔法じゃなくて忍法？　このひとって、もしかして忍者なの？　メイド服を着てるのに、メイドじゃないの？　メイド忍者？　メイド忍者ってなんだよ！　ゴミ箱の陰に隠れながら、勇治は心の中で突っ込んだ。

「那な奈なさん。離れていてください」

「る、るりか？　戦うの？　こんなところで……」

　真剣な表情のるりかと代田を見比べながら、那奈は狼ろう狽ばいしたように周りを見回す。休憩所の広場には、たくさんの客がいるのだ。

「なるべく被害は出さないようにします。どこかに隠れていてください」

「……わかった。でも、無理しないで」

「大丈夫です。だってわたしは、“〝氷結の魔導師”〟なんですから！」

　ニカっと笑顔を見せるるりかを見て、那奈は不安そうな顔をした。彼女の魔法は強力だけど、どこか抜けているらしいことを知っている。

「行きます！《アイスハンマー》！」

　那奈の心配通り、るりかは周りのひとの目など気にしないで代田に向かって腕を振る。氷のハンマーが唸うなりをあげて発射された。代田に命中したと思われたが、彼女の姿が霧のようにかき消え、ターゲットを見失った氷のハンマーは、勇治が抱きしめる鉄製のゴミ箱にゴスッと命中した。衝撃で弾かれて、勇治はゴロリと転がった。

「え？　げ、幻影？」

　るりかの声が裏返る。

「ぬるいわ！　むうん！《猛烈・豪雷の術》！」

　上空から声。突然空に現れた幾筋もの雷撃が、耳をつんざく雷鳴とともにるりかを襲う。

「《アイスフロージョン》！　きゃあああ!?」

　とっさに吹雪の攻撃魔法で相殺しようとしたのだが、弾はじききれない雷撃がるりかの身体からだをかすめた。吹き飛ばされて繁みに倒れそうになったが、回転してすぐに体勢を整える。

　るりかのカーディガンが破れ、麻のワンピースの裾すそが焦げているのを見て、勇ゆう治じはぞっとした。

　空を見上げる。遥はるか上空、どんよりと曇る灰色の空の中に、背筋を伸ばして腕を組む代だい田たの姿が小さく見えた。領域を侵されたカラスたちが、非難の声をあげている。

　近くを歩いていた親子連れが、空に浮いている彼女を見付けて、あんぐりと口を開けて立ち止まった。幼い女の子が持っていた風船が、手から離れてふわふわと飛んで行く。

　空に昇る風船が、唐突に消えた。

　すたっ。代田が空から降りてきて、手にした風船を少女に渡す。

「あ、ありがとう……」

「危ないから、離れていてね」

　優しい目で笑うと、再び代田は姿を消す。その瞬間、あちこちから割れんばかりの拍手が。この非現実的な魔法の戦闘を、なにかのイベントかパフォーマンスだと思われてしまったようだ。さすが遊園地。

「るりか！　貴様の忍法は、その程度か!?　修行が足らんぞ！」

　空中に浮いた代田が叫ぶ。寸劇を呆ぼう然ぜんとした顔で見ていたるりかは、キッと顔を引き締めた。

「く、空中戦なら負けません！　風よ、雪よ、気に満ちよ。ビュビュビュビュビュビュン、ビュビュビュビューン！　大気に住まう精霊よ！　氷床に潜む精霊よ！　契約に基づき、わたしのもとへ集え！　ギュルギュルドビューン！《ブリザードフライ》！」

　指を素早く走らせ、中空にふたつの魔法の紋章を描き、麻のワンピースをはためかせながら、るりかは上空に向かって吹き飛んで行った。勇治は地面から身を起こし、機敏に白いぱんつを確認する。

「ていうか、なにものなんだ、代田さんって……」

　空中戦を行うるりかのぱんつは丸見えなのに、代田はスカートが短いというのにぱんつが見えない。見事なテクニックである。勇治は全然別のところに感心した。

　そのせいで、ずかずかと警棒を構えて歩いてくる那奈の気配に気がつかない。

　ズバシイッ！

「ぬぎゃあああ!?」

　アンダースロー投法の要領で下から顎あごを殴られた勇治は、身体からだを折り曲げて地面に崩れ落ちた。

「ゆーじ。本当なの？　本当に、あの女とお風呂に入ったのっ!?」

　ぐいっと襟えり首くびを掴つかまれ、凄すさまじい殺気を放つ那な奈なに睨にらまれて、勇ゆう治じは痛みを感じる暇もない。

「お、お前、その警棒いつの間に……」

「用心のために、って伊い藤とうさんが貸してくれたの。こんなことで使うとは思わなかった」

　なんて余計なことを、鬼に金棒じゃないか。

「どうなの？　本当なのっ!?」

「ほ、本当です……」

　他のことは嘘うそだけど、それだけは本当だったから思わず正直にそう答えてしまった。慌あわてて口を押さえるけどもう遅い。

　那奈の顔が青ざめる。まずい、殺される。勇治は恐怖で失禁しそうになった。

　しかし、那奈の力は緩み、するりと解放される。

　地面にべちゃっと腰をつく勇治の前で、那奈がうつむく。

「な、那奈……？」

「……いいよ。許してあげる」

　那奈はこわばった顔で、勇治を見る。

「ゆーじは、騙だまされてただけだから。……なにがあったとしても、あたしだけは許してあげる。悔しいけど……。でも、許してあげるっ！　だから、目を覚ましてっ！」

　カランと警棒を落とし、両手で顔を塞ふさいで背を向ける。

　――泣かせてしまった。

　きっと深く傷ついている。勇治は罪悪感で胸がはち切れそうになった。

　カラスの多い灰色の空を見上げると、るりかと代だい田たが戦っていた。観覧車のてっぺんで火花が散り、展望台の先っぽが凍る。雷鳴が轟とどろき、雹ひようが降り、バケツをひっくり返したような雨がどしゃっと降り、炎が吹き、突風が〈絶叫パワーコースター〉の赤いレールを揺らす。休憩所に集まるひとたちは、傘で降ってくる氷や水を避けながら、楽しそうに歓声をあげている。

　すべてオレのせいだ。なんでこんなことになってしまったんだ。なにがモテ期だ。オレは、なにをしているんだ。勇治は顔を歪ゆがめて唇くちびるを噛かみ、ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

ゴスッと、勇治と那奈の間に大きな氷の塊かたまりが落ちてきたので、小さく悲鳴を上げて後ろにコテンと倒れる。慌てて身を起こすと、それは氷漬けになったカラスとマロンだった。これもオレのせいなのだろうかと、勇治は首をひねる。

「きゃあああん！」

　悲鳴をあげ、きりもみしながらるりかが落ちてきた。吹雪の魔法でブレーキをかけてダメージを軽減したが、アスファルトの地面にどさっと倒れる。ポニーテイルにしていた髪はほどけ、麻のワンピースは焦げ跡だらけだ。

「る、るりかあああ!?」

　叫びながら、勇ゆう治じは立ち上がる。止めるべきだ。あんな無意味でばかげた戦い、即刻止めるべきだ。

　すぐに身体からだを起こそうとするるりかの向こうに、代だい田たが腕を組んだまますとっと着地した。彼女も無傷ではなく、メイド服のあちこちが破れ、赤い髪の端が凍っている。

「陽忍術最強の忍法と謳われた秘伝忍法がひとつ、〈猛烈紅虎忍法〉の攻撃を、よくぞ耐えたな。しかし、これまでだ！」

「ま、まだ負けませんよ。わたしには、“〝魔導師”〟の称号を得るものだけが使える、究極魔法があるんですから！」

「……ほう。ならば、こちらも究極奥義で迎え撃とう！」

　囲むように集まった観客たちが見守る中、彼女たちは睨にらみ合う。その緊迫した空気に弾はじかれ、勇治は近づくことができない。

　代田は目にも止まらぬ早さで九字の印を切り、ぶつぶつとなにかを唱となえ始めた。胸のペンダントが赤く輝き、彼女の周りの空間が歪ゆがむ。

　るりかも難しそうな印をいくつも作って、腕をぶんぶん振る。ブレスレットの宝石が、眩まぶしいくらいに青く輝くと、足下に青い炎で描かれた魔法陣が出現した。わけのわからない文字が、踊るように彼女を取り囲む。

「青き魔の光よ、魔の力潜めし宝玉よ、この声を聞け。魔の祝福にて、わたしの魂を清めたまえ！　ルリラルリルリ、ゴゴゴゴガキン！　ゴゴガキン！　この魂を守る最大限界を、今ここに突破する！　バッキンコキン！　ラララララ。ルルリララ。リリルリラ。無限の魔の力よ、最強の白霧でわたしを強固に包みたまえ！　わたしはここに、魔の契約を施し行こうする！　大いなる秘法を紐ひも解とき、魔力のすべてを解き放たん！　ドドドゴキン、ドビッシャーン！　究！　極！　詠！　唱！　水よ、雪よ、氷よ、気に満ちよ。バシュシュバシュシュシュ、バシュシュンバーン！　森羅万象万物あらゆる、あれ？　節約の壁を抜いたりなんかして、豚骨みたいな魔法瓶と融合とかしてくれると、あれ？　静かに昼寝する真の……あれ？　力？　ええと、今こそあのへんになんか出現させたりとか……。あれれ？」

　冷や汗を流し、困り果てたようにきょろきょろとあたりを見回し、那な奈なの背後であんぐりと口を開けている勇治を見付けると、るりかは今にも泣きそうな顔になる。

「……し、師匠。呪じゆ文もん忘れちゃいました。ど、どうしましょう？」

「アホかお前はあああ!!」

　るりかがドジなのは、因いん果が律りつの拒絶反応のせいではなかったようだ。彼女の足下の魔法陣がいびつにねじれ曲がり、踊るように取り囲んでいた文字がどす黒く変色する。断末魔のような不気味な鳴動。

　まずい。魔法が暴発する――

　勇治は、跳んだ。

　命に代えても、護まもるんだ。

　――その直後。

　壮絶な爆音。巨大な力が螺ら旋せんを描く柱となって曇り空を貫く。

　眩まぶしさと衝撃に吹き飛ばされたが、しっかりと胸に抱いた女の子だけは放さない。

　――那な奈な。

　那奈だけは、助ける。他の誰でもない。那奈が大切だ。

　やっぱりオレは那奈が一番好きだったのだなと、勇ゆう治じは今さらながら気がついた。

「……ゆーじ」

　庇かばうように地面に倒れた勇治は、那奈の泣き腫はらした目をしっかりと見る。

「だ、大丈夫か？　那奈……」

「ん。……ゆーじは？」

「オレは、どうでもいい……。那奈。お前が無事なら。オレは、お前だけが……」

「ゆーじ？　だ、だめだよ？　死んじゃだめだよっ!?」

「うぐっ！」

　噎むせた勇治は、那奈の上から外れて仰あお向むけに倒れる。

　曇天の空に穴が空き、そこから明るい太陽の光が降り注ぐ。その幻影的な光景に、もうじきオレはあの空の向こうへ行ってしまうのだな、きっと可愛かわいい巨乳の天使が舞い降りてくるのだな、とかぼんやり思う。

「あ。るりか……」

　那奈のつぶやきに、勇治はがばっと身体からだを起こす。



    

  
    
      



    

  
    
      「るりかあああ!?」

　スポットライトのように丸く注ぐ光の中に、るりかが倒れていた。

　そのすぐそばに、代だい田たが立っている。

「だ、代田さん？」

「とっさに忍法を切り替えたわ。私の《猛烈・精霊霧散の術》で、このコの周りだけ術の効果を無効化することができたみたい。気を失っているけど、無事よ」

　力尽きたように膝ひざをつき、口元の布を取って微笑ほほえんだ。なぜかはわからないけど、るりかを助けてくれたようだ。

「……ねえ、ゆーじ。ゆーじは大丈夫なの？」

　那な奈なは心配そうな顔で鼻をすすり、勇ゆう治じの背中をさする。

「ぬお!?　……な、なんともない」

　肘ひじをすりむいていたが、それだけだった。那奈に死んじゃだめだといわれて、なんかそんな気になってしまっただけらしい。

「勇治。な、なにごとにゃか……？」

　コロコロと、マロンが転がってきた。さっきの衝撃で氷が割れたのだろうか。その向こうで、カラスが「ギャアッ！」と憎々しげな声で鳴きながら飛び立って行く。

「いや、なんつーか……」

　突然、割れんばかりの拍手が鳴り響いた。

　改めて見回すと、るりかと代田の戦闘を、なにかのイベントだと勘違いした観客が、勇治たちを何重にも取り巻いていた。ぱしゃぱしゃと、写真を撮っているひとまでいる。

「ぬお、なんかヤバイな……。代田さん、逃げましょう！　るりかをお願いします！」

「えー？　勇治君、人使いが荒いのね」

　そういいながら、代田は俊しゆん敏びんに腕を振った。その指先から、なにかが射出される。

「きゃうっ!?」

　背後から悲鳴が聞こえたので、勇治はぎょっとして振り向いた。植え込みの陰から、眼鏡めがねをかけた女性がどさっと倒れた。額におおきなこぶを作って、気絶している。その近くには、くない。そのまま投げたら額にグサリと刺さっているだろうから、逆向きに当てたのだろうか。

「い、伊い藤とうさんっ!?」

　那奈が悲鳴のような声でそういった。そういわれてよく顔を見てみたら、勇治にも見覚えがあった。八やつ菱びしを調べているという、ジャーナリストのひとじゃないか。

「じゃあ勇治君は、そのひとお願いね。キミはもうわかってるだろうけど、一応全部説明するから。遊園地を出て、駅前で待ってて」

「ぬおえ!?　だ、代田さん!?」

　しかし、すでにそこに代田の姿はなかった。るりかも消えている。

「ゆ、ゆーじ。どうするの？」

「……どうするもこうするもないな。逃げよう！」

　立ち上がると観客に向かって一礼し、繁みに駆け込み気を失った伊い藤とうを背負い、マロンを抱えた那な奈なと一緒に走り出す。

「そういや、一かず海みはどうしたんだ？　一緒にこなかったのか？」

「一海くん？　精神統一したいから先行ってて、って。なんだろね？」

「なんだそりゃ？　……まあいっか。あいつがいなくてよかったし」

　走りながら、那奈は幸せそうな笑顔を見せた。



　　　３



　空は晴れ間を見せていた。湿気に満ちた風が、むおんと通り過ぎる。

　遊園地以外なにもない閑散とした駅のそば。寂さびれた雑居ビルに挟まれた日陰になった場所に、勇ゆう治じたちは集まっていた。

　気を失ったるりかと伊藤が、壁に背を預けて寄り添うように倒れている。那奈が抱えていたマロンはるりかの横にそっと置かれているが、代だい田たがいるのでぬいぐるみのふり。

　勇治は額に浮いた汗を拭ぬぐった。シャツが肌に張りついて、気持ち悪い。

　さて、これからなにが始まるというのだろうか。

「どういうことなんですか？　伊藤さんを、どうするつもりなんですっ!?」

　まず真っ先に、那奈が代田に噛かみついた。代田は、いつの間にか元の綺き麗れいなメイド服に戻っている。

「えーっと。私が話すより、このひとに話して貰もらった方が説得力ありそうね。私はどうせもうクビだから、関係ないし」

　そういって代田はしゃがみ、伊藤の両肩を掴つかんでぐいっと気を入れた。すると伊藤はぱっかりと目を開き、ずり下がった眼鏡めがねを直して不思議そうな顔で勇治たちを見回す。

「……伊藤さん？」

　那奈と目が合うと、伊藤は気まずそうに視線をそらし、うつむいた。

「こ、これは……。なんなの？」

「面倒臭いから、伊藤さんが説明してくれません？」

　伊藤の前に膝ひざをついた代田は、そういって目を細める。

「説明？　な、なにを？　あなた、なにをいってるの？」

「このコたちに、全部説明してください。私はもう、この仕事から降ります。元々向いてないんですよ、こーゆーじめっとした陰湿な仕事って。気になっていたことは、さっき確認できましたし」

　伊藤はぽかんと口を開け、代田のいった言葉を反はん芻すうする。

「……な、なにいってるの？　わ、わけがわからないわ！　……ねえ、那奈さん、このひとどうかしてるわ。このひとのいってること、信じてないわよね？」

　引きつった笑みを浮かべて、那な奈なにすがりつこうとしたが、その手は空を切った。

「伊い藤とうさん……」

　困惑した那奈は、半笑いになって後ずさった。

「伊藤さん。作戦は失敗しました」

「なっ!?　だ、代だい田た、貴様！」

　ヒステリックに顔を歪ゆがめて立ち上がろうとする伊藤の肩を、代田はぐいっと掴つかんで地面に押しつける。

「きゃあ！　なにするの!?　……私に逆らうの？　冗談でしょ？　そんなこと、許されるわけがないわ！　忍者は依頼主に絶対の忠誠を誓うものでしょ!?」

「残念ながら、私はそーゆータイプじゃないのよね。忍者失格だけど」

「そ、そんな!?　……この裏切り者！　さんざんさぼっておいて、こっちに手間かけさせといて、今さらそれはないでしょ？　契約違反だわ。お金返しなさいよ！」

　神経質そうに眼鏡めがねをくいくいさせながら、伊藤は早口で怒鳴る。

「うるさいなあ。もうめんどくさいから、実力行使するわ。ごめんなさい、伊藤さん」

　代田は素早く胸元に手を突っ込み、小さな注射器を取り出して、なんの躊ちゆう躇ちよもなく伊藤の首筋にブスっと刺した。伊藤は小さく「ぎゃっ!?」と悲鳴をあげ、カクンと首を下げてすぐに静かになった。

「ぬおっ!?　だ、代田さん、なんすかそれ！」

「忍法《包み隠さず》の術。強力な自白剤よ。原材料を考えると、とても使われたくないシロモノね」

　勇ゆう治じは渋い顔をした。注射器を使ってるのに忍法とかいうのだろうかこれ。

「……ていうか、代田さんってやっぱ忍者なんすか？　メイドなのに」

「そうよ。忍者っていっても、現代忍者は特殊調査員の派遣業みたいなもんだけどね。上じよう忍にん中ちゆう忍にん下げ忍にんじゃなくて、課長に主しゆ査さに平ひら。そんな中で、私の一族はかなり異端なの……」

　安らかに眠っているようなるりかを見て、代田はそういった。

　魔法の次は忍法か。

　最初に土手で出で逢あったときも忍術で川の上に浮いていたのだろうし、突然現れたりいきなり消えたりするのも魔法じゃなくて忍法を使っていたに違いない。それにしても、コスプレが好きな忍者なんてありなのだろうか。変装、という意味ではありなんだろうけど。

「……で、伊藤さんがなにを知っているっていうんです？」

　那奈が、大きく息を吐き出した。

「だから、全部。だって私は、このひとに雇われてるのよ」

「ぬえええ!?　だ、代田さんって、一かず海みの親父おやじさんに雇われてるんじゃないんすか？」

「名目上はね。ていうか、このひとの後ろにご主人様のお父さんがいるんじゃないかな。面接で一回逢ったことあるし」

「マ、マジっすか……。じゃあ、この伊藤ってひと――」

「そう。八やつ菱びしのひとよ。ご主人様のお父さんの部下」

「騙だまされてたのは、あたしの方……」

　息を呑のみ、驚いて倒れそうになった那な奈なを、勇ゆう治じは支えてやる。

「それじゃあ始めましょうか。伊い藤とうさん。私に依頼した任務内容を話してください」

　代だい田たがそういって指を鳴らすと、惚ほうけたような伊藤は首を戻してぱかっと口を開く。ロボットみたいな動きで、かなり不気味だ。

「ハイ。代田香か織おり。代田家に伝わるふたつの秘伝忍法のひとつ、〈猛烈紅虎忍法〉を習得した忍者。代田家は忍者の里の中でもかなりの異端で、超自然的戦闘用忍法を得意とする一族。それは魔法に酷似し、研究対象として興味深い。……その存在は調べがついていたものの、連絡を取ることはおろか所在を突き止めることもできなかった。しかし我々は、〈猛烈紅虎忍法〉の伝承者である代田源げん蔵ぞうが亡くなり、秘伝忍法を受け継いだ孫の代田香織が忍者斡あつ旋せん事務所に仕事を探しにきたという情報をキャッチした。さっそく事務所に圧力をかけ、彼女に仕事を依頼することに成功。面接は、私と田た中なか博士が行った。だが履歴書以上のことをすでに調査済みだった。忍者斡旋事務所から情報を失敬したのだ。父を早くに亡くし、母は妹を連れて失しつ踪そう。幼い頃から山奥に住む祖父のもとで後継者として育てられる。そのお蔭かげで友達がいない。二一歳女性。独身。どこで知ったのか過剰なオタク趣味であり、そのせいかカレシいない歴二一年。くノ一のくせに処女」

　なんだ、やっぱりそうだったのか。勇治は那奈の背に隠れてこっそり頬ほおを染めたが、肘ひじ打ちを喰くらってぐふぅと喘あえいだ。

「うっさい！　私のことはいいから、任務内容を喋しやべりなさい！」

「ハイ。依頼内容は、山やま根ね勇治を色仕掛けで落とし、彼に好意を持つ山根るりかと山根那奈と田中一かず海みとの仲を裂き、疑心暗鬼にさせ、どろどろの愛憎劇のまっただ中に突き落とし、ぐちゃぐちゃにして、めためたにして、人間関係を崩壊させること。……クククク」

「ぬえ!?　な、なんでそんなことを!?」

　勇治は思わず叫んでしまった。

「ハイ。それは……。復ふく讐しゆうです」

「復讐？　なんの復讐だよ!?」

「……虻あぶ川かわ美み羽は音ね」

　意外な名前が出てきた。八菱電気の虻川。一海のノートを狙ねらって那奈をさらった犯人。八菱の工場跡地で、るりかの究極魔法の暴発で吹き飛ばしたはずだった。

「美羽音おねーさま……」

　おもむろに携帯電話を取り出してぱかりと開けると、ディスプレイに虻川の笑顔が。うっとりとした顔で眺めていた伊藤の顔が、徐々に歪ゆがむ。

「……おねーさまに大怪け我がを負わせた山根勇治と山根るりかは、決して許さない。絶対に許さない。おねーさまを、あんな目に遭わせたふたりに、復讐する。憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い。殺すだけなら簡単だけど、そうはしない。失望させ、絶望させ、後悔と無念と失意と悔恨と自己嫌悪と憎悪と敵意と殺意と怨おん念ねんでいっぱいにしてあげるの。クククク。……しかし代だい田たは思ったよりも有能ではなく、わがままばかりいうくせに、ゲームなどにうつつを抜かしていたようなので、私も作戦に参加した。山やま根ね那な奈なは、私の言葉にあっさり騙だまされてくれた。山根るりかも、那奈を通して術中にはまった。予定より遅れたが、代田はやっと山根勇ゆう治じを誘惑できたようだ。お膳立ては整った。デートを仕組み、その場面を山根那奈と山根るりかに見せつければ、決定的になる。裏切り、背信、人間関係の決裂。……クククク。そのあとは、田た中なか博士の指令に基づき、山根るりかを騙だまして味方につけて研究室に連れ込むことができれば大成功！　代田の忍法も、十分研究対象になる。人体実験。身体からだの隅々まで切り刻んでくれるわ！　そして、おねーさまに褒ほめてもらうの。優しく微笑ほほえんでもらうの！　愛してもらうの！　あの激しい鞭むち――」

　バシッ！

　怒りで頭に血が上る勇治よりも先に、那奈が動いた。強烈な平手打ちが、伊藤の頬ほおを叩たたく。何度も、何度も。眼鏡が吹き飛び、携帯が落ちた。それでも自白剤の効果なのか、伊藤の目はぼんやりしたままで感情を見せない。

「……酷ひどいっ！　そんなの、そんなのって、ないっ！」

「那奈……」

　涙を流す那奈の肩を抱き、伊藤から引きはがす。伊藤の両りよう頬ほほは不自然なくらい腫はれあがってしまったが、同情はしない。

「……なんか私怨だったみたいね。後半の話は知らなかったわ。私も研究材料にされるとこだったの？」

　代田は眉まゆ根ねを寄せて首をかしげ、上目遣いで勇治に問う。

「そ、そうっすね。代田さんのあれ……忍法っすか？　なんか魔法っぽかったから。八やつ菱びしで一海の親父おやじさんは、軍事用に魔法を研究しているんすよ」

「魔法？　そういえば、このコも魔法とかいってたわね。忍法のことを」

　るりかの頭を、優しく撫でる。

「るりかのは、間違いなく魔法っすよ。正真正銘、魔法です」

　そういっても信じて貰もらえないだろうな、と思いつつも勇治は答える。

「違うわ。このコのも、忍法。我が一族に伝わる秘伝忍術〈猛烈紅虎忍法〉と対をなす、〈猛烈青龍忍法〉よ」

　苦く笑しようして、勇治を見上げる。

　えーと。

「……はい？」

　るりかの横にいるマロンを見ると、顔を引きつらせながら小さく首を振ったので、そうだよな、そんなはずないよな、と思う。

「これが、証拠。このコのお尻しりには、月の形をしたあざがあるはずよ」

　代田の手が伸び、るりかの焦げたワンピースの裾すそをずばっと一気に引いた。丸見えになった白いぱんつを、ためらうことなくするっと脱がす。

　ぺろんとめくれた柔らかそうなお尻しりには――

　確かに月の形をしたあざがあった。

「ぬおおっ!?　そんなあざがあっただなんてむぎゅわっ!?」

　るりかのぷりんとしたお尻を食い入るように見ようとしたら、那な奈なに顔面を引っぱたかれた。那奈は涙を拭ふきながらしゃがむと、元通り丁寧にぱんつをはかせ、ワンピースの裾すそをさっと元に戻す。

「そのあざは幼いころからあるみたいで、本人はずっと気にしていました。……でも、どうしてあなたが？」

　そういえば、那奈はよくるりかと風呂に入っていた。だから知っていたのだろう。

「……このあざは、だめ押しの確認。名前と、歳としと、さっきこのコが〈猛烈青龍忍法〉を使ったことで確信を持てたの」

　そっと、るりかのブレスレットにはめられた青い宝石に触る。

「この宝石が、〈青龍〉。そして私のこれが、〈赤虎〉」

　胸に下げたペンダントには、確かに赤い宝石がはめ込まれていた。

「あ、あなたは、るりかのことをよく知ってるんですか？」

　那奈の問いに、代田は笑顔で頷うなずく。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなバカな。るりかは二〇年後の未来からきたのだから、過去の世界に知り合いなんているわけがないと勇ゆう治じは思ったが、すぐにそうでもないことを思い出してはっとした。

　因いん果が律りつの融ゆう合ごう反応。

　そのせいで、るりかはこっちの世界にはめ込まれている。義妹いもうとになってしまったのもそのせいだ。だとしたら――



「妹よ」



　愛おしそうな顔でるりかを見て、代だい田たはそうささやいた。

　えーと。

　妹？　るりかは、代田の妹？　いくらなんでもそれはないんじゃないか？　確かるりかの姓は代田じゃなくて望もち月づきだし。でもあざのことを知っていたからには、嘘はついていないだろう。じゃあなんだ、父のあのエピソードはでたらめの作り話だったのか？　ロサンゼルスの悲劇も、嘘だったのか？　勇治はなにがなんだかわからなくなって混乱した。

「ち、ちょっと、待ってください！　るりかは、あたしたちの妹なんです。母親は違うけど……。そうだ、るりかの母親は、望月っていう名前なんです。あなたとは苗字が違うのに、どうして妹になるんですか？」

「どういう経緯なのかわからないけど……。九年前、任務に失敗して父が殺されたとき、母は幼い妹を連れて忍者の里を出て行ったの。そのときに、〈猛烈青龍忍法〉を使うために必要な、我が一族に代々伝わる秘宝の〈青龍〉を持ち出した。……母の名前は、小百合さゆり。旧姓は望月。風の噂うわさで、母が外国で死んだって聞いてたけど、妹は生きてるって信じてたわ。里から出ることができたら、探そうと思ってたのよね。でも、まさかこんなに早く出逢えるなんて……。学校でこのコが秘伝忍法っぽいのを使ったのを見て、目を疑ったわ。勇治君に名前を訊きいたら、るりかだっていうし。さっき戦ってみて、間違いなく〈猛烈青龍忍法〉だってわかったし、お尻しりのあざもあった。運命よねー」

　しんみりとるりかの頭を撫なでながらそういわれた勇治と那奈は、顔を見合わせたが言葉が思い浮かばない。しかし、なんとなく話が繋つながるような気がする。

　――魔法まで現在に溶け込んでしまった！

　恐るべし、因果律の融合反応！

　魔法ではなく忍法。なんだそりゃ感で気が遠くなりそうだが、どうやらるりかとこのメイド忍者は血が繋がっていることになったらしい。

　因果律の融合反応によってここまでねじ曲げられてしまうと、本当にるりかは二〇年後の未来からきたのかと、確証が危うくなってくる。もはやるりかが未来からきたという唯一の証拠である、茶トラ模様の使い魔ロボットをちらりと見たら、あんぐりと口を開けて放心状態になっていた。あいつも、いずれどこかに組み込まれてしまうのだろうか。

「ま、そういうことなのよ！」

　代田が立ち上がった。

　そのままふわりと勇ゆう治じの前にくると、おでこに軽く唇くちびるをつけた。

　ちゅ。

「ご協力ありがとう、勇治君」

「……え？　あ、は、はい？」

　勇治は右半分の顔で笑顔を作り、もう半分で泣き顔を作るという実に器用なことをする。なぜかというと、優雅に微笑ほほえむ代田の背後で、那な奈ながどす黒いオーラを出し羅ら刹せつのような顔をして睨にらんでいたからだった。

「あ、山やま根ね那奈さん。キミのお兄ちゃんは、潔白よ。本気で誘惑したわけじゃないけど、なにもなかったから」

　くるりと軽い足取りで振り返り、那奈に顔を向ける。

「……え？　べ、別にあたしは」

　はっとした那奈は、頬ほおを染めて恥ずかしそうに顔をそむける。

「ふふふ。いいわよねー。青春だわー」

　気持ちよさそうにうーんと伸びをする。吹っ切れたような、爽さわやかな顔。

「それじゃあ、私は消えるわね。伊い藤とうさんはこのまま放っておけばいいわ。忍法《包み隠さず》の術の副作用で、ここ数日間の記憶はなくなってるから」

　そんな恐ろしいことをしれっといって、メイド忍者は歩き出す。

「だ、代だい田たさんはどうするんです？」

　代田の背中に向かって、勇治は問いかける。

「一応、現代でも忍者の掟おきては生きてるのよね。依頼主を裏切ったってことは、忍者の里を裏切った、ってことになるから、いわゆる抜け忍ってやつになるわね。命狙ねらわれるかな」

「マ、マジっすか!?」

「でも大丈夫よ。私ってば強いから！」

　ウィンクをして、そして――

　消えた。

　最初からそこには誰もいなかったかのように、まるで夢でも見ていたかのように、綺き麗れいさっぱり消えた。

　しめった風が、通り抜ける。

「……るりか、いいのかな？」

　那奈が、そっと勇治の隣に立つ。

「ぬ？　……ああ、オレたちに預けるつもりなのかな」

　せっかく実の妹と再会できたのに、るりかにそのことを明かさずに去っていった。確認だけして、安心したのだろうか。

　なんとなく、もう二度と逢あえないような気がして、勇治は寂しい気分になる。

「まあ、なんだ。変なひとだったよな、代田さん」

「ん。変なひとだったね」

　ぎゅっと、那な奈なの手を握る。

　眩まぶしい笑顔を見て、勇ゆう治じは顔をほころばせた。



　　　４



「勇治！　見つけた！」

　伊い藤とうを置き去りにしたまま、気を失ったるりかを背負って帰ろうと思っていたら、背後から聞き覚えのある、嬉うれしそうな声がした。

　ぎょっとして振り返ると、そこには息を切らした笑顔の一かず海みが。

　なんのつもりなのだろう、どこであつらえたのか、黒いローブのようなものを羽は織おっていて、かなり不気味である。日陰になった雑居ビルの狭はざ間ま。逆光になった一海の姿は、まるで魔導師か予言者のようだ。

　マロンを胸に抱いた那奈と、顔を見合わせる。

「か、一海……。よくわかったな、ここが。つか、なんだそのカッコ」

　なんとなく気まずくて、勇治は半笑い。

「一海くん、暑くないの？」

　質問には答えず、那奈に一いち瞥べつもくれず、一海は勇治をじっと見つめたまま。

「……勇治、喜んでよ」

　一海は深呼吸をして、息を落ち着けた。

「な、なにをだ？」

「これでもう、勇治は悩むことなんてないよ！　一気に全部解決さ！」

　珍しくテンションが高いから、よほど嬉しいのだろうが、勇治はとてつもなく嫌いやな予感がして顔を引きつらせた。気け圧おされるように一歩後退すると、背負ったるりかの後頭部が、壁にゴチンとぶつかった。

「きゃうん！」

「むお！　す、すまん、るりか」

　勇治はるりかを下ろし、後頭部を撫なでてやる。頭を打って目を覚ましたのはいいが、まだ意識が朦もう朧ろうとしているのか、むにゃむにゃ寝言めいたことを口にしている。

「るりかちゃん。ちょっと借りるね」

　音もなく一海がやってきて、膝ひざをつくと、ぼんやりして無抵抗のるりかの腕から、青い宝石がはめ込まれたブレスレットを取り上げた。

「……か、一海？　お前、なにするつもりだ？」

「勇治は、女の子が好きなんだよね。いいよ、わかってる。それが普通だもんね」

「な、なんだそりゃ？」

　背筋を伸ばして立ち上がる一海の目に、勇治は強烈な危き惧ぐを覚えた。

「男の子と女の子だったら、普通だよね。勇治も、それならいいよね？」

「だから、さっきからなにいってんだよ！　わけわかんねーぞ!?」

「――すぐに、わかるよ。儀式は成功していたんだ」

　るりかのブレスレットを、額につける。ぶつぶつと、なにごとかをつぶやく。

　ブゥン。

　一かず海みの足下に、青い炎で描かれた魔法陣が出現した。わけのわからない図形と文字が足下から伸びて、勇治の方まで取り囲む。

「か、一海くんっ!?　それって、魔法っ!?」

「そうだよ、那な奈なちゃん。魔法を使って、勇ゆう治じがここにいることを調べたんだ。……代だい田たさんがいなくてよかった。攻撃魔法は、まだ覚えていないんだ」

　魔法？　儀式は成功していた？　るりかが一海の屋敷を吹き飛ばした、あの儀式が？　それで、一海は魔法を使えるようになったのか!?

　るりかがしたように、一海は腕を振り回しながら器用に印を結ぶ。それに呼応し、魔法陣が不気味に輝いた。

　これは、明らかに魔法だ。忍法なんかじゃない。一海が発見し、研究していた魔法だ。あの印も、魔法陣も、魔法を使うためのものだ。

　だとしたら、一海はどんな魔法を使うつもりなんだ？

「にゃあっ!?　あ、あの魔法陣は、変化属性の究極魔法だにゃ！」

　マロンが叫んだ。

　変化属性？　変化？　変化だって？

　――まさか！

　勇治はそのことに思い当たり、愕がく然ぜんとした。

　一海は女の子になろうとしているんじゃないのか!?

　そうだ。絶対にそうだ。一海は最近ずっと、そのことを考えていたに違いない。るりかの弟子になりたいといい出したのも、その魔法を使いたかったからだ。

　一難去ってまた一難。一海め、いったいなにを考えているんだ。たとえ魔法で女の子になったとしても、すんなり受け入れられるわけがないじゃないか。方法が違うだけで、性転換手術と同じだ。中身は男なんだし、一海は一海だ。「女の子になったよー」「わーい女の子の一海大好きー」なんて断じてなるわけがない！

　……確かに、一海なら可愛かわいいかも知れないが。

　一海はゆっくりと目を瞑つむり、口を開いた。魔宝石が眩まぶしく輝く。足下の魔法陣から青い光の粒子が螺ら旋せんを描いて伸びてきて、彼の身体からだを包み込む。

　ついに、詠唱が始まってしまった！

　勇治は口に手を突っ込んでおろおろした。飛びかかって止めるべきか。だけど、るりかの儀式のときみたいに暴発してしまったらまずい。町中だし、るりかや那奈まで巻き込んでしまう。

　ええい、どうしたらいいんだ!?



「紫に煙る魔の光よ、魔の力潜めし宝玉よ、この声を聞け。魔の祝福にて、我の魂たましいを清めたまえ！　キュルリラリラリ、マニュマニュニョムーン！　ピュルピュルル！　この魂を守る最大限界を、今ここに突破する！　ドデスカドドン！　ラララララ。ルルリララ。リリルリラ。無限の魔の力よ、混沌こんとんの暗くら闇やみで我を強固に包みたまえ！　我はここに、魔の契約を施し行こうする！　大いなる秘法を紐ひも解とき、魔力のすべてを解き放たん！　ハニュハニュニュラル、ミュミュミュミューン！　究！　極！　詠！　唱！　現実世界の記録の主よ、因いん果が律りつ果の渦よ、宇宙意識の無量寿光よ、第四指の導きに従い改かい竄ざんの権利を我に委ゆだねよ！　トントロトロトロトートロジー。エンドロドロドロエントロピー。はいはいはいはいー、まいどおおきにこんちわーっす！　デンガナマンガナデンガナマンガナ！　あんさんご機嫌どうでっかーちょいとお力お貸しいただきたいんですけどご都合どうでっかーいやほんま申し訳ないっすわおおきにおおきに。デンガナマンガナデンガナマンガナ！　そんな渋い顔してぶぶ漬けとか出すんおまへんがなほんま勘弁してくださいな後生やからお願いしますわってなんやねんそのナイスヒップのオバハンはお尻しりからお借りするんおまへんがななんでやねんちょい無理あるわあんさん自身のお力をお借りしたいんですがなほんま頼むわ。デンガナマンガナデンガナマンガナ！　ええんですかほんまええんですかお力お貸しいただけるんですかほんまありがたいわごっつ感謝やわこのご恩は一生忘れまへんでいやほんまありがとやんしたほいではさっそくやけどアンタ準備いいでっか。デンガナマンガナデンガナマンガナ！　ほならやりまひょやりまひょやったりまひょう！　デンガナマンガナデンガナマンガナ！　ニョモニョモヘニョヘニョ、グニョゴツン！　ゴッツゴゴッツエエカンジ！　そんなこんなで説得完了！螺ら旋せん記号に描かれた情報の更新。脳裏イメージと実在イメージの逆転。変化変形変換変異変質変移変動変幻変色変容変転転化転変様変わりする物理的形状流転。モリモリムチーン、モリムチーン！　フォルフォルムタムタ、ウィキシッツード！　ノウォノウォパツーン、グニャパツーン！　因果律と肉体の再変成！《フォルマ・ムタティオ》！」



　魔法が、完了してしまった。

　――一かず海みが、女の子になってしまう!?

　そう思った刹せつ那な。

　バシィッ！

　目の前が、真っ白になった。

「ぬおわあっ!?」

　爆発したような衝撃があり、眩まぶしい光の中、勇ゆう治じは吹き飛ばされて壁に頭をゴツンと打ちつけ、るりかの上にばったりと倒れた。むにゅっと、頬ほおに柔らかな感触。

「きゃうん！　な、なんですか!?」

　意識を回復したるりかは、勇治の顔面をぐいっと押しのけ、身体からだを縮める。

「ぬお、るりか……。すまん！」

　慌あわてて身を引く勇ゆう治じ。違うんだ、不可抗力なんだ、オレのせいじゃないんだといい訳を並べ立てようとしたのだが、目の前のるりかはきょとんとした顔。

「……ど、どなたですか？」

「な、なにいってんだ、お前――」

　勇治は、はっとした。じっとりとした嫌いやな汗が、背中を伝う。

　自分の声に、違和感がある。

　――オレの声は、こんな声だったか？

「……か、一かず海み？　な、なにをした？　……オレに、なにをしたんだ？」

　おそるおそる、勇治は振り返る。

　満足げな顔の一海が、そこに立っていた。どこからどう見ても、男子の一海が。

　――そんなバカな!?

　一海が近寄ってきて、勇治にハンドミラーを差し出した。

　そこに映ったのは――



　かろうじて勇治の面影を残す、華きや奢しやで巨乳の女の子だった。



    

  
    
      


エピローグ





「一海くんっ！　ゆーじを、元に戻してっ！」

「そ、それはできないよ！　せっかく、なにもかもが上う手まくいくようになったのに……」

「あんな師匠、きもいです！　きもくて見てらんないです！」

「そんなことない！　勇治は可愛かわいいよ！」

「あんなのゆーじじゃないっ！」

　きつく縛られた一海は、居間のソファの上に転がされていた。怒り狂った那な奈なとるりかが、彼を見下ろすように取り囲んでいる。

　華奢で巨乳の女の子になってしまった勇治は、食卓の椅い子すに座って彼女たちをぼんやりと眺めていた。ほとんど虚脱状態である。だぶだぶになったシャツもジーンズも、着替える気にならない。

　これはなにかの罰なのか。確かに、るりかを過去に送って歴史を変えようとしたのは、未来の勇ゆう治じだった。だから、運命の神とか因いん果が律りつとかに嫌われてしまったのだろうか。

「ちょっとゆーじっ！　なにしてるのっ!?　下品！」

「むおっ!?　い、いやその……」

　無意識に、自分の大きな胸を揉もんでいた。しかしなんというか、あんまり嬉うれしくない。さらさらの長い髪に、ぷにぷにの肌。いくら好みのタイプでも、自分の身体からだになんて興奮しない。

　再び、那な奈なとるりかの厳しい説得が始まった。勇治も一かず海みを説得するいい方法はないかと額の傷跡に触れながら考えるが、解決策はなにも出てこない。出るのはため息ばかり。一海はあれでなかなか頑固なのだ。

　コツコツと、台所の窓が鳴った。振り返ると、磨すりガラスに茶色い影が張りついている。

「ぬお、マロンか？　どうした？」

窓を開けた途端、ボロボロになったマロンが決死の形ぎよう相そうで中に入ってきた。なにごとかと思って外を確認すると、そこから見える隣の家の屋根に、目つきの悪いカラスの軍団がぞろりと並んで黒い塊かたまりを作っていた。

　ひっ、と小さな悲鳴をあげて、勇治は窓をぴしゃりと閉めた。

「助かったにゃ！　ありがとうにゃ、勇治！」

　ぎゅむっと勇治に抱きつくマロン。

「すげえな、あのカラス軍団。ていうかお前、いつの間にカラスに拉ら致ちされたんだ？」

「遊園地の帰り道に、捕まったんだにゃ。……それで、恐ろしいことが判明したんだにゃ！　因果律の融ゆう合ごう反応だにゃ！　にゃー！　にゃにゃにゃー！」

「お、落ち着け、マロン」

　胸の谷間に挟まって暴れるマロンを落ち着かせ、テーブルの上に載のせた。

　険しい顔をして、マロンが話し始める。マロンの宿敵であるファブニールは、ロボットだった。なんでも世界転覆を狙ねらうマッドサイエンティストがいて、その手先らしい。そしてマロンは、そのマッドサイエンティストのところから、脳改造を受ける前に逃げ出してきたロボットだという設定になっていた。

「……なんだそりゃ。因果律の融合反応も、ずいぶん無理矢理なことするんだな」

「これでボクも、こっちの世界に溶け込んでしまったにゃ……」

「そうか……。なんかお前も大変だな」

「にゃ。……勇治、まだ落ち込んでるにゃか？　元気出すにゃ」

「今、那奈とるりかが一海を説得中なんだが……」

　居間を見ると、那奈とるりかが容よう赦しやない怒声を一海に浴びせかけている。それなのに、一海が動じる気配はない。きっと口を結んで、耐えている。

「それにしても、わずかな期間で究極魔法を習得するだにゃんて、一海はやっぱり凄すごいにゃ。普通はそんなことできないにゃ。変化の魔法は精霊との契約は必要ないにゃが、魔界との契約を詠唱中にしなくちゃいけないし、完全に使いこなすようになるまでには、相当な修行が必要にゃ。それなのに、究極魔法を使って成功させちゃったにゃ」

「んなこたーどうでもいいよ。早いとこ、男に戻してもらいたいぜ」

「……勇ゆう治じ。残念だけど、それは無理にゃ」

　悲しそうな顔で、マロンがそういった。

「……はい？　な、なにいってんだ、マロン……」

　勇治は耳を疑った。顔がこわばるのがわかる。

「一かず海みが使った魔法は、ただの変化の魔法じゃないんだにゃ。究極魔法である《フォルマ・ムタティオ》は、因いん果が律りつをも書き換える、強力な魔法なんだにゃ。つまり、肉体を変えるだけじゃにゃくて、もともと女の子だったことにしちゃう魔法にゃ。そしてその効力は、重複できにゃい。たとえ同じ究極魔法を使ったとしても、元には戻れないんだにゃ……」

「な、なぬううう!?　マ、マジか!?」

　気を失いそうなほどショックを受け、勇治は椅い子すから転げ落ちた。心のどこかで、すぐに元に戻れるんじゃないかと考えていたのだが、甘かった。

　ほろりと、勇治の頬ほおに涙が伝う。

　さようなら、オレ。こんにちは、あたし。

「未来の勇治だったら、時空の禁断魔法《テンプス・レデオ》で、時を戻すことができるにゃが……。それはそれで、問題があるにゃ」

　テーブルの上でマロンがそうつぶやいたが、床に倒れた勇治の耳には届かなかった。

「ていうか、おかしいです！　どうしてあなたは、師匠を女の子にしたんですか!?　なんの恨みがあるっていうんです!?」

　事情を知らないるりかが、今さらそんなことをいった。

「あのね、るりか。一海くんはね――」

　那な奈なの言葉を遮って、一海が口を開く。

「勇治は、僕のすべてなんだ！　友達じゃダメなんだ……。勇治のことが、好きなんだ。愛しているんだ！　ずっと一緒にいたいんだ！」

　――愛の告白。

　勇治は床に倒れたままのけぞった。

　一生聞きたくなかった言葉を、ついに一海は吐き出してしまった。

「な、なんですってー!?　じゃああなたは、ホモだったんですね!?」

「なんとでもいってよ！　……性別なんて関係ない。勇治が気にするから、女の子になってもらったんだ。……僕は、勇治が欲しいんだ。絶対に、勇治じゃないといけないんだ！」

　顔を引きつらせながら勇治が身体からだを起こすと、ソファに横たわる一海は身をよじってこちらを見ていた。その哀願するような顔には、照れや羞しゆう恥ち心しんなど微み塵じんもない。

「……そんなに、ゆーじのことが好きなの？」

　同情したのか、那奈がつらそうな顔をする。

「うん。好きだよ。大好きさ。……勇治にキスされたときの感触、今もまだ残ってる」

　一かず海みのその台詞せりふで、空気が凍り付いた。

　なんだ？　一海は、なにをいった？

　――キス？

　キスだと？

「え？　あれ？　……聞き間違いかな？　そんなことないですよね？」

「……か、一海くん？　今、なんていったの？」

　半笑いのるりかと那な奈なが、うつろな目で勇ゆう治じを見る。

「勇治に、キスされたんだ。……だいぶ前の話だけど」

　照れたように、頬ほおを染める一海。

　そのとき、決して思い出してはいけない記憶が、勇治の脳裏に蘇よみがえった。

　あれは確か、小学校六年生の頃、河原で見付けたエロ本を拾って一海の家に行ったときのことだ。エロ本を見ているうちにどうしようもなく悶もん々もんとしてきて、そばで顔を歪ゆがめる一海の唇くちびるに、思わず欲情してしまったのだ。「練習しといた方がいいんじゃね？」とかなんとかいって、強引に唇を奪ったような気がする。

　そうだ。オレのファーストキスの相手は、一海だったのだ！

　ああ、なんてことをしてしまったんだオレは！　勇治は、わなわなと震えた。無む闇やみに興奮した挙げ句の愚行だった。若さゆえのあやまちだった。今すぐ過去に飛んで、あのときの自分をぶん殴りたい。

「……し、師匠？　今の話、本当なんですか？」

　るりかの声が裏返る。

「……ゆーじ。そうなの？　そうだったの？」

　気の抜けたような那奈の声。

　テーブルの上のマロンが、無言で後ずさる。一海を除いた全員が、目をそらした。

　嫌いやな汗でびっしょりになった勇治は、反論しようと思うのに、ぱくぱくと虚むなしく口が動くだけ。本当のことだけあって、すぐに否定できなかった。

「あのとき、僕は確信したんだ。僕は、勇治が好きなんだって。愛しているんだって。だから勇治、僕を受け入れてよ！」

「な、なにいってんだお前はあああ!?」

　かすれる声で、やっとそう叫んだ。

　好意を抱いてくれている女の子たちの前で、知られてはいけない過去を、封印していた軽挙を、暴露されてしまった。顔面が燃えるように熱く、脳が沸ふつ騰とうしそうだ。恥ずかしくて、情けなくて、今すぐ消えてしまいたい。

「師匠の嘘うそつき！　わたしと結婚してくれる、っていったのに!!」

　今度は、るりかが爆弾を吐いた。

一海はくわっと目を見開いてるりかを睨にらみ、那奈は拳こぶしを握り締めて唇くちびるを噛かむ。居間は、凄すさまじく重い空気に包まれた。

　しかし勇ゆう治じには、そんなことをいった記憶などなかった。好きな女の子に好きだといえないくらいなのに、結婚しようだなんていえるわけがない。考えたことすらない。なにかの間違いだ。そう問い質ただそうとしたものの、またしてもショックで声が出ない。

「……るりか？　本当に、ゆーじがそんなこといったの？」

　うつむきながら、暗い声で那な奈ながそういった。ぷるぷる震えている。

「はい、確かにいいました！　愛してるぞ、っていってくれました！」

　頬ほおを染め、大きな胸を揺らし、口を尖とがらせる。

「るりかちゃん……。そ、それはいつの話？」

「……い、いつだっていいじゃないですか！　とにかく、師匠はわたしのことを愛してるっていってくれたんです。家族になろう、っていってくれたんです。……それなのに。うわーん！　師匠の変態！　浮気者！　ホモだったなんてーっ！」

　泣き叫びながら、るりかは居間からどたどたと走り去ってしまった。その後を、マロンが追いかけていく。

　なにを思ったのか、那奈は一かず海みを拘束していたロープをほどき始めた。

「そうだったんだ。あたしにだけ、なにもないんだ。ただの兄妹なんだ。……あたし、バカみたい」

「……お、おい。那奈？」

　ふらふらと、勇治は那奈に近づく。



    

  
    
      



    

  
    
      　違うんだ。オレはそうじゃない。完全に誤解している。一かず海みとのキスは事故みたいなもんだし、るりかに結婚しようだなんていってない。今すぐ釈明しなくては、取り返しのつかないことになってしまう。オレが好きなのは、那な奈ななんだ！

「勇ゆう治じ！」

　目の前に、一海が悠ゆう然ぜんと立ちはだかった。

　腕を広げ、無理矢理笑顔を作って、勇治を待っている。なんか涙を浮かべてる。

「僕は大丈夫だよ！　浮気とか、気にしないから！」

　その背後で、那奈がどすどす床を鳴らしつつ居間から出ていった。

　えーと。

　なんだ、これは？

　どうしてこんなことになっちゃうんだ？

　オレはるりかじゃなくて那奈を選んだんだぞ？　なんで一海なんだ？

「ちょっ！　まっ！　……ええーっ!?」

「勇治！　愛してるよ!!」

　ぎゅぎゅぎゅぅーっと、一海に抱きしめられた。

「ぬおおおーっ!!　な、なんでこうなるんだよおおおーっ!?」

　――そのとき。

　勇治の肉体が、激しく痙けい攣れんした。

「むぐあっ!?　……か、一海。ちょっと待て、一海！　ぐああっ！」

　べきべきめここばきっ。

　骨が軋きしむような嫌な音がして、身体からだ中じゆうのあちこちに激痛が走った。目の前が霞かすみ、息ができず、吐き気に見舞われ、立っていられなくなる。これは一海に対する拒絶反応なのだろうか、こんなに嫌いやがることないじゃないか、などと思ったが、すぐに痛みでなにも考えられなくなった。

「……勇治？　ど、どうしたの!?　勇治!!」

　当惑した一海の声が、遠くから聞こえる。勇治は床にぐしゃりと崩れ落ち、ばったんばったんと激しくのたうち、ついにぶくぶくと泡を吹き始めた。

「うわああ！　勇治！　しっかりして、勇治ーっ！」

「一海くんっ!?　どうしたの？」

　一海の悲鳴を聞き、那奈とるりかが慌あわただしく戻ってきて、廊下から顔を出した。

「な、那奈ちゃん！　勇治が……」

　一海のそばで、白目を剥むいて痙けい攣れんする勇治の姿を見ると、那奈とるりかは息を呑のんだ。

「……極悪非道な到達者め！　師匠になにをしたんですか!?」

　るりかの手から、マロンが轟ごう音おんを上げて射出された。間一髪で避けた一海だったが、勢いのついたるりかの跳とび蹴げりが背中にどすっと突き刺さる。

「痛いっ！　……ち、違うよ、るりかちゃん。僕は、なにもしてない！」

「嘘うそです！　この略奪者！　許しません！　うわーん！」

　泣き叫ぶるりかは、仰向けになった一かず海みの上に慣れた動きで馬乗りになり、マウントポジションから駄々っ子パンチの連打を叩たたき込む。

「ぐあっ！　お、落ち着いてよ、るりぶはっ！　るりかちばはっ！　ぎゃふっ！　那な奈なげふっちゃん！　た、助けごふっ！」

　その傍かたわらで、那奈は眉根に皺しわを寄せながら、えび反りして痙けい攣れんする勇ゆう治じに手を伸ばす。

「ゆーじ。……な、なにが起こったの？」

　那奈の震える指先が、勇治に触れようとしたその瞬間。

　――閃せん光こう。勇治の身体からだが、カカッと青白く発光した。

「きゃあっ!?」

「な、なにごとです!?」

「ゆ、勇治っ!?」

　あまりの眩まぶしさに、一海たちは目を覆おおった。

　すぐに、光は収縮した。薄もやのようなものが、勇治を包む。

「……むお？　な、なんだ？」

　勇治は、何事もなかったかのように、むくりと身体を起こした。

　痛みが完全に引いている。なんとなく、すっきりした気分だったが、なにか違和感がある。はっとして、胸に手をやる。もしかして、元に戻ったんじゃないだろうか。

　むにゅ。残念ながら、大きく膨らんだ柔らかい胸はまだそこにあった。衣服もぶかぶかのままだ。勇治は、ガックリと肩を落として息を吐き出した。

「……なんだよ。期待させやがって。……む？」

　勇治は周りを見回した。すぐそばに、那奈が。ガラスのテーブルのところに、うつぶせになって丸まる一海が。その上に、拳こぶしを振り上げたるりかが。

　全員、あんぐりと口を開け、勇治を凝視しながら固まっている。

「な、なんだ？　どうしたんだ、お前ら――」

　絶叫。三人の轟とどろく悲鳴が、家を軋きしませた。

　鼓こ膜まくが破れそうなくらいの大声に、棚の上のものが落っこち、天井から埃ほこりがこぼれる。

「きゃあああっ!!　ゆーじが、ゆーじがっ！」

「そ、そんなバカな!?　な、なんで？　どうして？」

「嫌いやああああっ!!　し、師匠が！　師匠が！　きもーい!!」

「う、うるせえええ！　なに叫んでんだお前らはあああ!?　――って、あれ？」

　勇治は首をひねる。違和感がない。違和感がないことに、違和感がある。

　るりかは涙目で後ずさり、那奈は目をそらし、一海は虚脱したように動かなくなった。

「……な、なんだ？　おい、どうしたんだ？　オレは、どうなっちまったんだ？」

「一海の魔法は、完全じゃなかったんだにゃ。……魔法は、失敗していたんだにゃ！」

　ソファの上に這はい出てきたマロンが、泣きそうな声でそういった。

「マロン！　教えてくれ。……オレは、どうなっちゃってるんだ!?」

「いえないにゃ！　ボクには、とてもいえないにゃ！」

　ぷるぷると首を振って、マロンは拒絶する。

　ふらりと一かず海みが立ち上がり、うつむいたまま勇ゆう治じに近づくと、ポケットからハンドミラーを取り出し、力のない手で差し出した。

　勇治はそれを見ず、奪うように受け取った。背中を向け、唾つばを呑のみ込む。

　変化の魔法が失敗していた？

　だとしたら。まさか。いや、そんなバカな。

　おそるおそる、ハンドミラーを覗のぞき込む。

　そこに映ったのは――

　顔だけ男に戻った勇治の姿だった。

「ぎゃあああーっ!!　なんじゃこれはあああーっ!?」

　勇治は、ハンドミラーを投げ捨てた。違和感があったのは、自分の声に戻っていたからだった。男の顔なのに、華きや奢しやで小柄で巨乳。いくらなんでもこれはない。ありえない。あまりにも酷ひどい。お願いだ、夢なら早く覚めてくれ。

「……でも、大丈夫だよ！　僕は、そんな勇治でも大丈夫！」

　決意を固めた顔で、一海がそう叫んだ。

「オレが大丈夫じゃねえええ！　こんなんじゃ、生きていけねえええ!!」

「だったら、わたしが師匠を殺します！　死んだ方がましです！　浮気者には死を！」

「それも嫌いやだあああ!!」

「マロン！　本当に、一海くんの魔法は失敗してたの？　……じゃあ、ゆーじはずっとこのまま？」

　そう叫んだ那な奈なは、自分で口にした絶望的な事実に息を呑んだ。

「わ、わからないにゃ……。こんなの、前ぜん代だい未み聞もんだにゃ！」

「勘弁しろおおお!!　うおい、一海！　なんとかなんねーのか!?」

「……ごめん、勇治。どうしたらいいかわからないよ。こんなことになるだなんて……」

「マジかあああ!?　だいたい魔法を覚えたてのくせに、究極魔法なんて――ぎゃあっ!?」

　べきっ。べきべきめここばきっ。

　再び骨が軋きしむような嫌な音がして、身体からだ中じゆうのあちこちに激痛が走った。目の前が霞かすみ、息ができず、吐き気に見舞われ、えび反りになって痙けい攣れんする。

　閃せん光こう。光が収縮すると、薄もやの中で勇治がむくりと身体を起こした。

「きゃあああっ!!　ゆーじが、ゆーじがっ！」

「そ、そんなバカな!?　な、なんで？　どうして？」

「嫌ああああっ!!　し、師匠が！　師匠が！　きもーい!!」

　凄すさまじい悲鳴を聞いて我に返った勇治は、床に転がっていたハンドミラーを求めて這はっていき、自分の姿を確認する。

　そこに映ったのは、女の子の顔と男の身体からだになった勇ゆう治じの姿だった。

「ぎゃあああーっ!!　なんじゃこれはあああーっ!?」

　勇治は、再びハンドミラーを投げ捨てた。さっきよりはマシだけど、やっぱりこんなの嫌いやだ。気持ちが悪い。

「おい、一かず海み！　これはどういうこと――ぎゃあっ!?」

　べきべきめここばきっ。またしても骨が軋きしむような嫌な音がして、えび反りになって痙けい攣れんする。すぐに閃せん光こう。収縮すると、続いて悲鳴。

　ハンドミラーで確認すれば、今度は右半分が女の子で、左半分が男になっていた。

「ぎゃあああーっ!!　なんじゃこれ――ぎゃあっ!?」

　べきべきめここばきっ。閃光。悲鳴。

　今度は、女の子なのに髭ひげとすね毛が生えていた。卒倒。

　べきべきめここばきっ。閃光。悲鳴。

　今度は、男なのについているはずのものがついていなかった。しかも声が女の子。卒倒。

　べきべきめここばきっ。閃光。もう悲鳴はあがらない。

　今度は、完全に男に戻っていた。しかし喜んだのもつかの間、すぐにべきべきめここばきっ。閃光。今度は女の子なのに、ついてないものがついていた。卒倒。

　骨を軋ませ、えび反りになって痙攣し、閃光をあげて変身し、ハンドミラーで姿を確認して卒倒するという勇治の一連の動作を、那な奈なたちは惚ほうけたように眺めていた。

「……ねえ、マロン。ゆーじのあれは、いつまで続くの？」

　かすれる声で、那奈がそういった。

「……わ、わからないにゃ。到達者の強大な魔力のこもった究極魔法の暴走は、並の暴走じゃなさそうだにゃ。ボクらにできることは、なにもないにゃ」

「ご、ごめんよ、勇治……。僕は、なんてことをしてしまったんだ……」

　膝ひざをついた一かず海みは、顔を覆おおってしくしく泣いていた。

　べきべきめここばきっ。閃光。確認。

「だ、誰か止めてくれえええ!!　――ぎゃあっ!?」

　べきべきめここばきっ。閃光。確認。卒倒。

　そのまま時間が過ぎていく。べきべきめここばきっ。閃光。確認。卒倒。

　勇治の変身の間隔が、徐々に短くなってきた。

「……そろそろ終わりが近づいているにゃか？」

　マロンがそうつぶやくと、那奈は弾はじかれたように立ち上がった。

「ゆーじっ！　頑張ってっ！」

「はれ？　那奈さん、どうしたんですか？」

　勇治の痴ち態たいに飽きてきたるりかが、不思議そうな顔をして那奈を見る。

「気づかない？　ゆーじの変身、何度かに一回は、元の男の子に戻ってるの。応援すれば、きっと最後の変身で男の子に戻れるよっ！」

「にゃ。可能性は、ないわけじゃなさそうだにゃ！」

「そうなんですか!?　師匠！　頑張ってください！」

　るりかも立ち上がって、腕を振り上げて応援を始めた。

「一かず海みくんっ！　一海くんも、応援してっ！」

「……え？　で、でも、僕は……」

「うじうじしない！　中途半端になっちゃったら、ゆーじは立ち直れないよっ!?」

「……わ、わかったよ！」

　べきべきめここばきっ。閃せん光こう。確認。卒倒。そんな勇ゆう治じを、三人と一匹は、声を張り上げ、汗を飛ばし、腕を振りまくって応援する。それぞれの胸に、それぞれの想おもいを抱きながら。それぞれの未来を思い描きながら。

　――閃光。

　今回の青白い閃光は、激しく長かった。いよいよ、最後の変身のようだ。那な奈なたちは、目を覆おおいながら固かた唾ずを呑のむ。

「頑張って、ゆーじっ！」

「勇治！　頑張れっ！」

「師匠！　元に戻ってください！」

「……ど、どうなるにゃか？」

　眩まぶしく輝く勇治は跳ね上がり、黒板を爪で引ひっ掻かくような嫌いやな音に包まれると、ついに轟ごう音おんを上げて爆発した。

　どっかん！



　カラスがカァと鳴いた。

　朝の教室は、いつものようにざわついていた。窓の外は、青い空。湿った生ぬるい風が、カーテンを揺らす。

　勇治は倒れるように窓際の自分の席に着く。通学路を歩くだけで、かなり体力を消耗してしまった。

　こうして無事に男に戻れたはいいが、悩みはなにも解決していなかった。どこにも逃げ場はなく、心の落ち着ける場所はもう地球上には存在しないように思われた。

「さあ、勇治。一時間目は数学だよ。わからないことがあったら、なんでも訊きいてね！」

　隣の席の一海が、まず先制攻撃を開始した。席をくっつけて、寄りかかってくる。

「師匠！　通学で疲れたでしょ。肩揉もんであげます！」

　背後の席のるりかが、がばっと覆い被さってきた。

「ゆーじっ！　今日のお弁当は、ゆーじの大好きなロールキャベツだからね！」

　廊下側の席から、那奈が飛んでくる。

　ライバル心を丸出しにした妹たちと親友は、家の中でも外でも学校内でも、容よう赦しやなく勇治に襲いかかってくるようになっていた。

　頭が痛い。一かず海みが勇治のことを好きになったのは、唇くちびるを奪ったから。るりかが勇治のことを好きになったのは、結婚しようといったから。どうやら、身から出た錆さびが原因らしい。いくら那な奈なのことが好きだからといって、無む下げに断ることはできないというか断ろうとしても無駄な感じだった。

「むふふふふ。モテモテだねえ、山やま根ね」

「凄すさまじいモテ期っぷりだな。ぶっちゃけ、無駄にしてるとしか思えないが」

　青あお木きがいやらしく笑い、波は田だが肩をすくめた。

「……うるせえ。放ほうっておいてくれ」

　ぐったりしながら窓の外を見ると、鉄の翼を生やしたマロンがビーム砲でカラスを撃退していた。

　なるようになるしかないな、と勇治は思った。この先、一海とるりかの魔法がどんな事件を巻き起こすかわかったものではないし、様々な無理難題が降りかかってくるだろうが、選択を誤ることはできない。少なくとも、もう彼女たちを悲しませるようなことはしないようにしなければ。

　オレは那奈が好きなんだ。その気持ちさえ強く心に刻んでおけば、いつかきっと上う手まくいく。そう、勇治は思った。頼むから、そうであって欲しい。お願いします、因いん果が律りつさま。

　ガラガラっとドアが開いて、今日も厳いかつい顔つきの担任が入ってきた。

　その後ろに、見慣れたエッチな体つきの女性が。

「……ぬおおっ!?　な、なんでこんなところに!?」

　勇治は立ち上がって驚きよう愕がくの声を叫ぶ。

「やかましいぞ、山根！　なんだ、知り合いなのか？　今日から副担任をやってもらう、新人教師の代だい田た先生だ」

　髪を黒く染め、メイド服ではなくぴっちりしたスーツに身を包んだ代田が、勇治にウィンクした。

「今日からよろしくね！」

「……マ、マジっすか」



　そして、新しい未来が始まった。







おしまい



    

  
    
      


あとがき





　こんにちは。須す堂どう項こうです。

　いやあ、やっと二巻が完成しました。この作品に半年かかってしまいましたが、かなり満足のいく作品ができあがったような気がします。

　気がつけば、デビューして一年が経過しちゃいました。

　あっという間でしたよ、えーもう一年経たっちゃったの？　みたいな。経験を積んだつもりでしたが、依い然ぜんとして学ばなければいけないことがたくさんあります。まだまだぺーぺーです。ぷーぷーからぽーぽーにレベルアップするために、ヒーヒーいいながらにゃーにゃー書きまくっていかなくてはいけません。書くことでしか、経験値は溜たまりません。脳髄からネタを絞り出し、書きまくりながら、茨いばらの道を切り開いていくのです。作家として生き残るためのサバイバルゲーム。それは孤独な道ではありません。道に迷っても、途方に暮れても、きっと誰かが、きっとなにかがヒントを授けてくれるはず。それに気づき、自分なりに調理すればいいのです。闇やみ鍋なべのできあがりです。箸はしには味噌まみれの靴下が。

　ごっつぁんです。

　というわけで、お陰かげ様で、なんとなく目標にしていた五冊目を達成しました。次の目標は、十冊目。一気に駆け抜けていけたらいいな、と思っております。



　今回は、担当編集様と編集長様に、多大なるアドバイスをいただきました。度重なる試行錯誤に協力していただき、お手数をおかけしました。色々と考えるきっかけになりましたし、たいへん勉強になりました。大感謝です。これからも頑張っていきたいと思います。

　とても可愛かわいいイラストを描いてくださった、なごやこーちんさまにも、謝意を。

　そしてこの本を読んでくださったあなた。ありがとうございました。気に入っていただけたでしょうか。今後とも、よろしくお願いします。



　それでは、また次回作でお会いしましょう！





二〇〇六年　九月　須堂項



    

  
    
      

　著者

　須藤　項（すどう・こう）

　　１９７１年、西東京生まれ。第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞、『彼女はミサイル』（ＭＦ文庫Ｊ）でデビュー。

　　近著に『キミを救う最初の呪文』がある。ＩＴ業界でＷｅｂコンピュータと格闘しながらの執筆を決意。趣味は映画観賞とオンラインＲＰＧと猫と遊ぶこと。時間が足りません。



　イラスト

　なごやこーちん

　　自称なごみ絵師。ゆるゆる頑張ってます。

　　ねことか好きです。

　　集英社スーパーダッシュ文庫『魔王、始めました』シリーズ全４巻（共に淺沼広太著）の挿絵をしたりしてます。

　　http://nago.neko.ne.jp/
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